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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートに印刷処理を実行する印刷手段と、
　前記印刷手段により印刷処理が実行されるシートに対して後処理を実行すべき後処理装
置を複数の後処理装置の中から特定する特定手段と、
　前記複数の後処理装置の各々のカバーの状態を検知する検知手段と、
　前記複数の後処理装置のうち何れかの後処理装置のカバーがオープン状態になったこと
を前記検知手段が検知した場合において、当該後処理装置が前記特定手段により特定され
た後処理装置である場合は、当該後処理装置のカバーのクローズをオペレータに促すため
の所定の画面を表示し、当該後処理装置が前記特定手段により特定された後処理装置でな
い場合は、前記所定の画面を表示しない、ように制御する表示制御手段と、
を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記複数の後処理装置のうち何れかの後処理装置のカバーがオー
プン状態になったことを前記検知手段が検知した場合において、当該後処理装置が前記特
定手段により特定された後処理装置でない場合には、当該後処理装置のカバーがオープン
状態であることを示す情報を前記所定の画面とは異なる部分に表示するように制御するこ
とを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記複数の後処理装置のうち何れかの後処理装置のカバーがオープン状態になったこと
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を前記検知手段が検知した場合において、当該後処理装置が前記特定手段により特定され
た後処理装置である場合には、印刷処理を中断するように前記印刷手段を制御する制御手
段を更に有することを特徴とする請求項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、更に、前記特定手段により特定された後処理装置のカバーがオープン
状態からクローズ状態に変化したことを前記検知手段が検知した場合に、前記中断した印
刷処理を再開するように前記印刷手段を制御することを特徴とする請求項３に記載の印刷
装置。
【請求項５】
　前記所定の画面は、ポップアップ画面であることを特徴とする請求項１乃至４の何れか
１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　シートに印刷処理を実行する印刷手段を有する印刷装置の制御方法であって、
　前記印刷手段により印刷処理が実行されるシートに対して後処理を実行すべき後処理装
置を複数の後処理装置の中から特定する特定工程と、
　前記複数の後処理装置の各々のカバーの状態を検知する検知工程と、
　前記複数の後処理装置のうち何れかの後処理装置のカバーがオープン状態になったこと
を前記検知工程で検知した場合において、当該後処理装置が前記特定工程により特定され
た後処理装置である場合は、当該後処理装置のカバーのクローズをオペレータに促すため
の所定の画面を表示し、当該後処理装置が前記特定工程により特定された後処理装置でな
い場合は、前記所定の画面を表示しない、ように制御する表示制御工程と、
を有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のジョブを受付け可能な印刷システム、ジョブ処理方法、印刷装置、記
憶媒体、および、プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、商業的印刷業界では、原稿の入稿、該原稿へのデザインの付与、レイアウト
編集、カンプ（印刷によるプレゼンテーション）、校正（レイアウト修正や色修正）、校
正刷り（プルーフ印刷）、版下作成、印刷、後処理加工、発送等、種々の作業工程を踏ん
で出版物の発行が行われている。
【０００３】
　特に、商業的印刷業界の場合、印刷工程においてオフセット製版印刷機が用いられるこ
とが多いため、版下作成工程は不可欠な工程である。しかしながら、版下作成は、一度行
うとその修正が容易ではなく、且つ修正を行った場合、コスト的にかなり不利になること
から、版下作成にあたっては、入念な校正（即ち、入念なレイアウトのチェックや色の確
認作業）が必須となってくる。このため、出版物の発行が完了するまでには、ある程度の
期間を要することが一般的であった。
【０００４】
　また、商業的印刷業界の場合、各作業工程において利用される装置は大掛かりなものが
多くコストがかかるうえ、これら各工程における作業には専門知識が必要であるため、い
わゆる職人と呼ばれる熟練者のノウハウが不可欠であった。
【０００５】
　このような状況に対し、最近、電子写真方式の印刷装置やインクジェット方式の印刷装
置の高速化、高画質化を受けて、上記商業的印刷業界に対抗する、いわゆるプリント・オ
ン・ディマンド（Print On Demand：以下、ＰＯＤと表記する。）と呼ばれる市場が出現
しつつある。
【０００６】



(3) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

　これは、比較的小ロットのジョブを、大掛かりな装置やシステムを用いずに、短納期で
取り扱うことができるよう、上記大規模な印刷機、印刷手法に代わって出現してきたもの
である。
【０００７】
　ＰＯＤ市場では、例えば、デジタル複写機やデジタル複合機等の印刷装置を最大限に活
用することで、電子データを用いたデジタルプリントを実現し、プリントサービス等を行
うことが可能となっている。
【０００８】
　また、ＰＯＤ市場の場合、従来の商業的印刷業界よりもデジタル化が進んでおり、コン
ピュータを利用した管理・制御が浸透してきていることから、実際に短納期での印刷物の
発行が可能であり、また、作業者のノウハウが不要であるというメリットもある。さらに
、最近では印刷物の画質も商業的印刷業界のレベルに近づきつつある。
【０００９】
　このような状況に鑑み、事務機メーカ等が、ＰＯＤ市場という新たな分野に新規参入す
る方向の検討がなされつつある（特許文献１参照）。そして、このような検討を、市場動
向を見極めつつ、より詳細に行い、例えば、オフィス環境とは異なるユースケースやニー
ズが想定されるＰＯＤ環境にも活用可能な印刷装置や印刷システムの検討がなされつつあ
る。このようなＰＯＤ市場における印刷環境を想定してみると、如何に印刷システムにて
生産性を向上させるかが今後重要視される事が予想される。且つ、高い生産性を維持しつ
つ、いかに印刷システムのオペレータが印刷システムを使いやすくするかも、今後重要視
される事が予想される。
【特許文献１】特開２００５－１６５７２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述のように例えば事務機メーカ等がＰＯＤ市場という新規分野に本格的に参入する為
には、上述のようにＰＯＤ市場の状況を想定し、オフィス環境ではあまり発生しないよう
な状況にも対処する事が望ましいと考える。換言すると、上述の文献のようにＰＯＤ環境
に適したデジタルプリンティングシステムの製品実用化に向けての検討を十分にする必要
があると考える。しかしながら、ＰＯＤ環境にも適した印刷システムの製品実用化を目指
すことを想定してみると、この文献に開示する構成だけではフォローしきれていない検討
事項や課題が残されていると考える。
【００１１】
　例えば、オフィス環境を想定して構成された印刷システムにおいては、装置のフロント
カバー等のオペレータ操作が可能なカバーユニットが開いている状態では、当該装置にお
ける印刷動作は阻止されて印刷動作は実行できない。この構成は、操作に不慣れなユーザ
も存在するオフィス環境では例えばトラブル防止策として十分な利便性がある。即ち、こ
の構成自体、そもそも、オフィス環境等の印刷環境では何ら懸念視すらされない状況にあ
る。しかし、ＰＯＤ環境においては、操作に慣れた、ある程度のスキルをもったオペレー
タが印刷システムを最大限に活用するといったケースが予想されると考える。又、ＰＯＤ
環境では、印刷システムのダウンタイムをいかに最小限に抑えるかが今後より重要視され
うる傾向にあると考える。
そこで、本願発明では、例えば、後処理装置等のシート処理装置が具備するカバーユニッ
ト等の可動ユニットがオープン状態であっても、印刷システムにて印刷動作を可能な限り
実行できるようにする構成について着目している。本願発明では、当該構成に係る動作を
コンティニアスラン動作と称している。しかし、この、本願発明が着目するコンティニア
スラン動作に関して、例えば製品実用化を検討してみると、様々な対処すべき課題に直面
すると考える。
【００１２】
　例えば、印刷システムにて利用対象の、あるシート処理装置の可動ユニットが、メンテ
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ナンス作業中や印刷物の取り出し作業中等に起因して、オープン状態であるとする。この
ような場合であっても、これに影響を受けないジョブの印刷処理は実行可能にする。この
ような、ＰＯＤ市場にて今後生じうるユースケースやニーズを想定した、高い生産性を極
力維持可能にした印刷システムを提供することが、第１課題であると考える。
しかし、上述のようなユースケースやニーズ自体がそもそも市場からなされていないこと
もあって、この第１課題に対処可能にした印刷システムの製品実用化には、何ら至ってい
ないのが現状である。そこで、この第１課題に対処可能にした印刷システムを提供可能に
する事が重要と考える。
但し、今後のＰＯＤ市場等の印刷環境を見据えた印刷システムの製品実用化を目指すには
、上記第１課題に対処可能にするのみならず、以下に例示のような課題にも対処可能にし
た印刷システムを提供可能にする事がより重要と考える。
例えば、上記第１課題に対処できるように印刷システムを構成したはずが、シート処理装
置の可動ユニットがオープン状態である事をオペレータが気づかない等が原因で、顧客に
納品すべき印刷物をシステムにて満足に作成する事が困難になる。そして、これに起因し
て、結局、システムにて高い生産性を維持する事が困難になる。このように、上記第１課
題に対処可能に構成したつもりが、これらに例示のような、予期せぬトラブル等が発生し
てしまう。
本願発明では、上記第１課題に対処可能に構成しても、このようなトラブル等が極力発生
しないようにすること事が第２課題として重要であると考える。
以上の例示のように、コンティニアスラン動作に対処可能にした印刷システムの製品実用
化を目指すには、まだまだ検討の余地が残されていると考える。
【００１３】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、オフィス環境に留まらず、ＰＯＤ環
境にも適応可能な便利な印刷システム、ジョブ処理方法、印刷装置を提供可能にする。
【００１４】
　特に、例えば、上記第１課題に対処可能にするのみならず、該第１課題に対処可能にし
たが故に上記第２課題が発生するといった新たなトラブルにつながる事も無く、該第１課
題と第２課題の両方に対処可能にした、印刷システム、ジョブ処理方法、印刷装置を提供
可能にする。
そして、又例えば、上記のようなコンティニアスラン動作により、印刷システムを可能な
限り連続運転可能にし、高生産性と高操作性の両方を可能な限り維持出来るようにした、
印刷システム、ジョブ処理方法、印刷装置を提供可能にする。
【００１５】
　そして、このように様々な状況や利用環境を想定し、様々なユーザからの様々なニーズ
にも、極力、柔軟に対応出来るようにした、今後のＰＯＤ市場等の印刷環境を見据えた製
品の実用化に貢献できるようにする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の印刷装置は以下の構成を備える。
【００１７】
　すなわち、印刷装置において、シートに印刷処理を実行する印刷手段と、前記印刷手段
により印刷処理が実行されるシートに対して後処理を実行すべき後処理装置を複数の後処
理装置の中から特定する特定手段と、前記複数の後処理装置の各々のカバーの状態を検知
する検知手段と、前記複数の後処理装置のうち何れかの後処理装置のカバーがオープン状
態になったことを前記検知手段が検知した場合において、当該後処理装置が前記特定手段
により特定された後処理装置である場合は、当該後処理装置のカバーのクローズをオペレ
ータに促すための所定の画面を表示し、当該後処理装置が前記特定手段により特定された
後処理装置でない場合は、前記所定の画面を表示しない、ように制御する表示制御手段と
、を有する。
【発明の効果】
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【００２０】
　本発明によれば、課題で想定したような問題に対応することができる。例えば、オフィ
ス環境に留まらずＰＯＤ環境で適用可能な使い勝手の良い便利な印刷環境が構築可能とな
る。また、特に例えば、上記第１課題に対処可能にするのみならず、該第１課題に対処可
能にしたが故に上記第２課題が発生するといった新たなトラブルにつながる事も無く、該
第１課題と第２課題の両方に対処可能にした、印刷システム、ジョブ処理方法、記憶媒体
、プログラム、印刷装置が提供可能となる。又、例えば、上記のようなコンティニアスラ
ン動作により、印刷システムを可能な限り連続運転可能にし、高生産性と高操作性の両方
を可能な限り維持出来るようにした、印刷システム、ジョブ処理方法、記憶媒体、プログ
ラム、印刷装置が提供可能となる。そして、このように様々な状況や利用環境を想定し、
様々なユーザからの様々なニーズにも、極力、柔軟に対応出来るようにした、今後のＰＯ
Ｄ市場等の印刷環境を見据えた製品実用化に貢献可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下添付図面を参照して、本発明を好適な実施形態に従って詳細に説明する。
【００２２】
　［本印刷システム１０００を含む印刷環境１００００全体のシステム構成の説明］
　本形態は、背景技術で想定したような課題に対処すべく、ＰＯＤ環境等のオフィス環境
とは異なる印刷環境を想定している。故に、ここでは、本印刷システム１０００を含むＰ
ＯＤ環境の現場（図１の印刷環境１００００）全体のシステム環境について説明する。こ
のような印刷環境自体も本形態の特徴の１つである。
【００２３】
　尚、本形態では、この本印刷システム１０００が適用可能な印刷環境１００００のこと
を、ＰＯＤ環境にも適しているが故に、ＰＯＤシステム１００００と呼ぶ。
【００２４】
　図１のＰＯＤシステム１００００は、構成要素として、本形態の印刷システム１０００
、サーバコンピュータ１０３、クライアントコンピュータ１０４（これを、以下ＰＣと呼
ぶ）を具備する。又、紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本
機１０８、スキャナ１０２等も具備する。このように複数の装置がＰＯＤシステム１００
００に用意されている。
【００２５】
　本印刷システム１０００は、構成要素として、印刷装置本体１００及びシート処理装置
２００を具備する。尚、印刷装置１００の１例として、本形態では、コピー機能及びＰＣ
プリント機能等複数の機能を具備する複合機で説明するが、ＰＣ機能のみ或いはコピー機
能のみの単一機能型の印刷装置であっても、良い。尚、該複合機のことを、以下では、Ｍ
ＦＰ（Multi Function Peripheral）とも呼ぶ。
【００２６】
　ここでは、図１の紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本機
１０８を、本印刷システム１０００が具備するシート処理装置２００と同様に、シート処
理装置と定義する。何故なら、本印刷システム１０００が具備する印刷装置１００で印刷
されたジョブのシートに対するシート処理を実行可能なデバイスであるからである。例え
ば、紙折り機１０７は、印刷装置１００で印刷されたジョブのシートの折処理を実行可能
に構成されている。断裁機１０９は、複数枚のシートで構成されるシート束単位で、印刷
装置１００で印刷されたシートの断裁処理を、実行可能に構成されている。中綴じ製本機
１１０は、印刷装置１００で印刷されたジョブのシートの中綴じ製本処理を実行可能に構
成されている。くるみ製本機１０８は、印刷装置１００で印刷されたジョブのシートのく
るみ製本処理を実行可能に構成されている。但し、これらのシート処理装置で各種シート
処理を実行させるには、印刷装置１００で印刷されたジョブの印刷物を該印刷装置１００
の排紙部からオペレータが取出し、且つ、処理対象となるシート処理装置に、その印刷物
をセットする作業が必要である。
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【００２７】
　このように、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００以外のシー
ト処理装置を利用する場合には、印刷装置１００による印刷処理後にオペレータによる介
入作業を要する。
【００２８】
　換言すると、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００を利用して
印刷装置１００により印刷されたジョブにて要するシート処理を実行させる場合には、該
装置１００による印刷処理の実行後にオペレータによる介入作業は不要である。何故なら
、印刷装置１００からシート処理装置２００に対しては、印刷装置１００で印刷されたシ
ートを、直接、供給出来るように構成されているからである。具体的には、印刷装置１０
０内部のシート搬送路が、シート処理装置２００内部のシート搬送路に、連結可能に構成
している。このように、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００と
印刷装置１００は、互いに、物理的接続関係にあるからである。且つ、本印刷装置１００
とシート処理装置２００は、互いに、ＣＰＵを具備し、データ通信可能に構成されている
。このように印刷装置１００とシート処理装置２００は、互いに、電気的接続関係にある
からである。
【００２９】
　尚、本形態では、本印刷システムが具備する制御部が、これら印刷装置１００とシート
処理装置２００を統括的に制御している。この１例として、本例では、図２の印刷装置１
００内部のコントローラ部２０５が統括制御を行う。尚、本形態では、これらシート処理
装置の事を、後処理装置やポストプレスとも呼ぶ。
【００３０】
　図１のＰＯＤシステム１００００における、これら複数の装置のうちの、中綴じ製本機
１１０以外の装置は、全て、ネットワーク１０１に接続されており、互いに他装置とデー
タ通信可能に構成されている。
【００３１】
　例えば、ＰＣ１０３、１０４等の外部装置の一例に該当する情報処理装置からネットワ
ーク１０１を介して送信された印刷実行要求がなされた処理対象となるジョブの印刷デー
タを、印刷装置１００により印刷させる。
【００３２】
　又、例えば、ネットワーク通信により他の装置とのデータの送受を実行することで、サ
ーバＰＣ１０３は、本ＰＯＤ環境１００００にて処理すべき全てのジョブの全体を管理す
る。換言すると、複数の処理工程からなる一連のワークフローの工程全体を統括管理する
コンピュータとして機能する。該ＰＣ１０３は、オペレータから受け付けたジョブの指示
に基づいて、本環境１００００にて仕上げ可能な後処理条件を決定する。且つ、エンドユ
ーザ（この例では印刷の作成依頼をした顧客）の要求通りの後処理（仕上げ処理）工程の
指示を行う。この際に、サーバ１０３が、ＪＤＦ（Job Definition Format）などの情報
交換ツールを用いて、ポストプレス内部でのコマンドやステータスでそれぞれの後処理機
器と情報交換している。
【００３３】
　以上のような構成要素を具備するＰＯＤ環境１００００における本形態の着目点の１つ
として、上記各シート処理装置を、本形態では、３種類に分類して、以下のように、定義
している。
【００３４】
　［定義１］　以下に列挙の（条件１）と（条件２）の両方を満たす装置に該当するシー
ト処理装置を、「インラインフィニッシャ」と定義する。尚、この定義に該当する装置を
、本形態では、インラインタイプのシート処理装置とも呼ぶ。
【００３５】
　（条件１）　印刷装置１００から搬送されるシートをオペレータの介入無しに直接的に
受容出来るように、紙パス（シート搬送路）が、印刷装置１００と物理的に接続されてい
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る。
【００３６】
　（条件２）　操作指示や状況確認等に要するデータ通信を他装置と出来るように、他装
置と電気的に接続されている。具体的には、印刷装置１００とデータ通信可能に電気的接
続されている事、或いは、ネットワーク１０１を介して印刷装置１００以外の装置（例え
ば、ＰＣ１０３、１０４等）とデータ通信可能に電気的接続されている事。これら少なく
とも何れかの条件を満たすものを、（条件２）に合致するものとする。
【００３７】
　即ち、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００は、「インライン
フィニッシャ」に該当する。何故なら、上記の如く、シート処理装置２００は、印刷装置
１００と物理的接続関係にあり、且つ、印刷装置１００と電気的接続関係にあるシート処
理装置であるからである。
【００３８】
　［定義２］　前項に掲げる（条件１）と（条件２）のうちの（条件１）は満たさないが
、（条件２）を満たす装置に該当するシート処理装置を、「ニアラインフィニッシャ」と
定義する。尚、この定義に該当する装置を、本形態では、ニアラインタイプのシート処理
装置とも呼ぶ。
【００３９】
　例えば、紙パスも印刷装置１００と接続されておらず、作業者（オペレータ）が印刷物
の運搬等の介入作業を要する。しかし、操作指示や状況確認はネットワーク１０１等の通
信手段を介して電気的に情報送受可能である。このような条件に合致するシート処理装置
を、「ニアラインフィニッシャ」と定義する。
【００４０】
　即ち、図１の紙折り機１０７、断裁機１０９、くるみ製本機１０８は、「ニアラインフ
ィニッシャ」に該当する。何故なら、これらのシート処理装置は、印刷装置１００と物理
的接続関係には無い。しかし、少なくとも、ネットワーク１０１を介して、ＰＣ１０３や
ＰＣ１０４等の他装置とデータ通信可能な電気的接続関係にあるシート処理装置であるか
らである。
【００４１】
　［定義３］　前項に掲げる（条件１）と（条件２）の何れの条件も満たさない装置に該
当するシート処理装置を、「オフラインフィニッシャ」と定義する。尚、この定義に該当
する装置を、本形態では、オフラインタイプのシート処理装置とも呼ぶ。
【００４２】
　例えば、紙パスも印刷装置１００と接続されておらず、作業者（オペレータ）が印刷物
の運搬等の介入作業を要する。しかも、操作指示や状況確認に要する通信ユニットも具備
しておらず、他装置とのデータ通信も不可能である。故に、作業者が出力物の運搬、出力
物の設定、手作業での操作入力、機器自体が発する状況報告を手作業で行う。このような
条件に合致するシート処理装置を「オフラインフィニッシャ」と定義する。
【００４３】
　即ち、図１の中綴じ製本機１１０は「オフラインフィニッシャ」に該当する。何故なら
、このシート処理装置は、印刷装置１００と物理的接続関係には無い。しかも、ネットワ
ーク１０１にも接続不可で、他装置とデータ通信不可な、電気的接続関係ではない、シー
ト処理装置であるからである。
【００４４】
　以上の如く、３つの種類に分類する各種シート処理装置を具備する本ＰＯＤ環境１００
００にて、様々なシート処理を実行可能に構成している。
【００４５】
　例えば、断裁処理、中綴じ製本処理、くるみ製本処理、シートの折処理、穴あけ処理、
封入処理、帳合処理、等の様々なシート加工処理を、印刷装置１００により印刷処理され
たジョブの印刷媒体に対して実行可能に構成している。このように、エンドユーザ（顧客
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）が望む所望の製本印刷体裁でもってシート加工を実行可能に構成されている。
【００４６】
　サーバＰＣ１０３が管理するニアラインフィニッシャやオフラインフィニッシャには、
他にも、ステープラ専用装置、穴あけ専用装置、封入機あるいは、帳合機（コレータ）を
初めとして様々なものがある。サーバ１０３は、これらのニアラインフィニッシャと予め
決められたプロトコルで、逐次ポーリングなどでデバイスの状況やジョブの状況を、ネッ
トワーク１０１経由で把握する。且つ、本環境１００００にて処理すべき多数のジョブの
各ジョブの実行状況（進捗状況）を管理する。
【００４７】
　尚、本形態は、上述の複数の記録紙処理をそれぞれ別々のシート処理装置により実行可
能にする構成でも、複数種類の記録紙処理を１台のシート処理装置が実行可能にする構成
でも良い。又、複数のシート処理装置のうちのいずれかのシート処理装置を本システムに
具備する構成でも良い。
【００４８】
　ここで、本形態の更なる着目点について説明しておく。
【００４９】
　図１の印刷システム１０００は、印刷装置１００と、該印刷装置１００に着脱可能なシ
ート処理装置２００を具備している。このシート処理装置２００は、印刷装置１００で印
刷がなされたジョブのシートを、直接的に、シート搬送路を介して、受容可能な装置であ
る。且つ、ユーザインタフェース部を介して印刷実行要求と共にユーザが要求したシート
処理を、印刷装置１００のプリンタ部２０３により印刷されたジョブのシートに対して実
行するシート処理装置である。この点は、上記インラインタイプのシート処理装置である
点からも明白である。
【００５０】
　ここで特筆すべきは、本形態のシート処理装置２００は、一連のシート処理装置群２０
０として、定義することも可能である点である。というのも、本形態では、シート処理装
置２００として、互いに独立筐体で且つ独立使用可能な、複数台のシート処理装置を、印
刷装置１００に連結して利用可能に構成されているからである。この１例として、図１に
示す、印刷システム１０００は印刷装置１００と３台のシート処理装置とを具備している
構成である事を意味している。換言すると、図１の印刷システム１０００は、３台のシー
ト処理装置が印刷装置１００に直列的に接続されている。本例では、このように複数台の
シート処理装置を印刷装置１００に接続された構成をカスケード接続と呼ぶ。これら印刷
装置１００にカスケード接続される、一連のシート処理装置群２００に包含される、複数
台のシート処理装置は、全て、インラインフィニッシャとして、本形態で取り扱っている
。且つ、本システム１０００の制御部の１例に該当する図２のコントローラ２０５が、印
刷装置本体１００及びこれら複数台のインラインタイプのシート処理装置を統括的に制御
し、以下の実施形態で述べる各種制御を実行する。このような特徴点も具備している。尚
、この構成については、図３等を用いて後述する。
【００５１】
　［本システム１０００の内部構成（主にソフト構成）］
　次に、本印刷システム１０００の内部構成（主に、ソフト構成）について、図２のシフ
テムブロック図でもって説明する。尚、本例では、本印刷システム１０００が具備する図
２に示す各ユニットのうちのシート処理装置２００（厳密にいえば、複数台のインライン
タイプのシート処理装置で構成可能な一連のシート処理装置群）以外のユニットは、全て
印刷装置１００内部に具備している。換言すると、シート処理装置２００は、本印刷装置
１００に対して、着脱可能なシート処理装置であり、印刷装置１００のオプションとして
提供可能に構成されている。これにより、ＰＯＤ環境にて、必要なインラインフィニッシ
ャを、必要な台数分、提供可能にする等の効果を図っている。故に、以下のような構成と
なっている。
【００５２】
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　印刷装置１００は、自装置内部に複数の処理対象となるジョブのデータを記憶可能なハ
ードディスク２０９（以下、ＨＤとも呼ぶ）等の不揮発性メモリを具備する。且つ、印刷
装置１００自身が具備するスキャナ部２０１から受付けたジョブデータを該ＨＤを介して
プリンタ部２０３で印刷するコピー機能を具備する。且つ、ＰＣ１０３、１０４等の外部
装置から通信部の１例に該当する外部Ｉ／Ｆ部２０２ユニットを介して受付けたジョブデ
ータを該ＨＤを介してプリンタ部２０３で印刷する印刷機能等を具備する。このような複
数の機能を具備したＭＦＰタイプの印刷装置（画像形成装置とも呼ぶ）である。
【００５３】
　尚、換言すると、本形態の印刷装置は、カラープリント可能な印刷装置でも、モノクロ
プリント可能な印刷装置でも、本形態で述べる各種制御を実行可能であるならば如何なる
構成でも良い。
【００５４】
　本形態の印刷装置１００は、原稿画像を読み取り、読み取られた画像データを画像処理
するスキャナ部２０１を具備する。又、ファクシミリ、ネットワーク接続機器、外部専用
装置と画像データなどを送受する外部Ｉ／Ｆ部２０２を具備する。又、スキャナ部２０１
及び外部Ｉ／Ｆ部２０２の何れかから受付けた複数の印刷対象となるジョブの画像データ
を記憶可能なハードディスク２０９を具備する。又、ハードィスク２０９に記憶された印
刷対象のジョブのデータの印刷処理を印刷媒体に対して実行するプリンタ部２０３を具備
する。又、本印刷装置１００は、本印刷システム１０００が具備するユーザインタフェー
ス部の一例に該当する、表示部を有する操作部２０４も、具備する。本印刷システム１０
００にて提供しているユーザインタフェース部の別の例としては、例えば、ＰＣ１０３や
１０４の外部装置の表示部及びキーボードやマウス等がこれに該当する。
【００５５】
　本印刷システム１０００が具備する制御部の一例に該当するコントローラ部（制御部、
或いは、ＣＰＵとも呼ぶ）２０５は、本印刷システム１０００が具備する各種ユニットの
処理や動作等を統括的に制御する。ＲＯＭ２０７には、後述するフローチャートの各種処
理等を実行する為のプログラムを含む本形態にて要する各種の制御プログラムが記憶され
ている。又、ＲＯＭ２０７には、図示しているユーザインタフェース画面（以下、ＵＩ画
面と呼ぶ）を含む、操作部２０４の表示部に各種のＵＩ画面を表示させる為の表示制御プ
ログラムも記憶されている。制御部２０５は、ＲＯＭ２０７のプログラムを読出実行する
ことで、本形態にて説明する各種の動作を本印刷装置により実行させる。外部Ｉ／Ｆ２０
２を介して外部装置（１０３や１０４等）から受信したＰＤＬ（ページ記述言語）コード
データを解釈し、ラスターイメージデータ（ビットマップ画像データ）に展開する動作を
実行する為のプログラム等もＲＯＭ２０７に記憶されている。これらは、ソフトウェアに
よって処理される。
【００５６】
　ＲＯＭ２０７は読み出し専用のメモリで、ブートシーケンスやフォント情報等のプログ
ラムや上記のプログラム等各種プログラムが予め記憶されている。ＲＡＭ２０８は読み出
し及び書き込み可能なメモリで、スキャナ部２０１や外部Ｉ／Ｆ２０２よりメモリコント
ローラ２０６（不図示）を介して送られてきた画像データや、各種プログラムや設定情報
を記憶する。
【００５７】
　ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）２０９は、圧縮伸張部２１０によって圧縮された画
像データを記憶する大容量の記憶装置である。当該ＨＤＤ２０９に、処理対象となるジョ
ブのプリントデータ等複数のデータを保持可能に構成されている。制御部２０５は、スキ
ャナ部２０１や外部Ｉ／Ｆ部２０２等の各種入力ユニットを介して入力された処理対象と
なるジョブのデータを、該ＨＤＤ２０９を介して、プリンタ部２０３でプリント可能に制
御する。又、外部Ｉ／Ｆ２０２を介して外部装置へ送信できるようにも制御する。このよ
うにＨＤＤ２０９に格納した処理対象のジョブのデータの各種の出力処理を実行可能に制
御部２０５により制御する。圧縮伸張部２１０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧
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縮方式によってＲＡＭ２０８、ＨＤＤ２０９に記憶されている画像データ等を圧縮・伸張
動作を行う。
【００５８】
　以上のような構成のもと、本印刷システムが具備する制御部の１例としての制御部２０
５が、図１の説明の如く、インラインタイプのシート処理装置２００の動作も制御する。
この説明も含む、本印刷システム１０００のメカ構成について、図３等でもって説明する
。
【００５９】
　［本システム１０００の装置構成（主にメカ構成）］
　次に、本印刷システム１０００の構成（主に、メカ構成）について、図３の装置構成説
明図でもって説明する。
【００６０】
　尚、上述したように、本印刷システム１０００は、複数台のインラインタイプのシート
処理装置を、印刷装置１００にカスケード接続可能に構成している。又、印刷装置１００
に接続可能なインラインタイプのシート処理装置は、特定の制限下のもと、本形態の効果
を向上させるべく、利用環境に合わせ、任意の台数設置可能に構成されている。
【００６１】
　故に、説明をより明瞭化すべく、図２や図３では、シート処理装置２００は、一連のシ
ート処理装置群として、Ｎ台接続可能であるものとしている。且つ、１台目のシート処理
装置から順に、シート処理装置２００ａ、２００ｂ、、、、、と示し、Ｎ台目のシート処
理装置として、シート処理装置２００ｎと示している。尚、図１～図３では、説明上、シ
ート処理装置２００の形状が、図のような形状となっているが、しかし、本来の概観は、
後述するような構成となっている。
【００６２】
　まず、これらインラインタイプのシート処理装置２００によるシート処理を実行する前
の工程に該当する印刷装置１００における印刷処理を実行する際の、メカ構成を説明する
。主に、図２のコントローラ部（以下制御部又はＣＰＵと呼ぶ）２０５が印刷装置１００
に実行させる、プリンタ部２０３の内部からシート処理装置２００の内部へ印刷処理がな
されたジョブのシートを供給する時点迄のペーパハンドリング動作等を説明する。
【００６３】
　図３に示す符号３０１～３２２のうち、３０１は、図２のスキャナ部２０１のメカ構成
に該当する。３０２～３２２が、図３のプリンタ部２０３のメカ構成に該当する。尚、本
形態では、１ＤタイプのカラーＭＦＰの構成について説明する。尚、４Ｄタイプのカラー
ＭＦＰ、白黒ＭＦＰも、本形態の印刷装置の一例であるが、ここでは説明を割愛する。
【００６４】
　図３の自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１は、原稿トレイの積載面にセットされた原稿
束を１頁目の原稿から、ページ順に、順番に分離して、スキャナ３０２によって原稿走査
するために原稿台ガラス上へ搬送する。スキャナ３０２は、原稿台ガラス上に搬送された
原稿の画像を読み取り、ＣＣＤによって画像データに変換する。回転多面鏡（ポリゴンミ
ラー等）３０３は、前記画像データに応じて変調された、例えばレーザ光などの光線を入
射させ、反射ミラーを介して反射走査光として感光ドラム３０４に照射する。感光ドラム
３０４上に前記レーザ光によって形成された潜像はトナーによって現像され、転写ドラム
３０５上に貼り付けられたシート材に対してトナー像を転写する。この一連の画像形成プ
ロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）のトナーに対
して順次実行することによりフルカラー画像が形成される。４回の画像形成プロセスの後
に、フルカラー画像形成された転写ドラム３０５上のシート材は、分離爪３０６によって
分離され、定着前搬送器３０７によって定着器３０８へ搬送される。
【００６５】
　定着器３０８は、ローラやベルトの組み合わせによって構成され、ハロゲンヒータなど
の熱源を内蔵し、トナー像が転写されたシート材上のトナーを、熱と圧力によって溶解、



(11) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

定着させる。排紙フラッパ３０９は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シート材の搬
送方向を規定する。排紙フラッパ３０９が図中時計回りの方向に揺動しているときには、
シート材は真直ぐに搬送され、排紙ローラ３１０によって機外へ排出される。一方、シー
ト材の両面に画像を形成する際には、排紙フラッパ３０９が図中反時計回りの方向に揺動
し、シート材は下方向に進路を変更され両面搬送部へと送り込まれる。両面搬送部は、反
転フラッパ３１１、反転ローラ３１２、反転ガイド３１３および両面トレイ３１４を具備
する。
【００６６】
　反転フラッパ３１１は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シート材の搬送方向を規
定する。制御部２０５は、両面印刷ジョブを処理する場合、プリンタ部２０３でシートの
第１面にプリント済みのシートを、反転フラッパ３１１を図中反時計回りの方向に揺動さ
せ、反転ローラ３１２を介して、反転ガイド３１３へと送り込むよう制御する。そして、
シート材後端が反転ローラ３１２に狭持された状態で反転ローラ３１２を一旦停止させ、
引き続き反転フラッパ３１１が図中時計回りの方向に揺動させる。且つ、反転ローラ３１
２を逆方向に回転させる。これにより、該シートスイッチバックして搬送させ、シートの
後端と先端が入れ替わった状態で、該シートを両面トレイ３１４へと導くよう制御する。
【００６７】
　両面トレイ３１４ではシート材を一旦積載し、その後、再給紙ローラ３１５によってシ
ート材は再びレジストローラ３１６へと送り込まれる。このときシート材は、１面目の転
写工程とは反対の面が感光ドラムと対向する側になって送られてきている。そして、先述
したプロセスと同様にして該シートの第２面に対して２面目の画像を形成させる。そして
、シート材の両面に画像が形成され、定着工程を経て排紙ローラ３１０を介して印刷装置
本体内部から機外へと該シートを排出させる。制御部２０５は、以上のような一連の両面
印刷シーケンスを実行することで、両面印刷対象のジョブのデータのシートの第１面と第
２面の各面に対する両面印刷を本印刷装置により実行可能にする。
【００６８】
　給紙搬送部は、印刷処理に要するシートを収納する給紙ユニットとしての給紙カセット
３１７、３１８（例えば、夫々５００枚のシートを収容可能）、ペーパーデッキ３１９（
例えば、５０００枚のシートを収納可能）、手差しトレイ３２０等がある。又、これら給
紙ユニットに収納されたシートを給送するユニットとして、給紙ローラ３２１、レジスト
ローラ３１６等がある。給紙カセット３１７、３１８、ペーパーデッキ３１９には、各種
のシートサイズで且つ各種のマテリアルのシートを、これらの各給紙ユニット毎に、区別
して、セット可能に構成されている。
【００６９】
　手差しトレイ３２０も、ＯＨＰ（Over Head Projector）シート等の特殊なシートを含
む各種の印刷媒体をセット可能に構成されている。給紙カセット３１７、３１８、ペーパ
ーデッキ３１９、手差しトレイ３２０には、それぞれに給紙ローラ３２１が設けられ１枚
単位でシートを連続的に給送可能に構成される。例えば、ピックアップローラによって積
載されたシート材が順次繰り出され、給紙ローラ３２１に対向して設けられる分離ローラ
によって重送が防止されてシート材は１枚ずつ搬送ガイドへと送り出される。ここで、分
離ローラには搬送方向とは逆方向に回転させる駆動力が図示しないトルクリミッタを介し
て入力されている。給紙ローラとの間に形成されるニップ部にシート材が１枚だけ進入し
ているときには、シート材に従動して搬送方向に回転する。
【００７０】
　一方、重送が発生している場合には搬送方向とは逆方向に回転することにより重送した
シート材が戻され、最上部の１枚だけが送り出されるようになっている。送り出されたシ
ート材は搬送ガイドの間を案内され、複数の搬送ローラによってレジストローラ３１６ま
で搬送される。このときレジストローラ３１６は停止しており、シート材の先端がレジス
トローラ３１６対で形成されるニップ部に突き当たり、シート材がループを形成し斜行が
補正される。その後、画像形成部において感光ドラム３０４上に形成されるトナー像のタ
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イミングに合わせて、レジストローラ３１６は回転を開始してシート材を搬送する。レジ
ストローラ３１６により送られたシート材は、吸着ローラ３２２によって転写ドラム３０
５表面に静電気的に吸着される。定着器３０８から排出されたシート材は、排出ローラ３
１０を介して、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ導入される。
【００７１】
　制御部２０５は、以上のような印刷プロセスを経て、印刷対象となるジョブを処理する
。
【００７２】
　制御部２０５は、ＵＩ部を介してユーザから受付た印刷実行要求に基き、データ発生源
からＨＤ２０９に記憶させた該ジョブの印刷データの印刷処理を、上記方法でもって、プ
リンタ部２０３により、実行させる。
【００７３】
　尚、例えば、印刷実行要求を操作部２０４から受付けたジョブのデータ発生源は、スキ
ャナ部２０１を意味する。又、印刷実行要求をホストコンピュータから受付けたジョブの
データ発生源は、当然ホストコンピュータである。
【００７４】
　又、制御部２０５は、処理対象のジョブの印刷データを、先頭ページから順番にＨＤ２
０９に記憶させ、且つ、先頭ページから順番にＨＤ２０９から該ジョブの印刷データを読
み出して、シート上に該印刷データの画像を形成させる。このような先頭ページ処理を遂
行する。且つ、制御部２０５は、先頭ページから順番に印刷されるシートを、画像面が下
向きで、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ供給させる。その為に、排紙ローラ
３１０によりシート処理装置２００内部へシートを導入する直前で、定着部３０８からの
シートの表裏を反転させる為のスイッチバック動作をユニット３０９、３１２等を用いて
実行させる。このような、先頭ページ処理に対処する為のペーパハンドリング制御も制御
部２０５は実行する。
【００７５】
　次に、本印刷システム１０００が印刷装置１００と共に具備するインラインタイプのシ
ート処理装置２００の構成について説明する。
【００７６】
　本形態のシステム１０００は、図３に示すが如く、印刷装置１００にカスケード接続可
能なインラインタイプのシート処理装置を合計ｎ台としている。この台数は、例えば、可
能な限り何台でも設置可能に構成しても良い。しかし、少なくとも、プリンタ部２０３に
より印刷がなされたシートをオペレータによる介入作業無しに機内のシート処理部へ供給
可能な構成のシート処理装置の利用を要する。換言すると、例えば、印刷装置１００が具
備する排紙ローラ３１０を経てプリンタ部２０３内部から排出される印刷媒体を機内で搬
送可能なシート搬送路（紙パス）を具備するシート処理装置の利用を要する。このような
制約事項は遵守するように構成されている。
【００７７】
　とはいうものの、本形態の効果を向上させる為の１つの仕組みとして、このような制約
事項を遵守した範囲内では、柔軟に本印刷システム１０００を構築可能に構成している。
【００７８】
　例えば、インラインタイプのシート処理装置を３台接続したり、５台接続したり、接続
数も任意とする。勿論、オフラインタイプのシート処理装置の利用効率を向上させるが故
に、インラインタイプのシート処理装置は不要と管理者が判断するようなＰＯＤ環境も想
定している。例えば、インラインタイプのシート処理装置を全く利用しない（即ち、０台
）場合でも、本形態の印刷装置１００は当然利用可能にする。
【００７９】
　又、例えば、複数台のインラインタイプのシート処理装置を印刷装置１００にカスケー
ド接続する場合に、それら複数台のシート処理装置の接続順番も、管理者等の特定ユーザ
により、制約の範囲内で、任意に、変更、決定可能に構成している。
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【００８０】
　但し、上記のような仕組みは、ユーザ利便性を向上させるための仕組みであるが故に、
必ずしも必須の構成要件としなくても良い。換言すると、例えば、本発明はこのような構
成に限定解釈されない。１例として、例えば、本印刷システム１０００にて利用可能なイ
ンラインタイプのシート処理装置の台数や、それらの装置の接続順序が、一律的に規定さ
れているようなシステム構成でも良い。少なくとも、後述する各種ジョブ制御の少なくと
も何れかを実行可能に構成されるならば、如何なるシステム構成でも装置構成でもあって
も、本発明に包含される。
【００８１】
　尚、本印刷システム１０００が、印刷装置１００に対して、如何様なシート処理を実行
可能な如何様なインラインタイプのシート処理装置を、如何様に、何台、接続できるのか
等は、後述する。
【００８２】
　［本システム１０００のＵＩ部の１例に該当する操作部２０４の構成］
　図４等を用いて、本システム１０００の印刷装置１００が具備する本システム１０００
におけるユーザインタフェース部（以下、ＵＩ部と呼ぶ）の一例に該当する操作部２０４
について説明する。
【００８３】
　操作部２０４は、ハードキーによるユーザ操作を受付け可能なキー入力部４０２、ソフ
トキー（表示キー）によるユーザ操作を受付可能な表示ユニットの一例としてのタッチパ
ネル部４０１を、有する。
【００８４】
　図５に示すように、キー入力部４０２は、操作部電源スイッチ５０１を具備する。該ス
イッチ５０１のユーザ操作に応答し、制御部２０５は、スタンバイモード（通常動作状態
）とスリープモード（ネットワーク印刷やファクシミリなどに備えて割り込み待ち状態で
プログラムを停止して、消費電力を抑えている状態）を選択的に切換るよう制御する。制
御部２０５は、該スイッチ５０１のユーザ操作を、システム全体の電源供給を行う主電源
スイッチ（不図示）がＯＮ状態にて、受付可能に制御する。
【００８５】
　スタートキー５０３は、処理対象となるジョブのコピー動作や送信動作等、ユーザによ
り指示された種類のジョブ処理を印刷装置に開始させる指示をユーザから受付可能にする
為のキーである。ストップキー５０２は、受付けたジョブの処理を印刷装置に中断させる
指示をユーザから受付可能にする為のキーである。テンキー５０６は、各種設定の置数の
設定をユーザにより実行可能にする為のキーである。クリアキー５０７は、キー５０６を
介してユーザにより設定された置数等の各種パラメータを解除するためのキーである。リ
セットキー５０４は、ユーザにより処理対象のジョブに対して設定された各種設定を全て
無効にし、且つ、設定値をデフォルト状態に戻す指示をユーザから受付る為のキーである
。ユーザモードキー５０５は、ユーザごとのシステム設定画面に移行するためのキーであ
る。
【００８６】
　次に、図６は、本印刷システムが提供するユーザインタフェースユニットの一例に相当
するタッチパネル部（以下、表示部とも呼ぶ）４０１を説明する図である。該タッチパネ
ル部４０１はＬＣＤ（Liquid Crystal Display：液晶表示部）とその上に貼られた透明電
極からなるタッチパネルディスプレイを有す。当該ユニット４０１は、操作者からの各種
設定を受付ける機能と操作者に情報を提示する機能を兼ね備える。例えば、ＬＣＤ上の有
効表示状態の表示キーに該当する個所がユーザにより押下されたのを検知すると、制御部
２０５は、ＲＯＭ２０７に予め記憶された表示制御プログラムに従い、該表示部４０１に
該キー操作に応じた操作画面を表示可能に制御する。尚、図６は、本印刷装置の状態がス
タンバイモード時（印刷装置により処理すべきジョブが無い状態）に表示部４０１に表示
させる初期画面の一例である。
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【００８７】
　図６に示す表示部４０１上のコピータブ６０１がユーザにより押下された場合、制御部
２０５は、本印刷装置が具備するコピー機能の操作画面を表示部４０１に表示させる。送
信タブ６０２がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本印刷装置が具備するフ
ァックスやＥ－ｍａｉｌ送信などデータ送信（Ｓｅｎｄ）機能の操作画面を表示部４０１
に表示させる。ボックスタブ６０３がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本
印刷装置が具備するボックス機能の操作画面を表示部４０１に表示させる。
【００８８】
　尚、ボックス機能とは、ＨＤＤ２０９に仮想的に予め設けているユーザ毎に区別して利
用可能な複数個のデータ記憶ボックス（以下、ボックスと呼ぶ）を用いた機能である。当
該機能にて、制御部２０５は、例えば、複数のボックスのうちのユーザが所望のボックス
を該ユーザによりユーザインタフェースユニットを介して選択可能にし、所望の操作をユ
ーザから受付可能に制御する。例えば、制御部２０５は、操作部２０４を介して入力され
たユーザからの指示に応答し、該ユーザにより選択されたボックスに対して、本印刷装置
のスキャナ部２０１から受付けたジョブの文書データを記憶可能にＨＤＤ２０９を制御す
る。又、外部Ｉ／Ｆ部２０２を介し受付た外部装置（例えばＰＣ１０３や１０４等）から
のジョブの文章データ等も、該外部装置のユーザインタフェース部を介して指定された該
外部装置のユーザ指示に従い、該ユーザが指定したボックスに、記憶可能にする。又、制
御部２０５は、ボックスに記憶されたジョブのデータを、操作部２０４からのユーザ指示
に従い、該ユーザが所望の出力形態で、例えば、プリンタ部２０３により印刷させたり、
該ユーザの所望の外部装置に送信可能に外部Ｉ／Ｆ部２０２を制御する。
【００８９】
　このよう各種のボックス操作をユーザにより実行可能にすべく、制御部２０５は、該ボ
ックスタブ６０３のユーザ押下に応答し、表示部４０１にボックス機能の操作画面を表示
可能に制御する。又、制御部２０５は、図６の表示部４０１の拡張タブ６０４がユーザに
より押下された場合、スキャナ設定など拡張機能を設定するため画面を表示部４０１に表
示させる。システムモニタキー６１７がユーザ押下された場合、ＭＦＰの状態や状況をユ
ーザに通知する為の表示画面を表示部４０１に表示させる。
【００９０】
　色選択設定キー６０５は、カラーコピー、白黒コピー、あるいは自動選択かを予めユー
ザにより選択可能にするための表示キーである。倍率設定キー６０８は、等倍、拡大、縮
小などの倍率設定をユーザにより実行可能にする設定画面を表示部４０１に表示させる為
のキーである。
【００９１】
　両面キー６１４がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、印刷対象となるジョ
ブのプリント処理にて片面印刷か両面印刷のどちらを実行させるかを該ユーザにより設定
可能にする画面を表示部４０１に表示させる。又、用紙選択キー６１５のユーザ押下に応
答し、制御部２０５は、印刷対象のジョブの印刷処理に要する給紙部やシートサイズやシ
ートタイプ（メディアタイプ）を該ユーザにより設定可能にする画面を表示部４０１に表
示させる。キー６１２のユーザ押下に応答し、制御部２０５は、文字モードや写真モード
など原稿画像に適した画像処理モードを該ユーザにより選択可能にする為の画面を表示部
４０１に表示させる。又、濃度設定キー６１１をユーザ操作することで、印刷対象となる
ジョブの出力画像の濃淡を調整可能にする。
【００９２】
　又、図６を参照し、制御部２０５は、表示部４０１のステータス表示欄６０６に、スタ
ンバイ状態、ウォームアップ中、プリント中、ジャム、エラー等、本印刷装置にて現在発
生中のイベントの動作状態をユーザに確認させる為の表示を実行させる。又、制御部２０
５は、処理対象となるジョブの印刷倍率をユーザに確認させる為の情報を、表示欄６０７
に、表示させる。又、処理対象となるジョブのシートサイズや給紙モードをユーザに確認
させる為の情報を、表示欄６１６に、表示させる。又、処理対象となるジョブの印刷部数
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をユーザに確認させる為の情報や、プリント動作中にて何枚目を印刷中かをユーザに確認
させる為の情報を、表示欄６１０に、表示させる。このように、制御部２０５は、ユーザ
に通知すべき各種情報を表示部４０１に表示させる。
【００９３】
　更に、制御部２０５は、割り込みキー６１３がユーザにより押下された場合、本印刷装
置により印刷中のジョブの印刷を停止させ、該ユーザのジョブの印刷を実行可能にする。
応用モードキー６１８が押下された場合、ページ連写、表紙・合紙設定、縮小レイアウト
、画像移動など様々な画像処理やレイアウトなどの設定を行う画面を表示部４０１に表示
させる。
【００９４】
　ここで、本形態の更なる着目点の１例について述べておく。
【００９５】
　制御部２０５は、処理対象となるジョブの為の設定として、本印刷システム１０００が
具備するインラインタイプのシート処理装置２００が具備するシート処理部によるシート
処理の実行要求をユーザから受付可能にする為の表示をＵＩ部により実行させる。この表
示を該ＵＩ部に実行させる為の指示自体をユーザから受付可能にする表示も該ＵＩ部によ
り実行させる。
【００９６】
　この１例として、例えば、制御部２０５は、表示部４０１に図６の表示キー（シート処
理設定キー６０９）を表示させる。このシート処理設定キー６０９がユーザ押下されたと
する。この場合、制御部２０５は、本システム１０００が具備するインラインタイプのシ
ート処理装置を用いて実行可能なシート処理の選択候補の中からユーザが所望のシート処
理をユーザ自身により特定可能にする表示を、表示部４０１に、実行させる。尚、この図
７の表示に例示する「シート処理設定キー６０９」のことを、図１９以降で例示では、「
フィニッシングキー」とも呼ぶ。即ち、同じ機能ボタンを意味する。故に、後述する説明
では、「シート処理」のことを「フィニッシィング」とも呼ぶ。又、「パンチ処理」に関
しても、ＰＯＤ環境では、様々なパンチ処理（印刷済みのシートに対する穿孔処理）を行
うニーズが想定される。
【００９７】
　そこで、図１９以降の例示では、複数種類のパンチ処理に該当する、「２穴パンチ（シ
ートの綴じ辺に該当するシート端部に２箇所穴をあける処理）「多穴パンチ（シートの端
部に３０穴等の多数の穴をあける処理）」を例示している。これらの処理は、上記構成に
対応すべく、図８Ａ～図１０Ｂに示す中綴じ製本機が具備するパンチユニットにより実行
可能にするものとする。換言すると、これ以外の装置やユニットを用いて、これらのパン
チ処理を実行可能に構成しても良い。但し、上記例示の如く、インラインフィニッシャの
定義に該当する装置を本システム１０００にて利用を許可し、これに該当しない装置は本
システム１０００での利用を禁ずるよう構成する。
【００９８】
　例えば、本例では、キー６０９がユーザにより押下された事に応答し、表示部４０１に
図７の表示を実行させる。制御部２０５は、図７の表示を介して、処理対象のジョブにて
印刷されたシートに対してインラインシート処理装置２００により実行すべきシート処理
の実行要求を受付可能に制御する。
【００９９】
　但し、制御部２０５は、図７の表示を介して選択可能なシート処理装置の候補は、本シ
ステム１０００が如何なるシート処理装置を具備するのか、その装備状況に応じて、決定
する。例えば、図７の表示では、プリンタ部２０３により印刷されたシートに対して以下
に列挙する複数種類のシート処理のうちの何れかの種類のシート処理の実行要求をユーザ
から受付けることを許可している。
【０１００】
　（１）　ステイプル処理
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　（２）　パンチ処理
　（３）　折り処理
　（４）　シフト排紙処理
　（５）　断裁処理
　（６）　中綴じ製本処理
　（７）　糊付け製本処理の１例に該当するくるみ製本処理
　（８）　糊付け製本処理の別例に該当する天糊製本処理
　（９）　大量積載処理
　図７のＵＩ制御例では、制御部２０５は、これら９種類のシート処理を選択候補となる
よう操作部２０４を制御している。この理由は、本印刷システム１０００が具備するイン
ラインタイプのシート処理装置を利用することで、これら９種類のシート処理を選択的に
実行可能であるからである。
【０１０１】
　換言すると、本システム１０００にて実行不可能な種類に該当するシート処理は、図７
の表示にて選択候補の対象外となるよう、ＵＩ部を制御する。例えば、くるみ製本処理及
び天糊製本処理を選択的に実行可能な１台のシート処理装置を本システム１０００が具備
していない場合、或いは、故障している場合等は、キー７０７及びキー７０８は選択無効
状態となるよう制御する。例えば、制御部２０５は、グレーアウト表示な網掛け表示を実
行させる。これにより、当該シート処理の実行要求をユーザから受付けないように制御す
る。更に、換言すると、上記９種類の候補以外の異なるシート処理を実行可能なシート処
理装置を本システム１０００が具備している場合は、そのシート処理の実行要求をユーザ
から受付可能にする為の表示キーを、図７の表示にて、有効表示状態にするよう制御する
。これにより、当該シート処理の実行要求をユーザから受付ける事を許可する。このよう
な表示制御も、本形態にて、後述するジョブ処理制御と共に実行可能に構成することで、
ユーザの誤操作を防止可能にしている。
【０１０２】
　又、このような制御を実行するうえで、制御部２０５は、如何なるシート処理装置が、
シート処理装置２００として、本システム１０００が具備しているかを特定するシステム
構成情報を獲得する。又、該シート処理装置２００にてエラーが発生しているか否か等を
特定するステータス情報等も、上記制御の際に利用する。これらの情報を、制御部２０５
は、例えば、ＵＩ部を介してユーザがマニュアル入力する事で獲得するか、シート処理装
置２００が印刷装置１００が接続された際に、装置自身が信号線を介して出力する信号に
基いて自動獲得する。このような構成を前提とし、制御部２０５は、当該獲得した情報に
基いた表示内容でもって、図７の表示を、表示部４０１に実行させる。
【０１０３】
　尚、本システム１０００は、ＰＣ１０３、１０４等の外部装置からも処理対象となるジ
ョブの印刷実行要求、及び、該ジョブにて要するシート処理の実行要求を受付可能に構成
している。このように外部装置からジョブを投入する場合は、印刷データの送信元となる
該外部装置の表示部に図７の表示と同等機能の表示を実行させるよう制御する。この１例
として、本例では、後述するような、プリンタドライバの設定画面を、ＰＣ１０３や１０
４のコンピュータの表示部に表示させている。但し、このように外部装置のＵＩに表示を
実行させる場合には、該装置の制御部が上記制御を実行する。例えば、ＰＣ１０３やＰＣ
１０４の表示部に後述するプリンタドライバＵＩ画面を表示させる場合には、制御の主体
は、該ＰＣのＣＰＵが実行する。
【０１０４】
　［本形態にて制御対象となる本印刷システム１０００の具体的システム構成例］
　本形態の特徴点の１例に関連し、本印刷システム１０００が、印刷装置１００に対して
、如何様なシート処理を実行可能な如何様なインラインタイプのシート処理装置を、如何
様に、何台、接続できるのか等のシステム構成に関し、図８Ａ、８Ｂ等を用いて説明する
。
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【０１０５】
　本形態は、図１～図３に示すシステム１０００として、例えば、図８Ａ、８Ｂのような
システム構成を構築可能に構成している。
【０１０６】
　図８Ａのシステム構成例は、本システム１０００が、大容量スタッカ、糊付け製本機、
中綴じ製本機、合計３台のインラインタイプのシート処理装置を、一連のシート処理装置
群２００として、具備している事を意味する。尚且つ、図８Ａの構成例は、本システム１
０００が具備する印刷装置１００に対して、大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本
機という、接続順序で、接続されている事を意味する。本システム１０００が具備する制
御部の１例に該当する制御部２０５は、図８Ａ、８Ｂのようなシステム構成からなる本印
刷システム１０００を統括的に制御する。
【０１０７】
　本例にて、大容量スタッカは、プリンタ部２０３からのシートを、大量枚数（例えば、
５０００枚）、積載可能なシート処理装置である。
【０１０８】
　又、本例の糊付け製本機は、プリンタ部２０３で印刷された１束分のシートを表紙をつ
けて製本するにあたりシートの糊付け処理を要するくるみ製本処理を実行可能なシート処
理装置である。又、表紙をつけずに糊付け製本するシート処理に該当する天糊製本処理も
該糊付け製本機により実行可能である。該糊付け製本機は、少なくとも、くるみ製本処理
を実行可能なシート処理装置であるが故に、くるみ製本機とも呼ぶ。
【０１０９】
　又、中綴じ製本機は、プリンタ部２０３からのシートに対して、ステイプル処理、パン
チ処理、断裁処理、シフト排紙、中綴じ製本処理、折り処理、を、選択的に実行可能なシ
ート処理装置である。
【０１１０】
　本形態では、制御部２０５が、これらのシート処理装置に関わる各種のシステム構成情
報を、各種制御に要する管理情報として、特定のメモリに登録させる。例えば、制御部２
０５は、本システム１０００が図８Ａのようなシステム構成である場合、以下に列挙する
情報を、ＨＤＤ２０９に登録させておく。
【０１１１】
　（情報１）　本システム１０００はインラインタイプのシート処理装置を具備している
事を制御部２０５により確認可能にする為の装置有無情報。このように、本システム１０
００がインラインタイプのシート処理装置を具備しているか否かを制御部により特定可能
にする情報がこれに該当する。
【０１１２】
　（情報２）　本システム１０００は、インラインタイプのシート処理装置２００を３台
具備している事を制御部２０５により確認可能にする為のインラインシート処理装置の台
数情報。このように、本システム１０００が具備するインラインタイプのシート処理装置
の台数を制御部により特定可能にする情報がこれに該当する。
【０１１３】
　（情報３）　大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本機を、本システム１０００が
具備している事を制御部２０５により特定可能にするインラインシート処理装置の種類情
報。このように、本システム１０００にて具備するインラインシート処理装置の種類を制
御部により確認可能にする情報がこれに該当する。
【０１１４】
　（情報４）　上記３台のうち、１台は、プリンタ部２０３からのシートの積載処理を実
行可能な大容量スタッカである事を制御部２０５により確認可能にする情報。うち１台は
、プリンタ部２０３からのシートの糊付け製本処理（くるみ製本処理、及び／又は、天糊
製本処理）を実行可能な糊付け製本装置ある事を制御部２０５により確認可能にする装置
能力情報。うち１台は、プリンタ部２０３からのシートに対して、ステイプル、パンチ、
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断裁、シフト排紙、中綴じ製本処理、折り処理、が、選択的に実行可能な中綴じ製本装置
である事を制御部２０５により確認可能にする情報。換言すると、本システムにて実行可
能なシート処理は、ステイプル、パンチ、断裁、シフト排紙、中綴じ製本、折り、くるみ
製本、天糊製本、大量積載の、合計９種類である事を制御部２０５により特定可能にする
為の情報。このように、本システム１０００のインラインタイプのシート処理装置にて実
行可能なシート処理の能力情報を制御部により確認可能にする為の情報が、これに該当す
る。
【０１１５】
　（情報５）　上記３台のシート処理装置は、印刷装置１００に対して、大容量スタッカ
、糊付け製本機、中綴じ製本機、の順序で、カスケード接続されている事を制御部２０５
により確認可能にする為の情報。このように、複数台のインラインフィニッシャが接続さ
れている場合に、これらシート処理装置の本システムにおける接続順序情報が、これに該
当する。
【０１１６】
　以上の（情報１）～（情報５）で示すが如くの、各種情報を、制御部２０５が各種制御
にて要するシステム構成情報として、ＨＤ２０９に登録する。且つ、制御部２０５は、こ
の情報を後述するジョブ制御にて要する判断材料情報として、利用する。
【０１１７】
　以上の構成を前提とし、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成状況が、図８
Ａのようなシステム構成であるとする。このシステム構成にて制御部２０５が、どのよう
な制御を実行するか、以下に例示する。
【０１１８】
　例えば、本システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合、上記９種類の
シート処理を本システムにて全て実行可能である。この事実は、制御部２０５が、上記（
情報１）～（情報５）の判断材料に基いて、認識する。且つ、当該認識結果に基いて、制
御部２０５が、図７の表示に示す合計９種類のシート処理を全て選択候補にするようＵＩ
部を制御する。且つ、該制御部２０５は以下のようなユーザ操作に応答した制御を実行す
る。
【０１１９】
　例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０１のユーザ押
下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にステイプル処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートに対するステイプル処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当
する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２０】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０２のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にパンチ処理（シートの穴あけ処
理）の実行要求をユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応
答し、該ジョブにて印刷処理がなされたシートに対するパンチ処理を、図８Ａのシート処
理装置２００ｃに該当する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２１】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０３のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に断裁処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートの断裁処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製
本装置により実行させる。
【０１２２】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０４のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に断裁処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
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理がなされたシートの断裁処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製
本装置により実行させる。
【０１２３】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０５のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に中綴じ製本処理の実行要求をユ
ーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて
印刷処理がなされたシートの中綴じ製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｃに該当
する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２４】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０６のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に折り処理の実行要求をユーザか
ら受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印刷処
理がなされたシートの折り処理（例えば、Ｚ折りと呼ばれるシート処理）を、図８Ａのシ
ート処理装置２００ｃに該当する中綴じ製本装置により実行させる。
【０１２５】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０７のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為にくるみ製本処理の実行要求をユ
ーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて
印刷処理がなされたシートのくるみ製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｂに該当
する糊付け製本機により実行させる。
【０１２６】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０８のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に天糊製本処理の実行要求をユー
ザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印
刷処理がなされたシートの天糊製本処理を、図８Ａのシート処理装置２００ｂに該当する
糊付け製本機により実行させる。
【０１２７】
　一方、例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図７の表示におけるキー７０９のユ
ーザ押下により、該ＵＩ部を介して処理対象ジョブの為に大量積載処理の実行要求をユー
ザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、当該要求に応答し、該ジョブにて印
刷処理がなされたシートの大量積載処理を、図８Ａのシート処理装置２００ａに該当する
大容量スタッカにより実行させる。
【０１２８】
　以上の如く、制御部２０５は、本システム１０００が具備するシート処理装置にて実行
可能な種類のシート処理に対応する選択候補の中からユーザが所望の種類のシート処理の
実行要求を、ＵＩ部を介して、印刷実行要求と共に、受付可能に制御する。且つ、本形態
で提供するＵＩ部を介して処理対象となるジョブの印刷実行要求をユーザから受付け事に
応答し、該ジョブにて要する印刷処理をプリンタ部２０３により実行させる。且つ、その
プリント処理がなされた該ジョブのシートに対して該ジョブにて要するシート処理を本シ
ステム１０００のシート処理装置により実行させる。
【０１２９】
　尚且つ、本形態の特徴点の１例として、制御部２０５は、以下のような制御も本システ
ム１０００にて実行する。
【０１３０】
　例えば、システム１０００が図８Ａのようなシステム構成であるとする。換言すると、
印刷システム１０００が、印刷装置１００→大容量スタッカ→糊付け製本機→中綴じ製本
機の順で接続されているとする。この場合のシステム構成内部の状況は、図８Ｂに示すよ
うな構成になる。
【０１３１】
　図８Ｂは、印刷システム１０００の構成が図８Ａのシステム構成の場合における印刷シ
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ステム１０００全体の装置断面図を示している。且つ、図８Ｂの装置構成は、図８Ａの装
置構成に対応している。
【０１３２】
　図８Ｂでは、システム１０００全体の装置断面図を示している。且つ、図８Ｂの装置構
成は、図８Ａの装置構成に対応している。
【０１３３】
　図８Ｂの装置内部構成からも明らかなように、印刷装置１００のプリンタ部２０３で印
刷されたシートは、各シート処理装置の内部へと供給可能に構成されている。具体的には
、図８Ｂに示すが如く、各シート処理装置は、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、Ｃ点を介し
て、シートを搬送可能な、シート搬送路を、夫々、具備する構成である。
【０１３４】
　且つ、図８Ｂのシート処理装置２００ａや２００ｂ等、各インラインタイプのシート処
理装置は、自装置にて実行可能なシート処理が処理対象となるジョブにて必要でなくても
、自装置よりも前に接続されている前段の装置からシートを受取る機能を具備する。且つ
、該前段装置から受取ったシートを、自装置よりも後ろ接続されている後段の装置へと渡
す機能を具備する。
【０１３５】
　このように、本形態の印刷システム１０００は、処理対象のジョブにて要するシート処
理とは異なるシート処理を実行するシート処理装置が前段の装置から後段の装置へと処理
対象となるジョブのシートを搬送する機能を具備する。この構成も、本形態の特徴点の１
例である。
【０１３６】
　以上が如くのシステム構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂ
に示すシステム構成である場合、上記のような方法でＵＩ部を介して印刷実行要求がユー
ザからなされたジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を当該システム１
０００の為に実行する。ここでは、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂに示すシステ
ム構成である事を条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御例として、
図８Ｂの（ケース１）と称する制御例、及び、図８Ｂの（ケース２）と称する制御例、及
び、図８Ｂの（ケース３）と称する制御例、を、それぞれ、順番に説明する。
【０１３７】
　まず、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図８Ｂの（ケー
ス１）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂの
システム構成である場合において、ユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブ
が、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要するジョブであ
るとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【０１３８】
　このスタッカジョブを、システム１０００が図８Ａ、８Ｂに示すシステム構成である場
合において当該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制
御部２０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点を通
過させて、大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量スタッカに
よるシート処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置（例えば
、図８Ｂのシステムにおける、該大容量スタッカの後段に位置する、インラインフィニッ
シャ）へ搬送させずに、そのまま、図８Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｘにて、保
持させる。
【０１３９】
　この図８Ｂの排紙先Ｘにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの個
所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図８Ｂ
のシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョブの
印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
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【０１４０】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１４１】
　次に、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図８Ｂの（ケー
ス２）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂの
システム構成である場合において、ユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブ
が、印刷処理を経て糊付け製本機によるシート処理（ｅxくるみ製本処理、又は、天糊製
本処理）を要するジョブであるとする。ここではこのジョブを「糊付け製本ジョブ」と呼
ぶ。
【０１４２】
　この糊付け製本ジョブを、システム１０００が図８Ａ、８Ｂに示すシステム構成である
場合において当該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、
制御部２０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点及
びＢ点を通過させて、糊付け製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この糊付け製
本機によるシート処理（exくるみ製本処理、又は、天糊製本処理）がなされた糊付け製本
ジョブの印刷結果を、他装置（例えば、図８Ｂのシステムにおける、該糊付け製本機の後
段に位置する、インラインフィニッシャ）へ搬送させずに、そのまま、図８Ｂに示す糊付
け製本装置内部の排紙先Ｙにて、保持させる。
【０１４３】
　この図８Ｂの排紙先Ｙにホールドされた糊付け製本ジョブの印刷物は、この排紙先Ｙの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図８
Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該糊付け製本ジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１４４】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０１４５】
　次に、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図８Ｂの（ケー
ス３）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００の構成が図８Ａ、８Ｂに
示すシステム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョ
ブが、印刷処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理（例えば、中綴じ製本、又は、パ
ンチ処理、又は、断裁処理、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理）を要するジョブで
あるとする。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。
【０１４６】
　この中綴じ製本ジョブを、システム１０００が図８Ａ、８Ｂに示すシステム構成である
場合において当該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、
制御部２０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図８ＢのＡ点及
びＢ点及びＣ点を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この
中綴じ製本機による上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ
搬送させずに、そのまま、図８Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｚにて、保持させる。
【０１４７】
　尚、図８Ｂの排紙先Ｚは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよう
に、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理毎
に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０１４８】
　以上の、本印刷システム１０００が図８Ａ、８Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図８Ｂの（ケース３）の制御例に該当する。
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【０１４９】
　以上の如く、本形態の制御部の一例に該当する制御部２０５は、ＨＤ２０９に記憶され
た本システム１０００のシステム構成情報に基いたペーパハンドリング制御も、実行する
。
【０１５０】
　尚、このシステム構成情報に該当する情報は、インラインフィニッシャを具備している
か否かの情報、インラインフィニッシャを具備している場合の、その装置の台数の情報、
その装置の能力情報である。又、複数台のインラインフィニッシャを具備する場合には、
それらの接続順序情報も、これに該当する。
【０１５１】
　図１～図３、図８Ａ、８Ｂ等で説明したように、本形態の印刷システム１０００は、印
刷装置１００に対して、複数台のインラインタイプのシート処理装置を接続可能に構成し
ている。且つ、図８Ａ、８Ｂ及び後述する図９Ａ、９Ｂや図１０Ａ、１０Ｂを対比参照し
ても明白なように、これら複数台のインラインタイプのシート処理装置は、それぞれ独立
に接続したり、外したり、自由な組合せで、印刷装置１００に対して、取付可能に構成し
ている。また、これら複数台のインラインタイプのシート処理装置の接続順序も、物理的
に接続できれば、自由に組み合わせることができる。但し、本形態では、これらのシステ
ムに構成に関し、制約事項も設けている。
【０１５２】
　例えば、本システム１０００にてインラインタイプのシート処理装置として利用を許可
する装置は、以下の構成要件を具備する装置としている。
【０１５３】
　自装置にて実行可能なシート処理を要するジョブのシートに対するシート処理を自装置
自身で実行可能であり、且つ、自装置自身によるシート処理を要さないジョブのシートを
前段の装置から受け取り後段装置へ渡すシート搬送機能を具備するシート処理装置。例え
ば、本例では、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示す、大容量スタ
ッカ及び糊付け製本機が、これに該当する。
【０１５４】
　尚且つ、本形態では、上記構成に該当しないシート処理装置も、インラインタイプのシ
ート処理装置として本システム１０００にて利用を許可している。例えば、以下の要件を
満たす装置がこれに該当する。
【０１５５】
　自装置にて実行可能なシート処理を要するジョブのシートに対するシート処理を自装置
自身で実行可能である反面、自装置自身によるシート処理を要さないジョブのシートを前
段の装置から受け取り後段の装置へ渡すシート搬送機能を具備しない、シート処理装置。
例えば、本例では、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂや図１０Ａ、１０Ｂのシステム
構成で示す、中綴じ製本機が、これに該当する。但し、このような装置に対しては制約事
項を設けている。
【０１５６】
　例えば、上記の如く、後段装置へのシート搬送機能が無い構成のインラインフィニッシ
ャ（例えば図８Ａ、８Ｂの中綴じ製本機）を本印刷システム１０００にて利用する場合に
は、この装置の利用台数を１台のみとする。但し、これ以外のタイプのインラインフィニ
ッシャを同時に利用することは許可する。
【０１５７】
　例えば、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示すが如く、大容量ス
タッカや糊付け製本機を、中綴じ製本機と併用して利用することは許可する。但し、この
ように、複数台のシート処理装置をカスケード接続して利用する場合、上記後段装置への
シート搬送機能を具備しないインラインタイプのシート処理装置は、シート搬送方向最下
流に位置するように設置させる。
【０１５８】
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　例えば、図８Ａ、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成で示すが如く、中綴じ製
本機は、システム１０００にて１番最後に接続するように構成する。換言すると、図８Ａ
、８Ｂや後述する図９Ａ、９Ｂのシステム構成とは異なるシステム構成として、大容量ス
タッカと糊付け製本機との間に上記中綴じ製本機を接続するように本システムにて構成す
る事は禁止する。
【０１５９】
　以上のような制約事項を遵守した範囲内での運用を行うよう本システムが具備する制御
部は本システム１０００を統括的に制御する。
【０１６０】
　この１例として、例えば、制御部２０５は、上記制約に違反するような接続順序でイン
ラインタイプのシート処理装置が接続された場合には、ＵＩ部に警告表示を実行させる。
又、例えば、上述した構成が如く、複数台のシート処理装置の接続順番をＵＩ部を介して
ユーザ自身により入力させる構成の場合に、制御部２０５は、上記制約に違反するような
ユーザ設定は無効にするよう制御する。例えば、不適正な接続の設定を阻止するべくグレ
ーアウト表示や網掛け表示を実行させる。
【０１６１】
　以上のような構成を採用することで、本形態のような構成を採用する場合にて、ユーザ
誤操作や装置誤動作等の発生を未然防止できる。即ち、本形態で述べている効果が更に向
上する。
【０１６２】
　このような構成を前提とし、本形態では、上記制約事項を遵守する範囲内において、本
システム１０００のシステム構成を柔軟に構築可能に構成する。
【０１６３】
　例えば、インラインタイプのシート処理装置の接続順序や接続台数を、上記制約事項を
遵守した範囲内で、ＰＯＤシステム１００００のオペレータにより任意に決定変更可能に
構成する。且つ、本システム１０００は、当該システム構成状況に応じた制御を実行する
。この一例を以下に示す。
【０１６４】
　例えば、図８Ａのシステム構成における複数台のインラインタイプのシート処理装置の
接続順序を変更したシステム構成の１例として、図９Ａのようなシステム構成も構築可能
に本印刷システム１０００を構成している。
【０１６５】
　図９Ａのシステム構成は、図８Ａのシステム構成と比較して、本システム１０００が具
備する複数台のインラインシート処理装置の接続順序が異なる。具体的には、印刷システ
ム１０００が、印刷装置１００→糊付け製本機→大容量スタッカ→中綴じ製本機の順で接
続されている。この場合のシステム構成内部の状況は、図９Ｂに示すような構成になる。
【０１６６】
　図９Ｂは、印刷システム１０００の構成が図９Ａのシステム構成の場合における印刷シ
ステム１０００全体の装置断面図を示す。且つ、図９Ｂのシステム構成は、図９Ａのシス
テム構成の内部構成に対応している。
【０１６７】
　図９Ｂのシステム内部構成も、先のシステム構成例と同様に、印刷装置１００のプリン
タ部２０３で印刷されたシートを、各シート処理装置内部へ供給可能に構成されている。
具体的には、図９Ｂに示すが如く、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、Ｃ点を介して、プリン
タ部２０３からのシートを搬送可能なシート搬送路を具備する。
【０１６８】
　しかも、図９Ａ、９Ｂのシステム構成も、上記制限事項を遵守したシステム構成となっ
ている。例えば、上述したように、中綴じ製本機は、シート搬送方向最下流になるよう、
各シート処理装置を本印刷装置１００にカスケード接続している。
【０１６９】
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　以上の構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００のシステム構成状況が、図９Ａ
、９Ｂに示すシステム構成である場合、上記のような方法でＵＩ部を介して印刷実行要求
がユーザからなされたジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を実行する
。ここでは、システム１０００の構成が図９Ａ、９Ｂに示すシステム構成である事を条件
に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御例として、図９Ｂの（ケース１）
と称する制御例、及び、図９Ｂの（ケース２）と称する制御例、及び、図９Ｂの（ケース
３）と称する制御例、を、それぞれ、順番に説明する。
【０１７０】
　まず、システム１０００の構成が図９Ａ、９Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図９Ｂの（ケー
ス１）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００の構成が図９Ａ、９Ｂに
示すシステム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョ
ブが、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要するジョブで
あるとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【０１７１】
　このスタッカジョブを、システム１０００が図９Ａ、９Ｂに示すシステム構成である場
合において当該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制
御部２０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点及び
Ｂ点を通過させて、大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量ス
タッカによるシート処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置
（例えば、図９Ｂのシステムにおける、該大容量スタッカの後段に位置する、インライン
フィニッシャ）へ搬送させずに、そのまま、図９Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｙ
にて、保持させる。
【０１７２】
　この図９Ｂの排紙先Ｙにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｙの個
所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図９Ｂ
のシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョブの
印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１７３】
　以上の、本印刷システム１０００が図９のシステム構成である場合にて制御部２０５に
より実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１７４】
　次に、システム１０００の構成が図９Ａ、９Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図９Ｂの（ケー
ス２）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステ
ム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブが、印刷
処理を経て糊付け製本機によるシート処理（例えば、くるみ製本処理、又は、天糊製本処
理）を要するジョブであるとする。ここではこのジョブを「糊付け製本ジョブ」と呼ぶ。
【０１７５】
　この糊付け製本ジョブを、システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合
にて該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制御部２０
５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点を通過させて
、糊付け製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この糊付け製本機によるシート処
理（exくるみ製本処理、又は、天糊製本処理）がなされた糊付け製本ジョブの印刷結果を
、他装置（例えば、図９Ｂのシステムにおける、該糊付け製本機の後段に位置する、イン
ラインフィニッシャ）へ搬送させずに、そのまま、図９Ｂに示す糊付け製本装置内部の排
紙先Ｘにて、保持させる。
【０１７６】
　この図９Ｂの排紙先Ｘにホールドされた糊付け製本ジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図９
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Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｚにシートを搬送して、該個所から該糊付け製本ジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１７７】
　以上の、本印刷システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０１７８】
　次に、システム１０００の構成が図９Ａ、９Ｂに例示するシステム構成に該当する事を
条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図９Ｂの（ケー
ス３）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステ
ム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブが、印刷
処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理（例えば、中綴じ製本、又は、パンチ処理、
又は、断裁処理、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理）を要するジョブであるとする
。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。
【０１７９】
　この中綴じ製本ジョブを、システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合
にて該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制御部２０
５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図９ＢのＡ点及びＢ点及び
Ｃ点を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この中綴じ製本
機による上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ搬送させず
に、そのまま、図９Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｚにて、保持させる。
【０１８０】
　尚、図９Ｂの排紙先Ｚは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよう
に、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理毎
に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０１８１】
　以上の、本印刷システム１０００が図９Ａ、９Ｂのシステム構成である場合にて制御部
２０５により実行する一連の制御が、図９Ｂの（ケース３）の制御例に該当する。
【０１８２】
　以上の図８Ａ、８Ｂ、図９Ａ、９Ｂに例示した如く、本印刷システム１０００は、イン
ラインシート処理装置として利用を許可する複数台のシート処理装置の接続順序を、上記
制約事項の範囲内で、柔軟に、組換え変更可能に構成している。このように、本形態で上
述する効果を最大限に発揮する為の仕組みを多数盛り込んでいる。
【０１８３】
　この観点で、本形態では、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂのようなシステム構成以外の構
成も、本システム１０００にて、適宜、構築可能に構成している。この一例を以下に説明
する。
【０１８４】
　例えば、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂのシステム構成では、インラインタイプのシート
処理装置を３台具備するシステム構成を説明した。本形態では、インラインタイプのシー
ト処理装置の台数を上記のような制約事項を遵守した範囲内で任意にユーザが決定可能に
構成している。
【０１８５】
　この１例として、図１０Ａのようなシステム構成も構築可能に本印刷システム１０００
を構成している。
【０１８６】
　図１０Ａのシステム構成は、図８Ａや図９Ａのシステム構成とはシート処理装置の接続
台数が異なる。具体的には、印刷システム１０００が、印刷装置１００→大容量スタッカ
→中綴じ製本機の順序で、２台接続されている。この場合のシステム構成内部の状況は、
図１０Ｂに示すような構成になる。
【０１８７】
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　図１０Ｂは、印刷システム１０００の構成が図１０Ａのシステム構成の場合における印
刷システム１０００全体のシステム構成断面図を示す。且つ、図１０Ｂの装置構成は、図
１０Ａの装置構成に対応している。
【０１８８】
　図１０Ｂの装置内部構成も、先のシステム構成例と同様に、印刷装置１００のプリンタ
部２０３で印刷されたシートを、各シート処理装置内部へ供給可能に構成されている。具
体的には、図１０Ｂに示すが如く、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、を介して、シートを搬
送可能な、シート搬送路を、具備する。しかも、上記制限事項を遵守したシステム構成と
なっている。例えば、上述したように、中綴じ製本機は、シート搬送方向最下流になるよ
う、各シート処理装置を接続している。
【０１８９】
　このような構成を前提とし、例えば、印刷システム１０００のシステム構成状況が、図
１０Ａ、１０Ｂに示すシステム構成である場合、上記のような方法でＵＩ部を介して印刷
実行要求がユーザからなされたジョブに対して、制御部２０５は、以下に例示する制御を
実行する。ここでは、システム１０００の構成が図１０Ａ、１０Ｂに示すシステム構成で
ある事を条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御例として、図１０Ｂ
の（ケース１）と称する制御例、及び、図１０Ｂの（ケース２）と称する制御例、及び、
図１０Ｂの（禁則制御）と称する制御例、を、それぞれ、順番に説明する。
【０１９０】
　まず、システム１０００の構成が図１０Ａ、１０Ｂに例示するシステム構成に該当する
事を条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図１０Ｂの
（ケース１）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００が図１０Ａ、１０
Ｂのシステム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョ
ブが、印刷処理を経て大容量スタッカによるシート処理（ex積載処理）を要するジョブで
あるとする。ここでは、このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【０１９１】
　このスタッカジョブを、システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である場
合にて該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制御部２
０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図１０ＢのＡ点を通過さ
せて、大容量スタッカによるシート処理を実行させる。且つ、この大容量スタッカによる
シート処理（ex積載処理）がなされたスタッカジョブの印刷結果を、他装置（例えば、図
１０Ｂのシステムにおける、該大容量スタッカの後段に位置する、インラインフィニッシ
ャ）へ搬送させずに、そのまま、図１０Ｂに示す大容量スタッカ内部の排紙先Ｘにて、保
持させる。
【０１９２】
　この図１０Ｂの排紙先Ｘにホールドされたスタッカジョブの印刷物は、この排紙先Ｘの
個所から直接、オペレータにより取出可能に構成している。換言すると、わざわざ、図１
０Ｂのシート搬送方向最下流の排紙先Ｙにシートを搬送して、該個所から該スタッカジョ
ブの印刷物を取出すといった、一連の装置動作やオペレータ操作を、不要に構成する。
【０１９３】
　以上の、本印刷システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である場合にて制
御部２０５により実行する一連の制御が、図１０Ｂの（ケース１）の制御例に該当する。
【０１９４】
　次に、システム１０００の構成が図１０Ａ、１０Ｂに例示するシステム構成に該当する
事を条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御に該当する、図１０Ｂの
（ケース２）の制御例について、説明する。例えば、システム１０００が図１０Ａ、１０
Ｂのシステム構成である場合においてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョ
ブが、印刷処理を経て中綴じ製本処理によるシート処理（例えば、中綴じ製本、又は、パ
ンチ処理、又は、断裁処理、又は、シフト排紙処理、又は、折り処理）を要するジョブで
あるとする。ここでは、このジョブを「中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。
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【０１９５】
　この中綴じ製本ジョブを、システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である
場合にて該システム１０００にて処理するケースを説明する。このケースの場合、制御部
２０５は、印刷装置１００で印刷がなされた該ジョブのシートを、図１０ＢのＡ点及びＢ
点を通過させて、中綴じ製本機によるシート処理を実行させる。且つ、この中綴じ製本機
による上記シート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷結果を、他装置へ搬送させずに
、そのまま、図１０Ｂに示す中綴じ製本装置の排紙先Ｙにて、保持させる。
【０１９６】
　尚、図１０Ｂの排紙先Ｙは複数の排紙先候補がある。これは、後述の図１３の説明のよ
うに、本形態の中綴じ製本機は、複数種類のシート処理を実行可能であり、各シート処理
毎に排紙先を異ならせる構成である事に起因する。
【０１９７】
　以上の、本印刷システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成である場合にて制
御部２０５により実行する一連の制御が、図１０Ｂの（ケース２）の制御例に該当する。
【０１９８】
　但し、制御部２０５は、図１０Ａ、１０Ｂのシステム構成の場合は、糊付け製本機が実
行可能なシート処理（ｅxくるみ製本処理or天糊製本処理）の実行要求をユーザから受付
ける事を禁止する。この制御が、システム１０００の構成が図１０Ａ、１０Ｂに例示する
システム構成に該当する事を条件に制御部２０５がシステム１０００の為に実行する制御
に該当する、図１０Ｂの（禁則制御）である。この１０Ｂの（禁則制御）の更なる詳細な
具体例を以下に例示する。
【０１９９】
　例えば、本印刷システムが図１０Ａ、１０Ｂのようなシステム構成状況である場合にお
いて、図７の表示をＵＩ部に実行させる際には、表示キー７０７及び表示キー７０８の網
掛け表示やグレーアウト表示になるよう制御部２０５によりＵＩ部を制御する。換言する
と、制御部２０５は、該キー７０７、７０８のユーザ操作を無効状態にする。
【０２００】
　以上の如く、本システム１０００が図１０Ａ、１０Ｂのようなシステム構成である場合
には、制御部２０５は、糊付け製本処理を本システム１０００にて実行する事を禁止する
。
【０２０１】
　この、本印刷システム１０００が図１０のシステム構成である場合にて制御部２０５に
より実行する制御が、図１０Ｂの（禁則制御）に該当する。
【０２０２】
　以上の説明の如く、制御部２０５は、本印刷システム１０００が具備するインラインタ
イプのシート処理装置の接続台数に応じた各種制御を実行する。換言すると、システム１
０００にて実行可能なシート処理の種類に応じた各種制御を実行する。
【０２０３】
　以上、図８Ａ～図１０Ｂ等の説明からも明らかなように、本印刷システム１０００が具
備する制御部は、本システム１０００のシステム構成状況（インラインシート処理装置の
接続台数や接続順序）毎に対応した各種制御を本システム１０００にて実行する。
【０２０４】
　尚、何故、本形態にて本印刷システム１０００にてインラインシート処理装置の接続順
序や台数をユーザニーズに対応するよう柔軟に構築変更可能に構成しているか、この理由
の１例を述べる。これは、全てユーザメリットを考慮しているからである。
【０２０５】
　例えば、まず、なぜ、本システム１０００にて利用を許可するインラインタイプのシー
ト処理装置は、各々、独立筐体で且つ印刷装置に対して着脱可能に構成しているかの理由
を述べる。
【０２０６】
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　この理由の１例としては、例えば、本システム１０００の納品先となるＰＯＤ業者とし
て、くるみ製本処理は必要ないが大容量積載処理は行いたい等の要望をもった業者等の存
在に配慮した仕組みである。
【０２０７】
　換言すると、例えば、本システムの利用環境を想定してみると、上記９種類のシート処
理の全てをインラインシート処理装置で実現したい等のニーズが予想される。一方、特定
のシート処理のみインラインシート処理装置で実現した等のニーズも可能性としてはある
。このように、納品先となる各ＰＯＤ業者毎にニーズも千差万別である事に対処する仕組
みを提供する為である。
【０２０８】
　又、なぜ、本システム１０００にて利用を許可するインラインタイプのシート処理装置
の接続順序を上記制約事項の範囲内で任意に変更、組替えを、可能に構成しているかの理
由を述べる。この理由は、なぜ、図８Ａ、８Ｂや図９Ａ、９Ｂに示すが如く、各インライ
ンシート処理装置毎に印刷物をオペレータにより取出可能な排紙先を設けているのかの理
由でもある。
【０２０９】
　この理由の一例としては、本印刷システム１０００にて要求される複数のシート処理の
利用頻度に応じて柔軟にシステムを構築可能にする方が、本システム１０００の利用者の
利便性が向上すると考えるからである。
【０２１０】
　例えば、図１のＰＯＤシステム１００００を保有するＰＯＤ業者では、顧客より依頼さ
れる印刷形態のニーズが、ユーザマニュアルやガイドブック等、くるみ製本処理を要する
印刷ジョブが比較的多い傾向にあるとする。このような利用環境の場合、図８Ａ、８Ｂの
ような接続順序でシステム１０００を構築するよりも、図９Ａ、９Ｂのような接続順序で
システム１０００を構築する方が利便性がある。
【０２１１】
　換言すると、印刷装置１００に対して、より近い個所に、糊付け製本機を接続した方が
使い勝手が良い。これは、くるみ製本ジョブにて要するくるみ製本処理を実行する為に必
要な装置内部におけるシートの搬送距離を短い方が効果的である事に起因する。
【０２１２】
　例えば、シート搬送距離がながければ長いほど、そのジョブの最終成果物である印刷物
の完成に要する時間が長くなる。又、シート搬送距離が長ければ長いほど、シート搬送動
作中における装置内部でのジャム発生率が、高くなる可能性が予想される。このような理
由によるものである。
【０２１３】
　即ち、くるみ製本ジョブがユーザニーズとして多いようなＰＯＤ業者の場合には、図８
Ａ、８Ｂのシステム構成よりも図９Ａ、９Ｂのシステム構成を採用する方が、くるみ製本
ジョブの印刷物を作成するうえで必要なシート搬送距離が短くなる。且つ、迅速に印刷物
を取出すことが出来る。
【０２１４】
　換言すると、例えば、上記業者とは別のＰＯＤ業者では、シートの大量積載を要するジ
ョブの方が多い傾向にあるとする。この場合には、図９Ａ、９Ｂのシステム構成よりも図
８Ａ、８Ｂのシステム構成の方が、スタッカジョブの印刷物を作成するうえで必要なシー
ト搬送距離が短くなる。且つ、迅速に印刷物を取出すことが出来る。
【０２１５】
　このように、本形態は、如何に、効率よく、利用環境に適した柔軟なシステム形態で、
本印刷システム１０００にて複数のジョブの生産性を向上させるかに着目している。その
上で、このような本システム１０００を利用するユーザからの立場にたった利便性を追求
した多数の仕組みを提供可能に構成している。
【０２１６】
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　次に、図８Ａ～図１０Ｂで例示した本システム１０００にて具備可能な各種インライン
タイプのシート処理装置の内部構成の具体例を、各シート処理装置毎に、個別に例示する
。
【０２１７】
　［大容量スタッカの内部構成］
　図１１は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、大容量スタッカの内部構成断面図の１例を示す。
【０２１８】
　当該大容量スタッカ内部には、印刷装置１００からのシートの搬送経路として、大きく
分けて、３つに分かれている。この１例として、図１１に示すが如く、１つは、ストレー
トパスである。１つは、エスケープパスである。１つは、スタックパスである。このよう
に３つのシート搬送路が内部に設けられている。
【０２１９】
　尚、図１１の大容量スタッカ及び後述する図１２の糊付け製本機の各装置が具備するス
トレートパスは、前段装置から受取ったシートを後段装置へ渡す為の機能を果たすが為に
、本例ではインラインシート処理装置におけるスルーパスとも呼ぶ。
【０２２０】
　大容量スタッカ内部に具備するストレートパスは、該装置が具備する積載ユニットによ
るシートの積載処理を要さないジョブのシートを後段の装置へ渡す為のシート搬送路であ
る。換言すると、当該シート処理装置自身によるシート処理が要求されていないジョブの
シートを、上流の装置から下流の装置へと搬送する為のユニットである。
【０２２１】
　又、大容量スタッカ内部に具備するエスケープパスは、スタックせずに、出力したい場
合に用いられる。例えば、後続のシート処理装置が接続されていない場合に、出力の確認
作業（プルーフプリント）等を行う場合に、スタックトレイからの取出しを簡略化するべ
く、当該エスケープパスに印刷物を搬送して、該トレイから印刷物を取出可能にする。
【０２２２】
　尚、この大容量スタッカ内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知する
のに要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２２３】
　大容量スタッカの不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部
２０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２
０５とを電気的接続関係にする信号線）を、介して、制御部２０５に通知する。制御部２
０５は、この大容量スタッカからの情報に基き、大容量スタッカ内部のシートの搬送状況
やジャムを把握する。尚、本印刷システムのシステム構成として、このシート処理装置装
置と印刷装置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そのシ
ート処理装置のＣＰＵを介して、この大容量スタッカのセンサの情報を、制御部２０５に
通知する構成となっている。このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する
。
【０２２４】
　又更に、大容量スタッカ内部に具備するスタックパスは、該装置が具備する積載ユニッ
トによるシートの積載処理を要するジョブのシートに対する積載処理を、該装置により実
行させる為のシート搬送路である。
【０２２５】
　例えば、本システム１０００が図８Ａ～図１０Ｂに示した大容量スタッカを具備してい
るとする。このシステム構成状況において、制御部２０５が、例えば図７の表示のキー７
０９のキー操作により、処理対象のジョブの為に、当該スタッカにて実行可能なシートの
積載処理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたとする。この場合、制御部２
０５は、この大容量スタッカが具備するスタックパスへシートを搬送するよう制御する。
スタックパスへ搬送されたシートはスタックトレイへ排紙する。
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【０２２６】
　図１１のスタックトレイは、伸縮可能なステイなどの上に載置される積載ユニットであ
る。このスタックトレイとの結合部には、ショックアブソーバ等が付けられている。制御
部２０５は、このスタックトレイを用いて、処理対象となるジョブの印刷済みシートの積
載処理を該大容量スタッカによる実行させるよう制御する。伸縮可能なステイの下は台車
となっており、不図示の取っ手を付けると台車として、上に載せたスタック出力を別のオ
フラインフィニッシャなどに運べるようになっている。
【０２２７】
　スタッカ部の前ドアが閉まっているときは、伸縮可能なステイはスタック出力が積載さ
れやすい上の位置に上昇し、前ドアがオペレータにより開けられる（あるいは、開ける指
示がなされる）とスタックトレイは、下降する仕組みになっている。
【０２２８】
　また、スタック出力の積み方には、平積みとシフト積みがあって、平積みは、文字通り
常に同じ位置に積む。シフト積みは、ある決められた部数単位、ジョブ単位などで奥手前
方向にシフトして、出力に区切りを作って、出力を扱いやすいように積む方法である。
【０２２９】
　このように、本システム１０００にてインラインタイプのシート処理装置として利用を
許可する対象の当該大容量スタッカは、プリンタ部２０３からのシートの積載処理を実行
するにあたり、複数種類の積載方法を実行可能に構成されている。制御部２０５は、この
ような各種動作の制御を装置に対して実行する。
【０２３０】
　［糊付け製本装置の内部構成］
　図１２は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、糊付け製本装置の内部構成断面図の１例を示す。
【０２３１】
　当該糊付け製本装置内部には、印刷装置１００からのシートの搬送経路として、大きく
分けて、３つに分かれている。この１例として、図１２に示すが如く、１つは、ストレー
トパスである。１つは、本身パスである。１つは、表紙パスである。このように３つのシ
ート搬送路が内部に設けられている。
【０２３２】
　図１２の糊付け製本装置内部に具備するストレートパス（スルーパス）は、該装置が具
備する糊付け製本ユニットによるシートの糊付け製本処理を要さないジョブのシートを後
段の装置へ渡す為の機能を果たすシート搬送路である。換言すると、当該シート処理装置
自身によるシート処理が要求されていないジョブのシートを、上流の装置から下流の装置
へと搬送する為のユニットである。
【０２３３】
　尚、この糊付け製本機内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知するの
に要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２３４】
　糊付け製本機の不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部２
０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２０
５とを電気的接続関係にする信号線）を、介して、制御部２０５に通知する。制御部２０
５は、この糊付け製本機からの情報に基き、糊付け製本機内部のシートの搬送状況やジャ
ムを把握する。尚、本印刷システムのシステム構成として、このシート処理装置装置と印
刷装置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そのシート処
理装置のＣＰＵを介して、この糊付け製本装置のセンサの情報を、制御部２０５に通知す
る構成となっている。このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する。
【０２３５】
　又、図１２の糊付け製本装置内部に具備する本身パスと表紙パスは、くるみ製本印刷物
を作成する為のシート搬送路である。
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【０２３６】
　例えば、本形態では、くるみ製本印刷処理として、本文となる印刷データの印刷処理を
プリンタ部２０３で実行させる。且つ、この印刷されたシートをくるみ製本印刷物の１束
分の出力物における本文部分として利用可能にする。このように、くるみ製本にて本文(
中身）部分に該当する印刷データが印刷された本文部分のシート束を、本例では「本身」
と呼ぶ。且つ、この本身を表紙用の１枚のシートでくるむ処理を、くるみ製本処理にて実
行する。この表紙としてのシートを、表紙パスを介して搬送する。他方、本身となる、プ
リンタ部２０３でプリントした印刷用紙は、本身パスへ搬送するよう制御部２０５が各種
シートの搬送制御を実行する。
【０２３７】
　このような構成のもと、例えば、制御部２０５が、例えば図７の表示のキー７０７のキ
ー操作により、処理対象のジョブの為に、当該糊付け製本機にて実行可能なくるみ製本処
理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は
、以下のように当該装置を制御する。
【０２３８】
　例えば、プリンタ部２０３で印刷されたシートを、図１２の本身パスを介して、順次ス
タック部に蓄える。且つ、処理対象となるジョブの１冊分のシートにて要する本文データ
が印刷されたシートを、全ページ、該スタック部に蓄えたうえで、表紙パスを介して、該
ジョブにて要する表紙用のシートを、搬送させる。
【０２３９】
　尚、くるみ製本に関し、本形態の特徴点の１つに関連する事項が存在する。例えば、本
例にて糊付け製本処理の１例に該当するくるみ製本処理では、１束分のシート束として処
理可能なシート処理枚数が、当該糊付け製本処理とは異なる種類のシート処理にて１束分
のシート束として処理可能なシート処理枚数よりも、圧倒的に多い。例えば、くるみ製本
処理にて１束分の本文用のシート束として最大２００枚まで処理を許容する。一方、ステ
イプル処理等は、最大２０枚、中綴じ製本では最大１５枚まで、１束分のシート処理とし
て印刷用紙を処理する事を許可する。このように、１束分のシート束としてシート処理を
許可する印刷用紙の許容枚数は、糊付け製本処理と、その他のシート処理では、圧倒的に
異なる。
【０２４０】
　このように、本形態では、制御部２０５により制御対象となるインラインタイプのシー
ト処理装置により、くるみ製本処理という糊付け製本処理を実行可能に構成している。且
つ、オフィス環境では要求すらされなかったインラインタイプのシート処理装置により実
行可能なフィニッシィングとして全く新規のフィニッシィングを提供可能に構成している
。換言すると、ＰＯＤ環境を想定した仕組みの１つであり、且、後述する制御に関連する
構成である。
【０２４１】
　尚、くるみ製本にて、表紙用のシートとして、図１２に示すが如く、糊付け製本装置自
身が具備するインサータのインサータトレイから搬送対象となる、表紙用のデータが予め
印刷済みのプレプリントシートを利用可能に構成している。又、印刷装置１００自身によ
り表紙用の画像を印刷させたシートも利用可能に構成している。これら何れかのシートを
表紙用のシートとして、表紙パスへ搬送させる。そして、スタック部の下方部分にて、当
該表紙用のシートの搬送を一時停止させる。
【０２４２】
　この動作に並行して、スタック部に積載済みの本文全ページが印刷済みの複数枚のシー
トで構成される本身に対して、糊付け処理を実行する。例えば、糊付け部は、所定量の糊
を本身の下部に塗布して、十分に糊が行き渡ったところで、本身の糊付けされた部分を表
紙の中央部にあてがい、包み込むように結合させる。結合に当たっては、本身を下方に押
し込むように送り出すため、表紙にくるまれた本身は、ガイドに添って、回転台の上に滑
り落ちる。その後、ガイドは、表紙にくるまれた本身を回転台の上に倒すように移動する
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。
【０２４３】
　回転台の上に寝た表紙にくるまれた本身を、幅寄せ部で位置合わせを行って、まず、小
口となる部分をカッターで断裁する。次に、回転台を９０度回転して、幅寄せ部で位置合
わせを行い、天となる部分を断裁する。更に、１８０度回転して、幅寄せ部で位置合わせ
を行い、地となる部分を断裁する。
【０２４４】
　断裁後は、再度幅寄せ部で奥まで押しやって、出来上がった表紙にくるまれた本身をバ
スケット部に入れる。
【０２４５】
　バスケット部で十分に糊を乾かした後、出来上がったくるみ製本の束を取り出すことが
できる。
【０２４６】
　このように、糊付け製本機は、ＵＩ部を介して印刷実行要求と共に糊付け製本処理の実
行要求がユーザからなされた処理対象のジョブのシートに対する糊付け製本処理を実行す
る糊付けユニットを具備している。
【０２４７】
　又、上述したように、本形態にて、インラインタイプのシート処理装置により実行可能
に構成した糊付け製本処理は、上記構成に示すが如く、他の種類のシート処理と比較して
、処理工程が多く準備すべき前構成も多い。換言すると、ステイプルや中綴じ製本のよう
なオフィス環境にて頻繁に利用されうるシート処理とは全く構成も異なり、要求されたシ
ート処理を完結されるのに要する処理時間も、他のフィニッシィングに比べ、長くなる事
が予想される。本形態では、このような点についても、着目している。
【０２４８】
　このように、糊付け製本機能１つをとっても分るように、本形態では、例えば、オフィ
ス環境のみ留まらず、ＰＯＤ環境等の全く新しい印刷環境でも充分に通用する、利便性や
生産性を追求した、印刷システム、製品の、実用化を目指す為の仕組みを採用している。
換言すると、例えば、くるみ製本機能や大量積載機能等、オフィス環境では全く未対処で
あった新機能をＰＯＤ環境でも活用可能に構成要件として具備している。又、図８Ａ～図
１０Ｂに例示するが如く、印刷装置に対して、インラインタイプのシート処理装置を複数
台接続可能にしたシステム構成自体についても、上記目的を果たすが為の仕組みである。
【０２４９】
　ここで、特筆すべきは、例えば、本形態は、単に、上記のような新規の機能やシステム
構成を具備する事のみに留まらず、当該機能構成を採用する事で想定されうるユースケー
スやユーザニーズ等、対処すべき課題を事前に発見検討している点である。且つ、その課
題に対する解決手法となる構成要件をも具備する点が特徴点の１つに該当する。このよう
に、本形態では、事務機メーカが新規市場の開拓参入するうえで、新規に搭載する機能や
システム構成に対する市場要望等を、課題として、事前に、発見検討し、その課題に対す
る解決手法をも念頭に入れた仕組みを構成として採用している。このような点も本形態の
特徴的要件の１つに該当する。この具体的に構成要件の１例として、制御部２０５により
本形態にて各種制御を実行している。
【０２５０】
　［中綴じ製本装置の内部構成］
　図１３は、図８Ａ～図１０Ｂに例示した、本形態にて、制御部２０５により制御対象と
なる、中綴じ製本機の内部構成断面図の１例を示す。
【０２５１】
　当該中綴じ製本装置内部には、印刷装置１００からのシートに対してステイプル処理や
断裁処理やパンチ処理や折り処理がシフト排紙処理等を選択的に実行可能にするための各
種ユニットを具備している。但し、当該中綴じ製本機は、上記制約事項で述べたように、
後段装置へのシート搬送機能の役目を果たすスルーパスを具備しない。
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【０２５２】
　尚、この中綴じ製本機内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知するの
に要する複数のシート検知センサが設けられている。
【０２５３】
　中綴じ製本機の不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、制御部２
０５とのデータ通信を行う為の信号線（図２に示す、シート処理装置２００と制御部２０
５とを電気的接続関係にする信号線）を、介して、制御部２０５に通知する。制御部２０
５は、この中綴じ製本機からの情報に基き、中綴じ製本機内部のシートの搬送状況やジャ
ムを把握する。尚、本印刷システムのシステム構成として、このシート処理装置装置と印
刷装置１００の間に他のシート処理装置がカスケード接続されている場合、そのシート処
理装置のＣＰＵを介して、この中綴じ製本装置のセンサの情報を、制御部２０５に通知す
る構成となっている。このように、インラインフィニッシャ固有の構成を具備する。
【０２５４】
　又、例えば、図１３に示すが如く、サンプルトレイ、スタックトレイ及び、ブックレッ
トトレイが設けられており、制御部２０５は、ジョブの種類や排出される記録紙の枚数に
応じて利用するユニットを切り替えるよう制御する。
【０２５５】
　例えば、制御部２０５が、図７の表示のキー７０１のキー操作により、処理対象のジョ
ブの為に、当該中綴じ製本機にて実行可能なステイプル処理の実行要求を、ＵＩ部を介し
てユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３からのシー
トを、スタックトレイ側へ搬送するよう制御する。尚、この際、記録紙がスタックトレイ
に排出される前に、記録紙をジョブ毎に中綴じ製本部の内部の処理トレイに順次蓄えてお
き、該処理トレイ上にてステープラにてバインドして、その上で、スタックトレイへ、該
記録紙束を束排出する。このような方法でプリンタ部２０３にて印刷されたシートに対す
るステイプル処理を当該装置により実行させる。
【０２５６】
　その他、紙をＺ字状に折るためのＺ折り機、ファイル用の２つ（または３つ）の穴開け
を行うパンチャがあり、ジョブの種類に応じてそれぞれの処理を行う。例えば、出力すべ
きジョブに対する記録紙処理に関する設定としてユーザにより操作部を介してＺ折り処理
設定がなされた場合には、そのジョブの記録紙に対してＺ折り機により折り処理を実行さ
せ、その上で、機内を通過させて、スタックトレイ及びサンプルトレイ等の排出トレイに
排紙するよう制御する。又、例えば、出力すべきジョブに対する記録紙処理に関する設定
としてユーザにより操作部を介してパンチ処理設定がなされた場合には、そのジョブの記
録紙に対してパンチャによるパンチ処理を実行させ、その上で、機内を通過させて、スタ
ックトレイ及びサンプルトレイ等の排出トレイに排紙するよう制御する。
【０２５７】
　又、サドルステッチャ部は、記録紙の中央部分を２ヶ所バインドした後に、記録紙の中
央部分をローラに噛ませることにより記録紙を半折りし、パンフレットのようなブックレ
ットを作成する中綴じ製本処理を行う。
【０２５８】
　サドルステッチャ部で製本された記録紙は、ブックレットトレイに排出される。当該サ
ドルステッチによる製本処理等の記録紙処理動作の実行可否も、上述の如く、出力すべき
ジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定に基づく。
【０２５９】
　又、インサータはインサートトレイにセットされた記録紙をプリンタへ通さずにスタッ
クトレイ及びサンプルトレイ等の排出トレイのいずれかに送るためのものである。これに
よって中綴じ製本部に送り込まれる記録紙（プリンタ部で印刷された記録紙）と記録紙の
間にインサータにセットされた記録紙をインサート（中差し）することができる。インサ
ータのインサートトレイにはユーザによりフェイスアップの状態でセットされるものとし
、ピックアップローラにより最上部の記録紙から順に給送する。故に、インサータからの
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記録紙はそのままスタックトレイまたはサンプルトレイへ搬送することによりフェイスダ
ウン状態で排出される。サドルステッチャへ送るときには、一度パンチャ側へ送り込んだ
後スイッチバックさせて送り込むことによりフェースの向きを合わせる。
【０２６０】
　尚、当該インサータによる記録紙挿入処理等の記録紙処理動作の実行可否も、上述の如
く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定に基づく。
【０２６１】
　又、本形態では、１例として、中綴じ製本装置内部に断裁部（トリマ部）も具備する。
この説明を以下の行う。
【０２６２】
　中綴じ製本部においてブックレット（中綴じの小冊子）となった出力は、このトリマに
入ってくる。その際に、まず、ブックレットの出力は、ローラで予め決められた長さ分だ
け紙送りされ、カッタ部にて予め決められた長さだけ切断され、ブックレット内の複数ペ
ージ間でばらばらになっていた端部がきれいに揃えられることとなる。そして、ブックレ
ットホールド部に格納される。尚、当該トリマによる断裁処理等の記録紙処理動作の実行
可否も、上述の如く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定された記録紙処理設定
に基づく。
【０２６３】
　このように、中綴じ製本機は、ＵＩ部を介して印刷実行要求と共に中綴じ製本処理の実
行要求がユーザからなされた処理対象のジョブのシートに対する中綴じ製本処理を実行す
る中綴じ製本ユニットを具備している。
【０２６４】
　尚、例えば、図７の表示のキー７０５によりユーザから中綴じ製本が選択された場合、
制御部２０５は、ＵＩ部に図１４の表示を実行させる。当該図１４の表示を介して、制御
部２０５は、中綴じ製本の詳細設定をユーザから受付可能に制御する。例えば、ステイプ
ル針を用いて実際にシート中央付近に対する中綴じ処理を実行するか否かを決定可能にす
る。又、分割製本、中綴じ位置の変更、断裁の有無、あるいは、断裁幅の変更などの設定
もユーザから受付け可能にする。
【０２６５】
　例えば、制御部２０５がＵＩ部に実行させた図１４の表示を介してユーザにより「中綴
じ製本する」と「断裁する」が設定されたとする。この場合、制御部２０５は、中綴じ製
本印刷結果として処理対象のジョブが図１５のような印刷体裁になるよう本システム１０
００の動作制御を行う。図１５の中綴じ製本印刷結果に示すが如く、サドルステッチが打
たれて、小口側の断裁がなされる。また、サドルステッチの位置や断裁面の位置を予め設
定しておけば、所望の位置に変更することができる。
【０２６６】
　又、例えば、図７の表示のキー７０７によりユーザからくるみ製本処理の実行要求がな
された場合、制御部２０５は、くるみ製本印刷結果として、処理対象のジョブが図１６の
ような印刷体裁になるよう本システム１０００を制御する。図１６の１例に示すが如く、
くるみ製本の場合の印刷物は、断裁面Ａ、Ｂ及び、Ｃに関して、それぞれ断裁幅を設定す
ることができる。
【０２６７】
　又、本印刷システム１０００は、外部装置の一例に該当する情報処理装置からも処理対
象となるジョブの印刷実行要求及びシート処理の実行要求を受付け可能に構成されている
。以下、ホストコンピュータから本印刷システム１０００を利用する場合の一例をもって
説明する。
【０２６８】
　例えば、本実施形態の各種の処理や制御を実行する為のプログラムデータをＷＥＢ等の
データ供給源あるいは特定の記憶媒体からダウンロードしたホストコンピュータ（図１の
ＰＣ１０３や１０４等）にて操作する場合、以下のように制御する。但し、制御の主体は
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ＰＣの制御部である。
【０２６９】
　例えば、ユーザからのマウス或いはキーボード操作に応答し、本システム１０００の印
刷装置１００を操作する為のプリンタドライバの起動指示がなされたとする。これを受け
、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該ホストコンピュータの表示部に、図１７Ａに示
す印刷設定画面を表示させる。図１７Ａ、１７Ｂは、本実施形態にて制御対象となる、ユ
ーザインタフェース画面の一例を示す図である。
【０２７０】
　ここで、例えば、当該図１７Ａ、１７Ｂの操作画面上の仕上げキー１７０１がユーザの
マウス操作により押下されたとする。すると、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印
刷設定画面を、図１７Ｂのような印刷設定画面に切り換えるよう表示部を制御する。
【０２７１】
　そして、該ホストコンピュータのＣＰＵは、図１７Ａ、１７Ｂの印刷設定画面上のシー
ト処理設定項目１７０２を介して、本システム１０００が具備するインラインタイプのシ
ート処理装置２００により実行させるべきシート処理の種類をユーザにより選択可能に制
御する。
【０２７２】
　尚、ここでは、省略するが、該ホストコンピュータを含む外部装置においては、図１７
Ａ、１７Ｂ以外の画面として、本実施形態で詳述した各種の表示画面を介して入力可能な
指示と同等の指示を入力可能にするための表示画面を表示させるように構成している。換
言すると、本形態で述べる各種の処理や制御と同等の処理や制御を外部装置側にて実行可
能に構成されている。
【０２７３】
　そして、ユーザにより、設定項目１７０１を介して所望のシート処理が選択され、図１
７Ａ、１７Ｂの画面に戻って、ＯＫキーが押下されるとする。
【０２７４】
　これを受け、ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印刷設定画面を介してユーザにより
設定された各種印刷条件を示すコマンドと、プリント部２０３によりプリントさせるべき
一連のプリントデータとを、一つのジョブとして関連付けて、本システム１０００に対し
て、ネットワーク１０１を介して送信する。
【０２７５】
　そして、該コンピュータからのジョブを、本システム１０００の外部Ｉ／Ｆ部２０２が
受信すると、これを受け、本システムの制御部２０５は、当該ホストコンピュータからの
ジョブを、該ホストコンピュータにてユーザにより設定された処理要件に基づいて、処理
するよう本システム１０００を制御する。
【０２７６】
　以上のように構成することで、外部装置等からのジョブでも、本形態で述べる各種の効
果を得ることが出来、本システム１０００の利用効率を更に向上させる事ができる。
【０２７７】
　本形態の印刷システム１０００が具備する制御部は、以上で説明したような各種構成要
件を前提として、後述する各種制御を実行する。
【０２７８】
　尚、図１～図１７Ｂを用いた説明した構成は、本実施形態にて述べる全ての実施形態に
て共通する構成要件に該当する。換言すると、例えば、本形態にて述べる各種制御は、当
該構成を前提とした構成要件に該当する。
【０２７９】
　図１～図１７Ｂを用いた上述の如く、本形態の印刷システム１０００は、オフィス環境
に留まらず、ＰＯＤ環境にも適した印刷環境を構築可能に構成している。
【０２８０】
　例えば、その１例として、オフィス環境では全く想定されえないＰＯＤ環境にて想定さ
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れうるユースケースやユーザニーズに対処可能な仕組みを採用している。
【０２８１】
　この１例として、例えば、ＰＯＤ環境では顧客から様々な印刷形態をＰＯＤ業者が受注
可能に構成している。
【０２８２】
　具体例を挙げるならば、例えば、上記の如く、糊付け製本処理や大量積載処理等、オフ
ィス環境ではユーザニーズとして要求されえないフィニッシィングをインラインシート処
理装置により実現可能に構成している。換言すると、本形態は、ステイプル等のオフィス
環境にて要求されうるニーズ以外のユーザニーズにもＰＯＤ環境を考慮して対処出来るよ
うに構成している。又、例えば、本印刷システム１０００の納入対象となるＰＯＤ環境で
商売をなすＰＯＤ業者におけるビジネス形態に柔軟に対応可能に構成している。
【０２８３】
　この１例として、例えば、上記の如く、複数台のインラインシート処理装置を印刷装置
１００に対して接続可能にし、且つ、各インラインシート処理装置毎に、独立筐体で且つ
独立動作が可能に構成している。且つ、接続するシート処理装置も任意台数とし、本印刷
システム１０００にて柔軟にインラインシート処理装置の増設や変更等を可能にシステム
を構成している。
【０２８４】
　尚、本形態では本印刷システム１０００の利用者の操作性にも充分配慮した設計となっ
ている。この１例として、例えば、本形態では、本印刷システム１０００のシステム構成
を、オペレータ自らが手動でＨＤ２０９に登録できる構成を説明した。故に、これを用い
て例示する。
【０２８５】
　例えば、本印刷システム１０００のシステム構成として、図８Ａ、８Ｂに示すシステム
構成をＰＯＤ業者にて構築したいと望んだとする。この場合、まず、該ＰＯＤ業者のオペ
レータにより、印刷装置１００と共に購入した図８Ａ、８Ｂの３台のシート処理装置を、
図８Ａ、８Ｂに示す接続順序で、印刷装置に接続してもらう。そのうえで、操作部２０４
のユーザモードキー５０５を押下してもらう。この場合に、制御部２０５は、当該キー操
作に応答し、表示部４０１に、図１８Ａの表示を実行させる。
【０２８６】
　図１８Ａの表示は、本印刷システム１０００のシステム構成情報を、オペレータ自身に
よりマニュアル入力可能にする為の表示である。制御部２０５は、当該図１８Ａ～１８Ｄ
の表示を介して、印刷装置１００に接続すべきインラインタイプのシート処理装置の種類
をオペレータにより決定可能にする。且つ、制御部２０５は、当該図１８Ａ～１８Ｄの表
示を介して、印刷装置１００に接続する複数台のインラインタイプのシート処理装置の接
続順序をオペレータにより決定可能にする。
【０２８７】
　且つ、制御部２０５は、図１８Ａの表示の各設定項目毎に設けた「詳細設定」キーがオ
ペレータにより押下されたら、不図示の画面を表示させる。この画面で、１台ずつ、本印
刷システムにて利用するシート処理装置を特定可能にする。しかも、本形態は、上述した
ように制約事項を遵守してもらっている故、この情報もガイダンス情報としてオペレータ
に通知する。例えば、制御部２０５は、図１８Ａに示すが如く、「印刷装置に接続する、
シート処理装置の種類と接続順序を登録して下さい。最大５台まで接続できます。但し、
中綴じ製本機は接続する装置の１番最後に接続して下さい。」なるガイダンスを通知する
。尚、ここでは、インラインシート処理装置の接続台数を最大５台までとしているが、特
にこれに限定しなくても良い。
【０２８８】
　尚、制御部２０５は、図１８Ａの設定項目の上から順番に、利用するシート処理装置を
１台ずつ決定可能に表示部４０１を制御するが、この設定項目の上から順番に設定する設
定順序自体が、実際の装置の接続順序として判断する。
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【０２８９】
　上記構成のもと、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図８Ａ、８Ｂに示
すシステム構成にする場合、図１８Ｂの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続
順番を登録してもらう。具体的には、図１８Ｂの表示のように、設定項目の上から順番に
「大容量スタッカ⇒糊付け製本機⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定
順序が、図８Ａ、８Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９０】
　一方、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図９Ａ、９Ｂに示すシステム
構成にする場合、図１８Ｃの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続順番を登録
してもらう。具体的には、図１８Ｃの表示のように、設定項目の上から順番に「糊付け製
本機⇒大容量スタッカ⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定順序が、図
９Ａ、９Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９１】
　更に一方、例えば、本印刷システム１０００のシステム構成を図１０Ａ、１０Ｂに示す
システム構成にする場合、図１８Ｄの表示のように、各シート処理装置の種類と、接続順
番を登録してもらう。具体的には、図１８Ｄの表示のように、設定項目の上から順番に「
大容量スタッカ⇒中綴じ製本機」となるよう設定してもらう。この設定順序が、図１０Ａ
、１０Ｂに示すが如く、実際の接続順序として、制御部２０５が判断する。
【０２９２】
　このように、実際の現場のユースケースを想定した利便性を向上させるＵＩ制御自体も
本形態の特徴点の１つに該当する。
【０２９３】
　以上の図１～図１８Ｄを用いて上述した如く、本システム１０００は、オフィス環境と
はユースケースやユーザニーズも異なるＰＯＤ環境等をも見据えた、様々なユースケース
やユーザニーズにも柔軟に対処可能な、製品の実用化に向けての様々な仕組みを具備する
。
【０２９４】
　しかも、単に、上記のような新規な機能及び新規な構成を具備するに留まらず、本印刷
システム１０００の効果を最大限に発揮すべく、以下のような各種制御を、本システム１
０００にて実行可能に構成している。
【０２９５】
　この１例として、例えば、本印刷システムが具備する制御部は、以下のような制御を本
印刷システム１０００にて実行するよう制御している。
【０２９６】
　尚、以下の具体的制御を説明する前に、本システム１０００の構成について補足してお
く。
【０２９７】
　本形態のインラインフィニッシャは、それぞれ、各装置毎に、印刷用紙のジャムを除去
したり、印刷物を取出す為に、装置筐体前面に開閉動作が可能なドアを具備している。
【０２９８】
　例えば、本形態の大容量スタッカは、図１３の内部構成で例示した如く、大容量の印刷
物を積載可能なスタックトレイ（単にスタッカ部とも呼ぶ）とエスケープトレイ（サンプ
ルトレイとも呼ぶ）への排紙が可能になっている。更に、装置内部のスルーパスを介して
、後段の後段のフィニッシャへシートを搬送する機能も具備する。又、印刷装置１００か
らのシートを、スタックトレイに積載された印刷物のシート積載量に応じて、該トレイが
下降するよう構成されている。又、印刷物の整合処理も可能に構成されている。
【０２９９】
　以上の構成は図１３で説明したとおりだが、図１９の装置概観例に示すが如く、大容量
スタッカの前面には開閉動作が可能なドア２００２を具備する。且つ、当該ドア２００２
をオープンさせる為の指示をオペレータが入力する為のスイッチ２００１を装置筐体上部
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に具備している。この大容量スタッカにおける各種動作の制御は、当該大容量スタッカ自
身が具備する制御部（不図示）が、主体となり、行う。この制御部は、スイッチ２００１
からのオペレータによる手動入力命令に従い、このドア２００２をオープンさせる。具体
的には、当該ドア２００２は閉じている状態の時に不図示の鍵により施錠状態としており
、この鍵を開錠させて、ドア２００２をオープンさせる。これにより、大容量スタッカの
スタックトレイに積載済みの印刷物をオペレータにより取出可能に構成している。又、ス
イッチ２００１からの操作だけでなく、印刷装置１００の制御部２０５からの指示により
、当該ドア２００２を自動的にオープンせせることも可能にしている。この際は、図２に
示す装置内部の信号線を介して、当該ドアオープン信号を、制御部２０５から大容量スタ
ッカの制御部に送信する。又、大容量スタッカのスタックトレイに積載された印刷物をオ
ペレータにより取出作業を行う際に、ドア２００２を開けて、オペレータによる取出作業
が行われる。
【０３００】
　本形態では、印刷処理がなされたジョブの印刷物を該大容量スタッカからオペレータに
より取出す際には、その大容量スタッカが具備するスタックトレイに対して、当該ジョブ
の後に印刷実行要求がなされた後続ジョブのシートが排紙されないように、本印刷システ
ム１０００を、制御部２０５が主体となり、制御している。
【０３０１】
　換言すると、本形態の印刷システム１０００は、シート処理装置におけるオペレータに
よる印刷処理がなされたジョブの印刷物の取出作業中には、当該シート処理装置内部のシ
ート処理部に対して、当該ジョブに後続するジョブのシートが排紙されないよう制御する
。
【０３０２】
　但し、制御部２０５は、例えば、大容量スタッカが具備するスタックトレイにおける印
刷物のオペレータによる取り出し作業中であっても、制御部２０５は、例えば以下に例示
する動作は実行可能に制御する。例えば、大容量スタッカ上部のエスケープトレイに対し
て、印刷処理がなされた後続ジョブのシートを排紙させる動作である。又、例えば、該大
容量スタッカによるシートの積載処理が不要なジョブで且つ、当該大容量スタッカの後に
接続されているシート処理装置によるシート処理を要するジョブに該当する、後続ジョブ
のシートを、大容量スタッカ内部のスルーパスを介して、搬送させる動作である。
【０３０３】
　換言すると、これらの動作は、ドア２００２がオープンされている状態のままでも、実
行を許可する動作に該当する。この動作は、本実施形態のコンティニアスラン動作の代表
例である。本実施形態では、制御部２０５が、このコンティニアスラン動作に係る以下の
各種動作を、本印刷システム１０００により実行可能に、該システム１０００を制御する
。そして、このコンティニアスラン動作に関する制御を印刷システム１０００の為に実行
可能に構成することで、以下に例示の効果が本実施形態にて享受可能にしている。
【０３０４】
　例えば、本実施形態によれば、冒頭の技術背景にて記載の課題で想定したような問題に
対応することができる。又、本実施形態によれば、例えば、オフィス環境に留まらずＰＯ
Ｄ環境で適用可能な使い勝手の良い便利な印刷環境が構築可能となる。又、特に本実施形
態によれば、例えば、以下に記載の効果Ａを享受可能にするのみならず、該効果Ａを享受
可能にしたが故に以下に記載の効果Ｂが享受出来ないといった新たなトラブルにつながる
事も無く該効果Ａと効果Ｂの両方を満足する印刷環境が構築可能となる。
【０３０５】
　（効果Ａ）例えば、印刷システム１０００にて利用対象のシート処理装置の可動ユニッ
トが、メンテナンス作業中や印刷物の取出作業中等に起因して、オープン状態であるとす
る。例えば、このような場合でも、これに影響を受けないジョブの印刷処理をシステム１
０００にて実行可能となる。このような、ＰＯＤ市場にて今後生じうるユースケースやニ
ーズを想定した、高い生産性を極力維持可能にした印刷環境が提供可能となる効果。
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【０３０６】
　（効果Ｂ）該効果Ａを享受可能に印刷システムを構成したはずが、シート処理装置の可
動ユニットがオープン状態である事をオペレータが気づかない等が原因で、顧客に納品す
べき印刷物をシステムにて満足に作成する事が困難になる。そして、これに起因して、結
局、システムにて高い生産性を維持する事が困難になる。このような、上記効果Ａを享受
可能に構成したが故に、これらに例示のような予期せぬトラブル等が発生してしまう。こ
のようなトラブルの発生を極力抑制可能となる効果。
【０３０７】
　そして、本実施形態によれば、例えば、本実施形態に開示のコンティニアスラン動作に
より、印刷システム１０００を可能な限り連続運転可能にし、高生産性と高操作性の両方
を可能な限りシステム１０００により維持可能にした印刷環境が構築可能となる。本実施
形態によれば、これらに例示の各種効果が供述可能な印刷システム、ジョブ処理方法、記
憶媒体、プログラム、印刷装置が提供可能となる。そして、このように様々な状況や利用
環境を想定し、様々なユーザからの様々なニーズにも、極力、柔軟に対応出来るようにし
た、今後のＰＯＤ市場等の印刷環境を見据えた製品実用化に貢献可能となる。
【０３０８】
　尚、制御部２０５により制御される本印刷システム１０００は、以下のように構成され
ている。
【０３０９】
　本システム１０００は、印刷装置１００の該プリンタ部２０３から、複数台のインライ
ンフィニッシャへ、選択的に、プリンタ部２０３により印刷されたジョブのシート（印刷
媒体）を、供給可能に、構成されたシステムである。このプリンタ部２０３は、複数のジ
ョブのデータを記憶可能なＨＤ２０９のデータの印刷処理を実行可能に構成されている。
この複数台のインラインフィニッシャとして、本形態では、種々のインラインフィニッシ
ャを利用可能に構成している。例えば、オペレータ操作に連動して開閉動作が可能な開閉
ユニットを具備するインラインフィニッシャも、本印刷システム１０００にて、利用可能
に構成されている。上述の図１９に示す大容量スタッカも、この代表例の１つである。こ
の大容量スタッカは、オペレータによる開閉操作の対象となるフロントカバー（フロント
ドアとも呼ぶ）を具備する後処理装置である。ここで述べる後処理装置とは、本形態にて
既述のインラインフィニッシャを意味する。
【０３１０】
　本実施形態では、この大容量スタッカのフロントドア等の開閉ユニットを含む、シート
の取出し作業等に際してオペレータ操作に応答可能に構成された複数種類の可動ユニット
のステータスを制御部２０５が確認する。尚、本願発明の代表例の１つに該当する、この
、オペレータの手動操作に応答可能に構成された本実施形態に開示される可動ユニットは
、「可動部材」又は「可動パーツ」又は「可動コンポーネント」等と称しても良い。この
ように、例えば、この単語自体に何ら限定要素はないが、この可動ユニットの代表例とし
て少なくともカバーユニット等の開閉ユニット（開閉部材）は包含される事が望ましい。
以下、説明に戻る。
【０３１１】
　制御部２０５は、上述の、各インラインフィニッシャが有すフロントカバーや上カバー
等の本実施形態にて開示の可動ユニットが開いた状態（オープン状態）か閉じた状態（ク
ローズ状態）であるか、そのステータスを各可動ユニット毎に区別して確認する。この確
認の際に、制御部２０５は、可動ユニットの状況を示すカレントステータス情報（例えば
、開閉ユニットがオープン状態かクローズ状態かを特定するための情報）を、内部の信号
線を介して各ユニットから自動的に収集する。
【０３１２】
　そして、制御部２０５は、システム１０００に存在する各可動ユニットのステータスや
、処理対象のジョブの処理条件に基いて、処理すべきジョブに係る制御を実行する。特に
、本実施形態では、これらの情報に基いて、処理対象のジョブの処理を、システム１００
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０にて可動ユニットがオープン状態期間中に、システム１０００により実行させる事を許
可するか禁止するかを、制御部２０５が決定する。
【０３１３】
　例えば、本実施形態では、印刷実行要求がなされた処理対象のジョブの処理完遂に関係
しない（影響を受けない）可動ユニットがオープンされている状況であることを制御部２
０５により確認したとする。この場合、たとえ、その可動ユニットがオープンされた状況
のままでも、制御部２０５は、そのジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始実行さ
せる。且つ、その可動ユニットがオープン状態期間中に、該ジョブのシートに対するフィ
ニッシング処理も該ジョブのシート処理に要するインラインフィニッシャにより実行させ
る。
【０３１４】
　このような制御を制御部２０５がシステム１０００にて実行する。この一連の動作も本
実施形態におけるコンティニアスラン動作の代表例である。
【０３１５】
　尚、本実施形態では、前カバーや上カバー等の各種開閉ユニット等、システム１０００
にて利用対象の、各インラインフィニッシャが具備する各可動ユニットがオープンされた
ままの状態であるか否かの判断を制御部２０５が実行する。
【０３１６】
　且つ、システム１０００にて利用可能な複数台のインラインフィニッシャのうちの何れ
かの可動ユニットがオープン状態下においても、制御部２０５は、印刷装置１００により
処理対象となる新規ジョブの実行要求を受付け可能にする。
【０３１７】
　且つ、もし、新規にジョブを受付けた場合、そのジョブは、可動ユニットが現在オープ
ンされたままの状態のインラインフィニッシャによる後処理を要するジョブであるか否か
の判断を、制御部２０５が行う。
【０３１８】
　もし、その新規に受付けたジョブは、可動ユニットがオープンされたままの状態のイン
ラインフィニッシャによる後処理（シート処理）が不要なジョブ（以下、ジョブＸと称す
）であるとする。これは、このジョブＸは、「可動ユニットがオープン状態のインライン
フィニッシャの排出先へ印刷物の排出が不要なジョブ」に該当することを意味する。この
ケース（以下、ケースＸと呼ぶ）に該当する判断を制御部２０５が下した場合、システム
１０００にて可動ユニットが現在オープンされた状態のままであっても、制御部２０５は
、このジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始させることを許可する。
【０３１９】
　且つ、このケースＸに該当する場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３により印刷処
理がなされた該ジョブＸのシートを、インラインフィニッシャへ供給させる。
【０３２０】
　尚、このケースＸに該当する場合に、もし、複数台のインラインフィニッシャが印刷装
置１００に接続されたシステム構成であり、且つ、そのうちの上流側のインラインフィニ
ッシャの可動ユニットがオープンされたままの状態であるとする。且つ、この、印刷開始
許可対象のジョブＸが、当該上流側のインラインフィニッシャよりも更に下流側の、後段
のインラインフィニッシャによる後処理を要するジョブであるとする。この場合、該前段
のインラインフィニッシャの可動ユニットがオープン状態のままでも、該前段のインライ
ンフィニッシャ内部のシート搬送路を経由して、該ジョブＸのシートを、該後段のインラ
インフィニッシャ内部へ供給可能にする。このような制御も、制御部２０５がシステム１
０００に対して実行する。
【０３２１】
　一方、もし、可動ユニットがオープン状況下において新規に受付けた上記ジョブが、可
動ユニットがオープンされたままの状態のインラインフィニッシャによる後処理（シート
処理と同義）を要するジョブ（以下、ジョブＹと称す）であるとする。これは、このジョ
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ブＹは、「可動ユニットがオープンの状態のインラインフィニッシャの排出先へ印刷物の
排出を要するジョブ」に該当することを意味する。このケース（以下、ケースＹと呼ぶ）
に該当する判断を制御部２０５が下した場合、制御部２０５は、システム１０００にて可
動ユニットがオープンされた状態のままでそのジョブＹの印刷処理を印刷装置１００によ
り開始させることを禁止する。
【０３２２】
　又、このケースＹに該当する場合、制御部２０５は、以下の二つの条件ＡとＢの両方を
満足したことを条件に、該ジョブＹの印刷処理を印刷装置１００により開始させることを
許可する。
【０３２３】
　（条件Ａ）ジョブＹにて要する後処理を実行すべきインラインフィニッシャが具備する
現在オープン状態の可動ユニットをオペレータによりクローズさせる為のガイダンス情報
を本実施形態のＵＩ部により報知させる。このような、ジョブＹの処理を完成させるのに
必要なオペレータがとるべき行動に係る情報の報知を、ＵＩ部を用いてオペレータに対し
て行うように制御部２０５は制御する。
【０３２４】
　（条件Ｂ）ジョブＹにて要する後処理を実行すべきインラインフィニッシャの可動ユニ
ットがクローズされた事を制御部２０５が確認する。これは、この可動ユニットのステー
タスがオープン状態からクローズ状態へ変化した事を制御部２０５が確認する事を意味す
る。
【０３２５】
　これらの条件Ａと条件Ｂの両方を満足したことを契機に、制御部２０５は、該ジョブＹ
の印刷処理を印刷装置１００により開始実行することを許可する。この点も本実施形態の
特徴点であるが、ここで、更に特筆すべき点として、制御部２０５は以下の制御も実行す
る。
【０３２６】
　例えば、処理すべきジョブ（以下ジョブＺと呼ぶ）の印刷実行要求をスタートキー５０
３によりオペレータから制御部２０５が受付けたとする。この時点にて、このジョブＺの
後処理に要するインラインフィニッシャの可動ユニットがオープンされたままの状態であ
るとする。即ち、このジョブＺにて要する排紙先に該当する排紙先を具備するインライン
フィニッシャの可動ユニットがオープン状態であるとする。
【０３２７】
　この例では、ジョブＺのシート処理に要するインラインフィニッシャは、図８Ａのイン
ラインフィニッシャ２００ａの大容量スタッカであるとする。そして、この大容量スタッ
カの可動ユニットの１例に相当する前カバーが、現在オープン状態にあるとする。
【０３２８】
　尚、本実施形態では、スタートキー５０３による印刷実行要求の入力に先立ち、処理す
べきジョブの印刷処理条件を操作部２０４を介してオペレータにより入力可能に構成して
いる。制御部２０５は、キー５０３が入力される前にオペレータにより設定された該ジョ
ブＺの印刷処理条件のデータを、メモリから読出し、確認する。この確認により、該ジョ
ブＺは図８Ａの大容量スタッカによるシート処理を要するジョブである事を制御部２０５
が特定する。
【０３２９】
　又、システム１０００に存在する各可動ユニットのステータスがオープン状態かクロー
ズ状態かを判断したり、可動ユニットのステータスの変化の有無を判断したりする際には
、制御部２０５は、図２に示すシステム１０００の内部の信号線を介して伝達される各種
センサ情報を利用する。以下、具体例の説明に戻る。
【０３３０】
　この例では、この図８Ａの大容量スタッカの可動ユニットがオープン状態であるだけで
なく、この図８Ａのシステム１０００における他のインラインフィニッシャの可動ユニッ
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トも、現在オープン状況下にあるとする。この例では、図８Ａのインラインフィニッシャ
２００ｃに該当する中綴じ製本機の前カバーがオープン状態であるとする。
【０３３１】
　このように、ジョブＺの印刷実行要求が入力された時点のシステム１０００のステータ
スとして、上記２つの可動ユニット（この例では、図８Ａのシステム１０００における大
容量スタッカの前カバーと中綴じ製本機の前カバー）がオープン状態であるとする。この
ケース（以下、ケースＺと呼ぶ）の場合に、制御部２０５は、ジョブＺに係るコンティニ
アスラン動作の制御として、以下の制御を実行する。
【０３３２】
　例えば、このケースＺの場合にて、スタートキー５０３を用いてジョブＺの印刷実行要
求がオペレータにより入力されても、制御部２０５は、該ジョブＺの印刷処理をプリンタ
部２０３により開始させることは禁止する。
【０３３３】
　尚且つ、この印刷実行要求が入力された時点にて、制御部２０５は、この印刷禁止対象
のジョブＺに係る情報として、図８Ａの大容量スタッカの前カバーをオペレータによりク
ローズさせる為のガイダンス情報の表示を本形態のＵＩ部により実行させる。例えば、こ
こで制御部２０５は、大容量スタッカの前カバーをクローズさせる為のガイダンス情報を
具備する表示画面（例えば図２４の画面２４０４のポップアップ画面）を操作部２０４の
表示部４０１に表示させる。
【０３３４】
　このケースＺにて制御部２０５が実行するこれらの制御は、該ジョブＺの印刷物の排紙
先に該当する排紙先を具備する大容量スタッカの可動ユニットのステータスがオープン状
態である事に基いた制御である。
【０３３５】
　但し、このように、ジョブＺの印刷処理を印刷装置１００により実行させることは禁止
しても、制御部２０５は、該ジョブＺの印刷データの全ページをＨＤ２０９へ記憶させる
処理を印刷装置１００により実行させることは、許可する。
【０３３６】
　例えば、この１例として、制御部２０５は、スキャナ部２０１によるジョブＺの原稿読
取動作とＨＤ２０９による該読取画像データの記憶動作を実行可能にする。
【０３３７】
　これにより、処理すべきジョブの印刷処理を開始させた時点から印刷が終了する迄に必
要な所要時間を少しでも短縮させる事が可能となる等の効果が図れる。以下、具体例の説
明に戻る。
【０３３８】
　上述のジョブＺのガイダンス情報の表示が実行された後に、この表示内容を確認したオ
ペレータが、図８Ａの大容量スタッカの前カバーをクローズしたとする。即ち、該前カバ
ーのステータスがオープン状態からクローズ状態へ変化したとする。すると、当該ステー
タスの変化を確認した制御部２０５は、これを契機に、上記ジョブＺの印刷処理をプリン
タ部２０３により開始させる。
【０３３９】
　その後、制御部２０５は、プリンタ部２０３により印刷処理がなされたジョブＺの印刷
物を図８Ａの大容量スタッカ内部へ供給し、図８Ａの大容量スタッカ内部のトレイへ該ジ
ョブＺの印刷物をスタックさせる。これにより該ジョブＺの処理を完了させる。
【０３４０】
　以上のような制御を、ケースＺに該当する場合にジョブＺの為に制御部２０５が実行す
る。この制御は、「図８Ａの大容量スタッカの前カバーをクローズさせる為のガイダンス
情報の報知（本例では画面２４０４のポップアップ表示）を実行する事無しに該ジョブＺ
の印刷処理をプリンタ部２０３が実行する事は、禁止する」制御に包含される１例である
。
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【０３４１】
　又、上記ケースＺにて、上記ガイダンス表示の実行後に図８Ａの大容量スタッカの前カ
バーのステータスがオープン状態からクローズ状態へ変化したものの、図８Ａの中綴じ製
本機の前カバーのステータスはオープン状態のままであるとする。
【０３４２】
　この場合、この中綴じ製本機の前カバーはオープン状態のままであっても、制御部２０
５は、これに依らずに、大容量スタッカの前カバーの上記ステータスの変化を契機に該ジ
ョブＺの印刷処理を印刷装置１００により実行する事を許可する。
【０３４３】
　しかも該ケースにて、制御部２０５は、該ジョブＺの印刷処理の実行に先立ち上記中綴
じ製本機の前カバーをオペレータによりクローズさせる為のガイダンス情報を報知するこ
と無しに該ジョブＺの印刷処理を印刷装置１００により実行可能にする。
【０３４４】
　例えば、制御部２０５は、該中綴じ製本機の前カバーをオペレータにクローズさせる為
の画面２４０３のポップアップ画面を表示させる事無しに、上記大容量スタッカの排紙先
を要するジョブＺの印刷処理を実行可能にシステム１０００を制御する。
【０３４５】
　これらの制御は本実施形態にて以下の点に着目した制御である。
【０３４６】
　例えば、このケースＺにて、図８Ａの大容量スタッカは、ジョブＺの後処理に要するイ
ンラインフィニッシャに該当し、図８Ａの中綴じ製本機は、ジョブＺの後処理に要するイ
ンラインフィニッシャには該当しない。即ち、ケースＺにて、図８Ａの大容量スタッカは
、このジョブＺの排紙先に該当する排紙先のインラインフィニッシャに該当し、図８Ａの
中綴じ製本機は、このジョブＺの排紙先に該当する排紙先のインラインフィニッシャには
該当しない。
【０３４７】
　故に、制御部２０５は、該ジョブＺの処理に影響のある大容量スタッカの可動ユニット
をオペレータにクローズさせる為の報知処理は該ジョブＺの印刷実行に先立ち実行させる
。且つ、制御部２０５は、該ジョブＺの処理に影響の無い中綴じ製本機の可動ユニットを
オペレータにクローズさせる為の報知処理は該ジョブＺの印刷実行に先立ち実行する事無
しに該ジョブＺの印刷実行を許可する。
【０３４８】
　本実施形態では、このように、処理対象のジョブの処理に影響がある可動ユニットに係
るガイダンス情報はＵＩ部により報知させたうえで該ジョブの印刷処理を開始可能に、制
御部２０５がシステム１０００を制御する。一方で、処理対象のジョブの処理に影響のな
い可動ユニットがオープン状態であっても当該可動ユニットに係るガイダンス情報はＵＩ
部により報知させる事無しに該ジョブの印刷処理を開始可能に、制御部２０５がシステム
を制御する。
【０３４９】
　このような選択的なジョブ制御に連動する表示制御も実行する。これにより、例えば、
以下に例示の懸念事項（１）～（３）等のトラブルの発生も抑制しつつ、本形態に記載の
上記効果を得られるようにし、本システム１０００を最大限に活用可能となる。このよう
に本形態にて得られる効果が更に向上可能となる。
【０３５０】
　（１）例えば、処理すべきジョブの処理に影響のない可動ユニットがオープン状態の場
合に、当該可動ユニットをオペレータにクローズさせる為のガイダンス情報をオペレータ
が望んでいないにも拘らず、オペレータに報知してしまう。
【０３５１】
　（２）これが原因で、必要以上の処置をオペレータに要求してしまい、高操作性の維持
が困難になる。
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【０３５２】
　（３）処理すべきジョブの処理に影響のない可動ユニットがオープン期間中でも該ジョ
ブを印刷可能にして、可能な限りシステム１０００を連続運転可能にしているにも拘らず
、これら（１）や（２）が原因で高生産性の維持が困難になる。
【０３５３】
　以上の各種点についても本実施形態の特徴点の代表例の１つである。
【０３５４】
　但し、処理すべき処理に影響のない可動ユニットをオペレータにクローズさせるのを促
す為のガイダンス情報の報知要求がオペレータ自身から入力された場合には、制御部２０
５は該ガイダンス情報を本形態のＵＩ部により報知させる。
【０３５５】
　例えば、上記ケースＺにて、ジョブＺの印刷開始前の時点及びジョブＺの印刷中の時点
並びにジョブＺの印刷開始後の時点のどのタイミングでも、制御部２０５は、表示部４０
１にて「システム状況／中止」キー６１７を有効表示状態とする。そして、これらのどの
タイミングにおいても、該キー６１７のオペレータ入力に応答して、制御部２０５は、ジ
ョブＺの処理に影響の無い上記中綴じ製本機の前カバーをオペレータによりクローズさせ
る為のガイダンス情報を表示部４０１により表示可能にする。
【０３５６】
　この構成により、例えば、処理すべきジョブの処理に影響のないインラインフィニッシ
ャの可動ユニットをクローズさせる方法等をオペレータ自らが望むならば、タイムリーに
提示可能となる。このような操作性向上効果が上記効果に加えて更に図れる。
【０３５７】
　又、本実施形態にて、可動ユニットに係る情報として、制御部２０５が、報知ユニット
としても機能する本実施形態のＵＩ部の１例に該当する操作部２０４の表示部４０１に表
示させる報知情報は、大別すると例えば以下の４種類である。
【０３５８】
　（１）処理対象のジョブの処理に影響のある可動ユニットがオープン状態であることを
オペレータに通知可能にする為のステータス情報。
【０３５９】
　（２）処理対象のジョブの処理に影響の無い可動ユニットがオープン状態にあることを
オペレータに通知可能にする為のステータス情報。
【０３６０】
　（３）処理対象のジョブの処理に影響のある可動ユニットをオペレータによりクローズ
させる為のガイダンス情報。
【０３６１】
　（４）処理対象のジョブの処理に影響の無い可動ユニットをオペレータによりクローズ
させる為のガイダンス情報。
【０３６２】
　本実施形態にて、これら（１）～（４）のうちの、（１）と（２）の報知情報は、表示
部４０１の表示領域最下方に位置するステータスラインにて表示可能に制御部２０５によ
り制御する。これらは、システム１０００のステータス情報として利用可能な情報である
。
【０３６３】
　尚、（１）の情報も（２）の情報も、オペレータからの明示的な表示指示の入力無しに
、可動ユニットのステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化した事に応じて、自
動的に、該ステータスラインにて表示可能に、制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０３６４】
　又、このオープン状態の可動ユニットのステータス情報は、ステータスがオープン状態
からクローズ状態へ変化するまでの期間中は、ステータスラインにて有効表示状態を維持
させるよう制御部２０５により制御する。
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【０３６５】
　例えば、処理対象のジョブの処理に影響の無い可動ユニットがオープン状態である事を
示すステータス情報をステータスラインにて表示させた状態のままでも、制御部２０５は
、以下の（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）のどの画面でも、表示部４０１により表示可能にする。
この具体例は後述する。
【０３６６】
　（Ａ）処理対象のジョブの印刷処理条件を設定するための画面。
【０３６７】
　（Ｂ）処理対象のジョブの印刷実行要求を受付ける為の画面。
【０３６８】
　（Ｃ）処理対象のジョブの印刷処理中における進捗情報を示す画面。
【０３６９】
　又、これら、オープン状態の可動ユニットのステータス情報を、一画面上で複数同時に
表示可能に構成しても良い。但し、ステータスラインにて可動ユニットのオープン状態を
示すステータス情報を表示させる場合、制御部２０５は、複数のステータス情報を同時に
表示させる事は禁止し、優先順位に応じた順序で、順次切り換えて表示させる。この具体
例も後述する。
【０３７０】
　又、本実施形態にて、これら（１）～（４）のうちの、（３）と（４）の報知情報は、
オペレータのとるべき行動を促す為のガイダンス情報として利用可能にした情報である。
【０３７１】
　但し、（３）の報知情報は、処理すべきジョブに関連付けられたジョブ情報として、制
御部２０５は、表示部４０１によりポップアップ表示可能に制御する。又、この（３）の
報知情報もオペレータからの明示的な表示指示の入力無しに、表示可能に制御する。
【０３７２】
　例えば、この（３）の報知情報は、処理すべきジョブの処理に影響のある可動ユニット
のステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化した事に応じて、自動的に、表示部
４０１によりポップアップ表示可能に、制御部２０５が制御する。但し、この（３）の情
報は、オペレータからの明示的な指示が操作部２０４により入力された場合にも、表示部
４０１により表示可能に制御部２０５が制御する。
【０３７３】
　又、上記（４）の報知情報は、オペレータからの明示的な指示が操作部２０４により入
力された場合に、表示部４０１により表示可能に制御部２０５が制御する。但し、少なく
とも、この（４）の報知情報は、処理すべきジョブの印刷処理の開始に先立ち自動的に表
示部４０１により表示されないように制御部２０５が制御する。
【０３７４】
　尚、本実施形態では、上記報知情報を含む本実施形態に開示のオペレータに報知対象と
なる各種報知情報の報知方法として、上記例示が如くの表示機能を備えたユニットによる
表示処理を採用しているが、これに限定しなくても良い。例えば、音声出力機能を備えた
ユニットにより本実施形態に開示の各種報知情報を音声出力させる構成でも良い。又、例
えばプリンタ部２０３など、プリンタ機能を備えたユニットにより本実施形態に開示の各
種報知情報を印刷出力させる構成でも良い。このように、システム１０００を操作するオ
ペレータなど、本形態に開示の報知情報を伝えるべきユーザに、本形態に開示の報知情報
が伝達可能に構成されているならば、如何なる構成でも良い。但し、これは、本形態に開
示の効果を更に向上可能とする仕組みの１例であるが故に、必ずしも必須要件では無くて
も良い。上述の制御例の説明に戻る。
【０３７５】
　以上のジョブＸ、Ｙ、Ｚで例示の各制御例は、コンティニアスラン動作における１つの
ジョブに係る選択的なジョブ処理制御並びに表示制御の代表例である。この本実施形態に
おけるコンティニアスラン動作に関する制御の更なる具体例を、システム１０００が図８
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Ｂのシステム構成である場合でもって、以下に説明する。以下の制御例は、コンティニア
スラン動作における複数のジョブに係る制御例である。
【０３７６】
　例えば、システム１０００が図８Ｂのシステム構成であることを制御部２０５が確認し
たとする。且つ、図８Ｂの大容量スタッカのスタックトレイに積載済のスタッカジョブ（
以下、スタッカジョブ８Ａと呼ぶ）の印刷物を取出すべくオペレータからスイッチ２００
１を介してオープン要求がなされたことを受けて、図８Ｂの該スタッカのドア２００２が
現在オープン状態期間中であることを制御部２０５が確認したとする。この２つの確認を
制御部２０５が行ったケース（以下、ケース８Ａと呼ぶ)に該当する場合、制御部２０５
は、該スタッカジョブ８Ａに後続する後続ジョブがＨＤ２０９に存在するかを検索する。
【０３７７】
　このケース８Ａの場合にて、該ジョブ８Ａの後に印刷実行要求を受付けた後続ジョブが
存在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図８Ｂの大容量
スタッカによるシート処理を要する後続ジョブ（以下、ジョブ８Ｂと呼ぶ）であることを
制御部２０５が確認したとする。このケース（以下、ケース８Ｂと呼ぶ）の場合、制御部
２０５は、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、該ジョブ８
Ｂの印刷処理を印刷装置１００により開始させることを禁止する。且つ、このケース８Ｂ
の場合、該ジョブ８Ｂは印刷待機状態を維持するように制御部２０５は印刷装置１００を
制御する。
【０３７８】
　尚、該ケース８Ｂの場合、ジョブ８Ｂの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力された
時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図８Ｂの大容量スタッカの
ドア２００２はオープン状態期間中である。又、このジョブ８Ｂは、図８Ｂの大容量スタ
ッカの排紙先への印刷物の排出を要するジョブに該当する。
【０３７９】
　故に、該ケース８Ｂの場合、制御部２０５は、印刷実行要求が入力されても上述の如く
ジョブ８Ｂの印刷処理は禁止するだけでなく、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２を
クローズさせる為のガイダンス情報を自動的に表示部４０１により表示させる。
【０３８０】
　即ち、ケース８Ｂの場合は、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２をクローズさせる
為のガイダンス情報の報知が操作部２０４により実行される事無しに該ジョブ８Ｂの印刷
処理を印刷装置１００により開始実行させる事は、禁止する。このケース８Ｂでは、この
ガイダンス情報の報知後にオペレータが該ドア２００２をクローズした事を条件に（即ち
、オープン状態からクローズ状態へのドア２００２のステータスの変化に応じて）、該ジ
ョブ８Ｂの印刷処理の実行を制御部２０５は許可する。ケース８Ｂにて、制御部２０５は
、このような制御を印刷システム１０００にて該ジョブ８Ｂのために実行する。
【０３８１】
　又、ケース８Ａの場合にて、ジョブ８Ａの後に印刷実行要求を受付けた後続ジョブが存
在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図８Ｂの大容量ス
タッカよりも後段（下流側）に位置するインラインフィニッシャに該当する図８Ｂの糊付
け製本機による糊付け処理を要するジョブ（以下、ジョブ８Ｃと呼ぶ）である事を制御部
２０５が確認したとする。このケース（以下、ケース８Ｃと呼ぶ）の場合、制御部２０５
は、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、当該ジョブ８Ｃの
印刷処理を印刷装置１００により開始させることを許可する。
【０３８２】
　例えば、該ケース８Ｃの場合、図８Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態
は維持したまま、制御部２０５は、このジョブ８Ｃの印刷データをＨＤ２０９から読み出
してプリンタ部２０３により印刷させる。且つ、該ケース８Ｃの場合、図８Ｂのスタッカ
のドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、プリンタ部２０
３により該ジョブ８Ｃの印刷データが印刷されたシートを、図８ＢのＡ点⇒図８Ｂの大容
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量スタッカ内部のスルーパス⇒図８ＢのＢ点という一連の搬送経路を介して通過させる。
このような方法で、制御部２０５は、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン
状態期間中に、印刷装置１００の内部から図８Ｂの糊付け製本機の内部への該ジョブ８Ｃ
のシート供給動作をシステム１０００により実行させる。且つ、該ケース８Ｃの場合、図
８Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、
この印刷装置１００の内部から供給された該ジョブ８Ｃのシート（印刷媒体）に対する糊
付け製本処理を、図８Ｂの糊付け製本機により実行させる。これにより、図８Ｂのスタッ
カのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、このジョブ８
Ｃのシステム１０００における処理を完了させる。
【０３８３】
　尚、該ケース８Ｃの場合でも、ジョブ８Ｃの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力さ
れた時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図８Ｂの大容量スタッ
カのドア２００２はオープン状態である。しかし、ジョブ８Ｃは、図８Ｂの大容量スタッ
カの排紙先への印刷物の排出は不要なジョブに該当する。
【０３８４】
　故に、該ケース８Ｃの場合、ジョブ８Ｃの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力され
た時点にて、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにクローズさせる為の
ガイダンス情報を表示部４０１により自動的に表示させることは、禁止する。且つ、該ケ
ース８Ｃの場合、該ドア２００２がオープン状態のままであっても、該ジョブ８Ｃの印刷
処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０３８５】
　即ち、ケース８Ｃの場合、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにクロ
ーズさせる為のガイダンス情報の報知を操作部２０４により自動的に実行させる事無しに
該ジョブ８Ｃの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０３８６】
　ケース８Ｃに該当する場合は、制御部２０５は、このような制御を印刷システム１００
０にて該ジョブ８Ｃのために実行する。
【０３８７】
　又、ケース８Ａの場合にて、該ジョブ８Ａの後に印刷実行要求を受付た後続ジョブが存
在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図８Ｂの糊付け製
本機よりも後段に位置するインラインフィニッシャに該当する図８Ｂの中綴じ製本機によ
るシート処理を要する後続ジョブ（以下、ジョブ８Ｄと呼ぶ）である事を制御部２０５が
確認したとする。このケース（以下、ケース８Ｄと呼ぶ）の場合、制御部２０５は、図８
Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、当該ジョブ８Ｄの印刷処理
を印刷装置１００により開始させることを許可する。
【０３８８】
　例えば、このケース８Ｄの場合、図８Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状
態は維持したまま、制御部２０５は、このジョブ８Ｄの印刷データをＨＤ２０９から読み
出してプリンタ部２０３により印刷させる。且つ、該ケース８Ｄの場合、図８Ｂのスタッ
カのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、プリンタ部２
０３により該ジョブ８Ｄの印刷データが印刷されたシートを、図８ＢのＡ点⇒図８Ｂの大
容量スタッカ内部のスルーパス⇒図８ＢのＢ点⇒図８ＢのＣ点という一連の搬送経路を介
して通過させる。このような方法で、制御部２０５は、図８Ｂの大容量スタッカのドア２
００２がオープン状態期間中に、印刷装置１００の内部から図８Ｂの中綴じ製本機の内部
への該ジョブ８Ｄのシート供給動作をシステム１０００により実行させる。且つ、このケ
ース８Ｄの場合、図８Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま
、制御部２０５は、この印刷装置１００の内部から供給された該ジョブ８Ｄのシート（印
刷媒体）に対するシート処理を図８Ｂの中綴じ製本機により実行させる。これにより、図
８Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、
このジョブ８Ｄのシステム１０００における処理を完了させる。
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【０３８９】
　尚、該ケース８Ｄの場合でも、ジョブ８Ｄの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力さ
れた時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図８Ｂの大容量スタッ
カのドア２００２はオープン状態である。しかし、ジョブ８Ｄは、ジョブ８Ｃと同様に、
図８Ｂの大容量スタッカの排紙先への印刷物の排出が不要なジョブに該当する。
【０３９０】
　故に、このケース８Ｄの場合でも、ジョブ８Ｄの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入
力された時点にて、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２をクローズさせる為のガイダ
ンス情報を操作部２０４により自動的に表示させることは、禁止する。且つ、該ケース８
Ｄの場合、該ドア２００２がオープン状態のままであっても、該ジョブ８Ｄの印刷処理を
印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０３９１】
　即ち、ケース８Ｄの場合も、図８Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにク
ローズさせる為のガイダンス情報の報知を操作部２０４により自動的に実行させる事無し
に該ジョブ８Ｄの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０３９２】
　ケース８Ｄに該当する場合、制御部２０５は、このような制御を印刷システム１０００
にて該ジョブ８Ｄのために実行する。
【０３９３】
　以上の、ケース８Ｂ、ケース８Ｃ、ケース８Ｄの各ケースにおける３種類の制御例の如
く、本実施形態では、処理すべきジョブの処理条件とシステム１０００の可動ユニットの
ステータス情報に基いて選択的なジョブ制御を制御部２０５が実行する。しかも、この、
ジョブ制御に連動して、処理すべきジョブの処理条件と可動ユニットのステータス情報に
基いた表示制御も選択的に制御部２０５が実行する。
【０３９４】
　次に、コンティニアスラン動作における複数のジョブに係る制御例の更なる具体例を以
下に説明する。
【０３９５】
　例えば、システム１０００が図９Ｂのシステム構成であることを制御部２０５が確認し
たとする。且つ、図９Ｂの大容量スタッカのスタックトレイに積載済のスタッカジョブ（
以下、スタッカジョブ９Ａと呼ぶ）の印刷物を取出すべくオペレータからスイッチ２００
１を介してオープン要求がなされたことを受けて、図９Ｂの該スタッカのドア２００２が
現在オープン状態期間中であることを制御部２０５が確認したとする。この２つの確認を
制御部２０５が行ったケース（以下、ケース９Ａと呼ぶ)に該当する場合、制御部２０５
は、該スタッカジョブ９Ａに後続する後続ジョブがＨＤ２０９に存在するかを検索する。
【０３９６】
　このケース９Ａの場合において、該ジョブ９Ａの後に印刷実行要求を受付けた後続ジョ
ブが存在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図９Ｂの大
容量スタッカによるシート処理を要する後続ジョブ（以下、ジョブ９Ｂと呼ぶ）である事
を制御部２０５が確認したとする。このケース（以下、ケース９Ｂと呼ぶ）の場合、制御
部２０５は、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、当該ジョ
ブ９Ｂの印刷処理を印刷装置１００により開始させることを禁止する。且つ、このケース
９Ｂの場合、該ジョブ９Ｂは印刷待機状態を維持するように制御部２０５は印刷装置１０
０を制御する。
【０３９７】
　尚、該ケース９Ｂの場合、ジョブ９Ｂの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力された
時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図９Ｂの大容量スタッカの
ドア２００２はオープン状態期間中である。又、このジョブ９Ｂは、図９Ｂの大容量スタ
ッカの排紙先への印刷物の排出を要するジョブに該当する。
【０３９８】
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　故に、該ケース９Ｂの場合、印刷実行要求が入力されても上述の如くジョブ９Ｂの印刷
処理は禁止するだけでなく、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにより
クローズさせる為のガイダンス情報を表示部４０１により自動的に表示させる。
【０３９９】
　即ち、ケース９Ｂの場合、ドア２００２をオペレータにクローズさせる為のガイダンス
情報の報知を操作部２０４により自動的に実行させる事無しに該ジョブ９Ｂの印刷処理を
印刷装置１００により実行させる事は、禁止する。
【０４００】
　且つ、該ケース９Ｂの場合、当該情報の報知の実行後にオペレータが該ドア２００２の
クローズした事を条件に（即ち、図９Ｂの大容量スタッカのステータスがオープン状態か
らクローズ状態へ変化した事に応じて）、該ジョブ９Ｂの印刷処理の実行を許可する。
【０４０１】
　ケース９Ｂに該当する場合、制御部２０５は、このような制御を印刷システム１０００
にて該ジョブ９Ｂのために実行する。
【０４０２】
　又、ケース９Ａの場合において、該ジョブ９Ａの後に印刷実行要求を受付けた後続ジョ
ブが存在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図９Ｂの大
容量スタッカよりも前段（上流側）に位置するインラインフィニッシャに該当する図９Ｂ
の糊付け製本機による糊付け処理を要する後続ジョブ（以下、ジョブ９Ｃと呼ぶ）である
事を制御部２０５が確認したとする。このケース（以下、ケース９Ｃと呼ぶ）の場合、制
御部２０５は、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、当該ジ
ョブ９Ｃの印刷処理を印刷装置１００により開始させることを許可する。
【０４０３】
　例えば、このケース９Ｃの場合、図９Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状
態は維持したまま、制御部２０５は、このジョブ９Ｃの印刷データをＨＤ２０９から読み
出してプリンタ部２０３により印刷させる。且つ、該ケース９Ｃの場合、図９Ｂのスタッ
カのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、プリンタ部２
０３により該ジョブ９Ｃの印刷データが印刷されたシートを、図９ＢのＡ点を介して通過
させる。このような方法で、制御部２０５は、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２が
オープン状態期間中に、印刷装置１００の内部から図９Ｂの糊付け製本機の内部への該ジ
ョブ９Ｃのシート供給動作をシステム１０００により実行させる。
【０４０４】
　且つ、このケース９Ｃの場合、図９Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態
は維持したまま、制御部２０５は、この印刷装置１００の内部から供給された該ジョブ９
Ｃのシート（印刷媒体）に対する糊付け製本処理を図９Ｂの糊付け製本機により実行させ
る。これにより、図９Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま
、制御部２０５は、このジョブ９Ｃのシステム１０００における処理を完了させる。
【０４０５】
　尚、該ケース９Ｃの場合でも、ジョブ９Ｃの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力さ
れた時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図９Ｂの大容量スタッ
カのドア２００２はオープン状態である。しかし、ジョブ９Ｃは、図９Ｂの大容量スタッ
カの排紙先への印刷物の排出が不要なジョブに該当する。
【０４０６】
　故に、該ケース９Ｃの場合、ジョブ９Ｃの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力され
た時点にて、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにクローズさせる為の
ガイダンス情報を表示部４０１により自動的に表示させることは、禁止する。且つ、該ケ
ース９Ｃの場合、該ドア２００２がオープン状態のままであっても、該ジョブ９Ｃの印刷
処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０４０７】
　即ち、ケース９Ｃの場合、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにクロ
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ーズさせる為のガイダンス情報を操作部２０４により自動的に報知させる事無しに該ジョ
ブ９Ｃの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０４０８】
　ケース９Ｃに該当する場合、制御部２０５は、このような制御を印刷システム１０００
にて該ジョブ９Ｃのために実行する。
【０４０９】
　また、ケース９Ａの場合にて、該ジョブ９Ａの後に印刷実行要求を受付けた後続ジョブ
が存在する事を制御部２０５が確認したとする。且つ、この後続ジョブは、図９Ｂの大容
量スタッカよりも後段に位置するインラインフィニッシャに該当する図９Ｂの中綴じ製本
機によるシート処理を要する後続ジョブ（以下、ジョブ９Ｄと呼ぶ）である事を制御部２
０５が確認したとする。このケース（以下、ケース９Ｄと呼ぶ）の場合、制御部２０５は
、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２がオープン状態期間中に、当該ジョブ９Ｄの印
刷処理を印刷装置１００により開始させることを許可する。
【０４１０】
　例えば、このケース９Ｄの場合、図９Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状
態は維持したまま、制御部２０５は、このジョブ９Ｄの印刷データをＨＤ２０９から読み
出してプリンタ部２０３により印刷させる。且つ、該ケース９Ｄの場合、図９Ｂのスタッ
カのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、プリンタ部２
０３により該ジョブ９Ｄの印刷データが印刷されたシートを、図９ＢのＡ点⇒図９ＢのＢ
点⇒図９Ｂの大容量スタッカ内部のスルーパス⇒図９ＢのＣ点という一連の搬送経路を介
して通過させる。このような方法で、制御部２０５は、図９Ｂの大容量スタッカのドア２
００２がオープン状態期間中に、印刷装置１００の内部から図９Ｂの中綴じ製本機の内部
への該ジョブ９Ｄのシート供給動作をシステム１０００により実行させる。且つ、該ケー
ス９Ｄの場合、図９Ｂのスタッカのドア２００２のオープン状態は維持したまま、この印
刷装置１００の内部から供給された該ジョブ９Ｄのシート（印刷媒体）に対するシート処
理（例えば中綴じ製本処理）を図９Ｂの中綴じ製本機により実行させる。これにより、図
９Ｂのスタッカのドア２００２がオープンされた状態は維持したまま、制御部２０５は、
このジョブ９Ｄのシステム１０００における処理を完了させる。
【０４１１】
　尚、該ケース９Ｄの場合でも、ジョブ９Ｄの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入力さ
れた時点（例えば、スタートキー５０３が押下された時点）にて、図９Ｂの大容量スタッ
カのドア２００２はオープン状態である。しかし、ジョブ９Ｄは、ジョブ９Ｃと同様に、
図９Ｂの大容量スタッカの排紙先への印刷物の排出が不要なジョブに該当する。
【０４１２】
　故に、このケース９Ｄの場合でも、ジョブ９Ｄの印刷実行要求がＵＩ部でオペレータ入
力された時点にて、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにクローズさせ
る為のガイダンス情報を表示部４０１により自動的に表示させることは、禁止する。且つ
、該ケース９Ｄの場合、該ドア２００２がオープン状態のままであっても、該ジョブ９Ｄ
の印刷処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０４１３】
　即ち、ケース９Ｄの場合も、図９Ｂの大容量スタッカのドア２００２をオペレータにク
ローズさせる為のガイダンス情報を操作部２０４により自動的に報知させる事無しに該ジ
ョブ９Ｄの印刷処理を印刷装置１００により開始させる事を、許可する。
【０４１４】
　ケース９Ｄに該当する場合、制御部２０５は、このような制御を印刷システム１０００
にて該ジョブ９Ｄのために実行する。
【０４１５】
　以上のケース８Ａ～ケース９Ｄを用いて例示の各種のジョブ制御と表示制御も、コンテ
ィニアスラン動作における制御の代表例である。これは、以下の制御をシステム１０００
のために実行可能にした構成における、代表例の１つであることを意味する。
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【０４１６】
　例えば、オペレータによるシートの取出作業にて可動ユニットのオープン動作を要する
シート処理装置（以下、第１シート処理装置）によるシート処理を要する第１ジョブの印
刷実行要求を印刷装置１００が受付けたとする。その後、該第１ジョブの印刷処理を行っ
た後に、これに後続するジョブとして、第２ジョブの印刷実行要求を印刷装置１００が受
付けたとする。
【０４１７】
　もし、この第１ジョブの後に受付けた該第２ジョブが、該第１ジョブのシート処理にて
利用対象の該第１シート処理装置によるシート処理を要するジョブに該当したとする。且
つ、該第１シート処理装置の可動ユニットのステータスがオープン状態のままであるとす
る。以下、これを第１ケースと呼ぶ。
【０４１８】
　この第１ケースに相当する判断を制御部２０５が下した場合、制御部２０５は、該第１
シート処理装置の可動ユニットがオープン状態のままで該第２ジョブの印刷処理を印刷装
置１００により実行する事を禁止する。しかも、該第１ケースの場合、制御部２０５は、
該第２ジョブの印刷実行要求が入力された際に、該第１シート処理装置の可動ユニットを
オペレータにクローズさせる為のガイダンス情報をＵＩ部により自動的に報知させる。即
ち、該第１ケースの場合にて、該第２ジョブの印刷実行要求が入力されても、当該ガイダ
ンス情報を操作部２０４により自動的に報知させる事無しに該第２ジョブの印刷処理を印
刷装置１００により実行させる事は、禁止する。
【０４１９】
　以上の、第１ケースにて実行する制御を本実施形態では制御部２０５が実行する。
【０４２０】
　一方、もし、上記第２ジョブが、該第１ジョブのシート処理にて利用対象の第１シート
処理装置によるシート処理を要するジョブに該当しなかったとする。但し、該第１シート
処理装置の可動ユニットのステータスはオープン状態のままであるとする。以下、これを
第２ケースと呼ぶ。
【０４２１】
　この第２ケースに相当する判断を制御部２０５が下した場合、制御部２０５は、該第１
シート処理装置の可動ユニットがオープンされた状態のままで当該第２ジョブの印刷処理
を印刷装置１００により実行する事を許可する。しかも、該第２ケースの場合、該第２ジ
ョブの印刷実行要求が入力された際に、該第１シート処理装置の可動ユニットをオペレー
タにクローズさせる為のガイダンス情報をＵＩ部により自動的に報知させる事は、禁止す
る。即ち、この第２ケースの場合、該第２ジョブの印刷実行要求の入力を契機に、該ガイ
ダンス情報をＵＩ部により自動的に報知させる事無しに該第２ジョブの印刷処理を印刷装
置１００により開始させる事を、許可する。
【０４２２】
　以上の、第２ケースにて実行する制御を本実施形態では制御部２０５が実行する。
【０４２３】
　尚、該第２ケースでは、第１シート処理装置の可動ユニットがオープン状態のままでも
、印刷処理がなされた当該第２ジョブのシートの全てを、該第２ジョブのシート処理に利
用するシート処理装置（以下、第２シート処理装置）内部に搬送させる。且つ、この可動
ユニットのオープン状態は維持したまま、該第２シート処理装置により該第２ジョブにて
要するシート処理を該第２ジョブの１束分のシートに対して実行させる。
【０４２４】
　以上の、上記状況下における制御も本実施形態では、制御部２０５がシステム１０００
の為に実行する。
【０４２５】
　以上、ケース８Ａ～ケース９Ｄ、及び、第１ケースと第２ケースの夫々にて開示の制御
例のように、印刷システム１０００にて可能な限り生産性と操作性の両者を向上させる仕



(52) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

組みが、本実施形態で開示するコンティニアスラン動作の制御例である。
【０４２６】
　又、上述の図８Ｂを用いた制御例と図９Ｂを用いた制御例を比較しても分るように、コ
ンティニアスラン動作に係る制御においても、システム１０００のシステム構成が異なる
毎に、制御部２０５により実行するジョブ制御を異ならせる。制御部２０５は、この制御
においても、冒頭で説明したシステム構成情報や各インラインフィニッシャのステータス
情報や印刷装置１００が印刷実行要求を受付けた各ジョブの印刷処理条件情報を、利用す
る。後述する各種制御例も、このコンティニアスラン動作に関する制御である。
【０４２７】
　尚、留意点として、本形態にて述べているシート処理（後処理と同義）とは、例えば、
図７のＵＩ画面や図１７ＢのＵＩ画面にてオペレータにより処理対象のジョブの為に実行
要求がなされる対象の各種の後処理（ソート、ステイプル、断裁、シフト排紙、中綴じ製
本、折り処理、くるみ製本処理、天糊製本処理、大量積載処理）等を意味する。但し、シ
ステム１０００内部のシート搬送路にて印刷媒体を搬送させる等の、シートの搬送処理は
、本形態で述べている「処理対象のジョブにて要するシート処理（後処理）」には該当し
ない。
【０４２８】
　以上のコンティニアスラン動作の制御の１つとして、制御部２０５は、シート処理装置
からのオペレータによるシートの取出対象となるジョブの後に印刷実行要求がなされた後
続ジョブの印刷動作の開始を禁止したり、許可したりする。又、これに連動した表示制御
も制御部２０５により実行可能にする。
【０４２９】
　以上のような構成も、印刷装置に対して物理的接続関係にあり且つ電気的接続関係にあ
るインラインフィニッシャ固有の構成を前提した構成の代表例の１つである。
【０４３０】
　以上のような構成を前提とし、本印刷システム１０００が具備する制御部の一例に該当
する制御部２０５は、以下に例示の制御を実行する。
【０４３１】
　尚、以下に例示の制御を説明する前に前提的な構成要件についてここで補足しておく。
【０４３２】
　前提として、本システム１０００は、複数のジョブのデータを記憶可能なＨＤ２０９の
データの印刷処理を実行可能なプリンタ部２０３を具備する印刷装置１００を具備する。
且つ、該システム１０００は、印刷装置１００に対して接続可能な、該プリンタ部２０３
により印刷がなされたジョブのシートに対するシート処理を実行可能な複数台のシート処
理手段２００ａ～ｎを具備する。これらのシート処理装置は、各装置毎に、自装置でシー
ト処理を施した印刷物をオペレータにより取出可能に構成している。且つ、本システム１
０００は、該印刷装置１００のプリンタ部２０３から、これら複数のシート処理装置に対
して、プリンタ部２０３により印刷がなされたジョブのシートを、選択的に、供給可能に
構成している。
【０４３３】
　本形態の制御部の一例に相当する制御部２０５は、以上のシステム構成を前提とし、以
下に例示が如くの制御を実行する。
【０４３４】
　ここでは、本形態の特長となるカバーオープン時の表示手段への表示方法と、ジョブの
動作制御についてどのように制御部２０５が制御を行うかを以下に説明する。より具体的
に説明するために、図８Ａおよび図８Ｂの印刷装置本体１００に対して、大容量スタッカ
２００ａ、糊付け製本機２００ｂ、中綴じ製本機２００ｃの順番で接続されている印刷シ
ステムのシステム構成の場合について、図２０以降の図面を用いて説明していく。
【０４３５】
　まず、システム１０００により印刷処理すべきジョブが存在しない場合にて印刷装置１
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００のカバーオープン状態である事を条件に制御部２０５が実行する表示制御について説
明する。この、印刷装置１００のカバーオープン状態とは、本形態に開示のオペレータに
よる手動操作可能な可動ユニットの１例に相当する、印刷装置１００自身のカバーユニッ
トがオープン状態である事を意味する。ここでは、印刷装置１００自身の筐体のフロント
カバーを例にとる。図２０は、印刷装置本体１００のカバーオープン状態にて制御部２０
５が操作部２０４のタッチパネル部４０１（表示部）に実行する表示制御の１例を示す図
である。同図において２０１１は、処理すべきジョブが存在せず、且つ、印刷装置１００
がスタンバイ状態である事を条件に、制御部２０５が表示部４０１に表示させる、表示画
面である。制御部２０５は、システム１０００の状態がこの状態である場合に、新規のジ
ョブを投入可能にシステム１０００を制御する。
【０４３６】
　この画面２０１１を表示させている状態にて、オペレータが印刷装置１００のカバーを
オープンすると、その旨を示す情報を内部の信号線を介して制御部２０５は受ける。この
情報通知を契機に制御部２０５は、カバーを閉めるように促す画面表示２０１２を表示部
４０１に表示させる。
【０４３７】
　このように、印刷装置１００自身が具備するオペレータの手動操作に応答可能な可動ユ
ニットがオープン状態である場合、制御部２０５は、該印刷装置１００に対する新規ジョ
ブの投入を出来ないように、新たな印刷実行要求の受付けを制限（禁止）する。又、この
ように、印刷装置１００自身のカバーオープン時は、他のシート処理装置群が動作可能状
態であっても、制御部２０５は、印刷装置１００による印刷処理の実行を禁止する。又、
この装置１００のカバーオープン時には、制御部２０５は、印刷処理を要する全てのジョ
ブの全ての動作を禁止するように制御する。その為にも、制御部２０５は、表示部４０１
の表示内容を、画面２０１２の表示内容とすることで、印刷処理を実行するための指示な
どの入力が実行不可状態となるよう制御する。
【０４３８】
　本実施形態にて、制御部２０５は、この画面２０１２を、印刷装置１００の可動ユニッ
トのステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化した事を契機に、表示部４０１に
自動的に表示させる。この画面２０１２は、印刷装置１００自身が具備する可動ユニット
をオペレータにクローズさせる為のガイダンス情報が具備されるように構成されている。
【０４３９】
　尚、画面２０１２の表示期間中でも、制御部２０５は、表示画面下方領域に位置する「
システム状況／中止」キーはオペレータにより押下可能に制御する。このキーは、システ
ム１０００のデバイス状況をオペレータに報知するための指示を入力する際等に利用され
る。
【０４４０】
　例えば、画面２０１２を表示部４０１に表示させている状況下にて同画面２０１２の「
システム状況／中止」キーがオペレータ入力されたとする。この「システム状況／中止」
キーの入力を契機に制御部２０５は、該画面２０１２に代わって、デバイス状況表示を行
う画面２０１３を、表示部４０１に、表示させる。
【０４４１】
　尚、上記ケースの場合、制御部２０５は、この画面２０１３を表示中でも、上記画面２
０１３を表示中でも、画面下方のステータスラインには、印刷装置１００のカバーがオー
プン状態である事を示すステータス情報の表示を維持させる。
【０４４２】
　次に、システム１０００により印刷処理すべきジョブが存在しない場合にてシート処理
装置が有するオペレータによる手動操作に応答可能な可動ユニットがオープン状態である
事を条件に、制御部２０５が実行する制御について説明する。この制御を、ここでは、図
２１Ａ、２１Ｂを用いて説明する。ここで述べる、シート処理装置とは、本実施形態にお
けるインラインフィニッシャに該当する。
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【０４４３】
　本形態にて、印刷装置１００の可動ユニットがクローズ状態である事を制御部２０５に
より確認する。且つ、システム１０００にて利用可能な複数のシート処理装置群２００の
うちの少なくとも何れかのシート処理装置が有する可動ユニットがオープン状態である事
を制御部２０５により確認する。
【０４４４】
　このケースの場合、制御部２０５は、印刷処理を要する新規ジョブの投入を許可する。
例えば、このケースの場合、制御部２０５は、新規ジョブの印刷処理条件の設定及び印刷
実行要求を操作部２０４を介して受付け可能に制御する。
【０４４５】
　但し、このケースでは、システム１０００のデバイスの状態としては、シート処理装置
が具備する可動ユニットがオープン状態である。故に、このステータス情報をオペレータ
に伝達するために、表示部４０１の表示画面領域の最下部のステータスラインに、当該情
報を示すメッセージ表示を行うように制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０４４６】
　以下、この、表示部４０１を具備する操作部２０４に対して制御部２０５が実行する表
示制御の具体例を、図２１Ａの表示画面２１０１～図２１Ｂの表示画面２１１６を用いて
説明する。尚、この図２１Ａ、図２１Ｂでは、オペレータによる手動操作に応答可能に構
成された本実施形態が開示する可動ユニットの代表例として、合計、１５個種類の可動ユ
ニットを例示する。又、この図２１Ａ、図２１Ｂの各表示は、少なくとも、印刷装置１０
０の可動ユニットはクローズ状態である事を制御部２０５が確認した事を前提に、実行さ
れる表示である。まず、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少な
くとも大容量スタッカが存在する事、及び、このスタッカの前カバー（図１９の前ドア２
００２に相当）がオープン状態である事を、制御部２０５が確認したとする。このケース
の場合、制御部２０５は、図２１Ａの画面２１０１を表示させる。この画面２１０１を介
して、制御部２０５は、当該前カバーがオープン状態である事を通知するメッセージをス
テータスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペ
レータから受付可能に操作部２０４を制御する。
【０４４７】
　このように、ステータスラインにて表示対象となる候補の１つに該当する画面２１０１
に例示のメッセージを、例えば、スタックトレイの印刷物を取り除くために該大容量スタ
ッカの前カバーが開いている事を条件に、制御部２０５は、表示部４０１に表示させる。
尚、この画面２１０１のステータスラインに表示させているステータス情報は、該スタッ
カの前カバーがクローズされた事を条件に消去するように、制御部２０５は表示部４０１
を制御する。次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４４８】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも大容量スタッカ
が存在するシステム構成である事、及び、該スタッカの上カバーがオープン状態である事
を、制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０１
に図２１Ａの画面２１０２を表示させる。この画面２１０２を介して、制御部２０５は、
当該上カバーがオープン状態である事を通知するメッセージをステータスラインにて表示
させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから受付可能に操
作部２０４を制御する。
【０４４９】
　本形態の大容量スタッカは、例えば該装置のストレートパス（図１１の内部構成参照）
でのジャム処理を行うためにオペレータによる開閉操作が可能な可動ユニットとして、上
カバーも具備する。、この上カバーがオペレータによりオープンされた事を確認した場合
に、制御部２０５は画面２１０２に例示のメッセージを表示部４０１に表示させる。尚、
この画面２１０２のステータスラインに表示させているステータス情報は該スタッカの上
カバーがクローズされた事を条件に消去するように、制御部２０５は表示部４０１を制御
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する次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４５０】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも大容量スタッカ
が存在する事、及び、このスタッカの排紙トレイカバーがオープン状態である事を、制御
部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０１に図２１
Ａの画面２１０３を表示させる。この画面２１０３を介して、制御部２０５は、当該排紙
トレイカバーがオープン状態である事を通知するメッセージをステータスラインにて表示
させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから受付可能に操
作部２０４を制御する。
【０４５１】
　本形態の大容量スタッカは、オペレータによる手動操作に応答可能に構成された可動ユ
ニットとして、エスケープパスからエスケープトレイへとシートを搬送する部分（図１１
の内部構成参照）に排紙トレイカバーを具備する。この排紙トレイカバーがオペレータに
よりオープンされた事を確認した場合に、制御部２０５は画面２１０３に例示のメッセー
ジを表示部４０１に表示させる。尚、この画面２１０３のステータスラインに表示させて
いるステータス情報は該排紙トレイカバーがクローズされた事を条件に消去するように、
制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０４５２】
　ここで、システム１０００の状況として、以上の、図２１Ａの画面２１０１～画面２１
０３の３種類の表示のうちの何れかの表示を操作部２０４に実行させている状況下にある
とする。即ち、システム１０００で利用可能なインラインフィニッシャに該当する大容量
スタッカが有する可動ユニット（この例では、前カバー、上カバー、排紙トレイカバーの
何れか）がオープン状態であるとする。この状況下にて、制御部２０５が印刷処理の開始
を許可する対象のジョブは、大容量スタッカによるシート処理が不要なジョブである。
【０４５３】
　例えば、図２１Ａの画面２１０１～２１０３の何れかの表示を制御部２０５が表示部４
０１に実行させた場合に、大容量スタッカによるシート処理が不要なジョブの印刷実行要
求がキー５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４５４】
　このケースの場合、制御部２０５は、この大容量スタッカの可動ユニットのオープン状
態を示すメッセージ表示はステータスライン上にて表示させたままの状態となるように当
該ステータス情報の表示は維持させる。
【０４５５】
　但し、このケースの場合、この大容量スタッカの可動ユニットをオペレータにクローズ
させる為のガイダンス情報の表示は表示部４０１により実行させる事無しに当該ジョブの
印刷処理を印刷装置１００により開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制
御する。
【０４５６】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、許可する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４５７】
　一方、画面２１０１～画面２１０３の何れかの表示を実行させている状況下では、特定
条件を満足しない限り、この大容量スタッカによるシート処理を要するジョブの印刷処理
の実行を禁止（制限）するように、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
【０４５８】
　例えば、図２１Ａの画面２１０１～２１０３の何れかの表示を制御部２０５が表示部４
０１に実行させた場合に、大容量スタッカによるシート処理を要するジョブの印刷実行要
求がキー５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４５９】
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　このケース場合、該ジョブの印刷実行要求は入力されたものの、制御部２０５は、該ジ
ョブの印刷処理の開始実行を禁止し、且つ、この大容量スタッカの可動ユニットをオペレ
ータにクローズさせる為のガイダンス情報の表示を表示部４０１により実行させる。
【０４６０】
　又、このケースの場合、このガイダンス情報の表示が表示部４０１により実行され、且
つ、この大容量スタッカの可動ユニットがオペレータによりクローズされた後に、このジ
ョブの印刷処理を開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
【０４６１】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、禁止する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４６２】
　尚、本形態では、この大容量スタッカの可動ユニットをオペレータにクローズさせる為
のガイダンス情報の表示として、例えば、後述の図２３の画面２３０４のポップアップ画
面の表示を１例として採用している。次に、上記画面２１０１～２１０３の制御例以外の
制御例を以下に記す。
【０４６３】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも糊付け製本機が
存在する事、及び、該糊付け製本機のインサータ（図１２の内部構成参照）がオープン状
態である事を、制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表
示部４０１に図２１Ａの画面２１０５を表示させる。この画面２１０５を介して、制御部
２０５は、このインサータがオープン状態である事を通知するメッセージをステータスラ
インにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから
受付可能に操作部２０４を制御する。この糊付け製本機のインサータやインサートトレイ
（図１２参照）も、該製本機内部のインサータパスの滞留用紙を取り除く作業の際にオペ
レータが開閉操作可能に構成されており、本実施形態の可動ユニットの１例である。尚、
この画面２１０５のステータスラインに表示させているメッセージは該糊付け製本機のイ
ンサータがクローズされた事を条件に消去するように、制御部２０５が表示部４０１を制
御する。次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。例えば、システム１０００のイン
ラインフィニッシャとして少なくとも糊付け製本機が存在する事、及び、該糊付け製本機
の上カバーがオープン状態である事を、制御部２０５が確認したとする。このケースの場
合、制御部２０５は、表示部４０１に図２１Ａの画面２１０６を表示させる。この画面２
１０６を介して、制御部２０５は、この糊付け製本機の上カバーがオープン状態である事
を通知するメッセージをステータスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理
条件や印刷実行要求をオペレータから受付可能に操作部２０４を制御する。この糊付け製
本機の上カバーも（図１２の内部構成参照）、ストレートパス部分の滞留用紙を取り除く
際にオペレータが開閉操作可能に構成されており、本形態の開閉ユニットの１例である。
尚、この画面２１０６のステータスラインに表示させているメッセージは該糊付け製本機
の上カバーがクローズされた事を条件に消去するように、制御部２０５が表示部４０１を
制御する。次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４６４】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも糊付け製本機が
存在する事、及び、該糊付け製本機の前カバーがオープン状態である事を、制御部２０５
が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０１に図２１Ａの画面
２１０７を表示させる。この画面２１０７を介して、制御部２０５は、この糊付け製本機
の前カバーがオープン状態である事を通知するメッセージをステータスラインにて表示さ
せた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから受付可能に操作
部２０４を制御する。尚、この画面２１０７のステータスラインに表示させているメッセ
ージは該糊付け製本機の前カバーがクローズされた事を条件に消去するように、制御部２
０５が表示部４０１を制御する。
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【０４６５】
　ここで、システム１０００の状況として、以上の、図２１Ａの画面２１０５～画面２１
０７の３種類の表示のうちの何れかの表示を操作部２０４に実行させている状況下にある
とする。即ち、システム１０００にて利用可能なインラインフィニッシャに該当する糊付
け製本機が具備するオペレータの手動操作に応答可能な可動ユニット（この例では、イン
サータ、上カバー、前カバーの少なくとも何れか）がオープン状態であるとする。この状
況下にて、制御部２０５が印刷処理の開始を許可する対象のジョブは、糊付け製本機によ
るシート処理が不要なジョブである。
【０４６６】
　例えば、図２１Ａの画面２１０５～２１０７の何れかの表示を制御部２０５が表示部４
０１に実行させた場合に、糊付け製本機によるシート処理が不要なジョブの印刷実行要求
がキー５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４６７】
　このケースの場合、制御部２０５は、この糊付け製本機の可動ユニットのオープン状態
を示すメッセージ表示はステータスライン上にて表示させたままの状態となるように当該
ステータス情報の表示は維持させる。
【０４６８】
　但し、このケースの場合、この糊付け製本機の可動ユニットをオペレータにクローズさ
せる為のガイダンス情報の表示は表示部４０１により実行させる事無しに当該ジョブの印
刷処理を印刷装置１００により開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御
する。
【０４６９】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、許可する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４７０】
　一方、画面２１０５～画面２１０７の何れかの表示を実行させている状況下では、特定
条件を満足しない限り、この糊付け製本機によるシート処理を要するジョブの印刷処理の
実行を禁止（制限）するように、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
【０４７１】
　例えば、図２１Ａの画面２１０５～２１０７の何れかの表示を制御部２０５が表示部４
０１に実行させた場合に、糊付け製本機によるシート処理を要するジョブの印刷実行要求
がキー５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４７２】
　このケース場合、該ジョブの印刷実行要求は入力されたものの、制御部２０５は、該ジ
ョブの印刷処理の開始実行を禁止し、且つ、この糊付け製本機の可動ユニットをオペレー
タにクローズさせる為のガイダンス情報の表示を表示部４０１により実行させる。
【０４７３】
　又、このケースの場合、このガイダンス情報の表示が表示部４０１により実行され、且
つ、この糊付け製本機の可動ユニットがオペレータによりクローズされた後に、このジョ
ブの印刷処理を開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
【０４７４】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、禁止する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４７５】
　尚、本形態では、この糊付け製本機の可動ユニットをオペレータにクローズさせる為の
ガイダンス情報の表示として、例えば、後述の図２５の画面２５０３のポップアップ画面
の表示を１例として採用している。
【０４７６】



(58) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

　次に、上記画面２１０５～２１０７の制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４７７】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本機が
存在する事、及び、該中綴じ製本機のＺ折り部（図１３内部構成参照）の上カバーがオー
プン状態である事を、制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５
は、表示部４０１に図２１Ａの画面２１０８を表示させる。且つ、この画面２１０８を介
して、制御部２０５は、このＺ折り部の上カバーがオープン状態である事を通知するメッ
セージをステータスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行
要求をオペレータから受付可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１０８のステ
ータスラインに表示させているメッセージは、このＺ折り部の上カバーがクローズされた
事を条件に消去するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。この、中綴じ製本
機のＺ折り部が具備する上カバーも（図１３の内部構成参照）、後段のシート処理装置へ
の搬送パス上の滞留紙を取り除く際等にオペレータが開閉操作可能な可動ユニットの１例
である。次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４７８】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本機が
存在する事、及び、該中綴じ製本機の上部に具備するインサータがオープン状態である事
を、制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０１
に図２１Ｂの画面２１０９を表示させる。且つ、この画面２１０９を介して、制御部２０
５は、このインサータがオープン状態である事を通知するメッセージをステータスライン
にて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから受付
可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１０９のステータスラインに表示させて
いるメッセージは該中綴じ製本機のインサータがクローズされた事を条件に消去するよう
に、制御部２０５が表示部４０１を制御する。この、中綴じ製本機が具備するインサータ
も（図１３の内部構成参照）、オペレータ操作に応答可能な可動ユニットの１例である。
次に、この制御例以外の制御例を以下に記す。
【０４７９】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本機が
存在する事、及び、該中綴じ製本機のＺ折り部が手前に引き出された状態である事を、制
御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０１に図２
１Ｂの画面２１１０を表示させる。且つ、この画面２１１０を介して、制御部２０５は、
このＺ折り部がオープン状態である事を通知するメッセージをステータスラインにて表示
させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレータから受付可能に操
作部２０４を制御する。尚、この画面２１１０のステータスラインに表示させているメッ
セージは該中綴じ製本機のＺ折り部が元の位置に戻された事を条件に消去するように、制
御部２０５が表示部４０１を制御する。この、中綴じ製本機のＺ折り部も（図１３の内部
構成参照）、オペレータの手動操作に応答可能に構成された可動ユニットの１例である。
【０４８０】
　この、図１３に内部構造が示される中綴じ製本機は、上記可動ユニット以外にも、オペ
レータによる手動操作可能な他の可動ユニットを有している。図２１Ｂの画面２１１１～
画面２１１６にて例示のステータスラインにて表示対象の情報は、これに該当する可動ユ
ニットがオープン状態の際に表示させる情報である。
【０４８１】
　例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本機が
存在し、且つ、この中綴じ製本機のパンチャ部やステープラが内蔵される筐体の前カバー
がオープン状態である事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２
０５は、表示部４０１に図２１Ｂの画面２１１１を表示させる。且つ、この画面２１１１
を介して、制御部２０５は、この中綴じ製本機の前カバーがオープン状態である事を通知
するメッセージをステータスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や
印刷実行要求をオペレータから受付可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１１
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１のステータスラインに表示させているメッセージは該中綴じ製本機の前カバーがクロー
ズされた事を条件に消去するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。
【０４８２】
　又、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本
機が存在し、且つ、この中綴じ製本機のパンチャ部やステープラが内蔵される筐体の上カ
バーがオープン状態である事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御
部２０５は、表示部４０１に図２１Ｂの画面２１１２を表示させる。且つ、この画面２１
１２を介して、制御部２０５は、この上カバーがオープン状態である事を通知するメッセ
ージをステータスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要
求をオペレータから受付可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１１２のステー
タスラインに表示させているメッセージは、この上カバーがクローズされた事を条件に消
去するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。
【０４８３】
　又、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本
機が存在し、且つ、この中綴じ製本機が具備するインサータのカバーがオープン状態であ
る事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０
１に図２１Ｂの画面２１１３を表示させる。且つ、この画面２１１３を介して、制御部２
０５は、このインサータのカバーがオープン状態である事を通知するメッセージをステー
タスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレー
タから受付可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１１３のステータスラインに
表示させているメッセージは、この中綴じ製本機のインサータのカバーがクローズされた
事を条件に消去するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。
【０４８４】
　上述の中綴じ製本機の前カバーや上カバーやインサータのカバーも、中綴じ製本機内部
の滞留紙を取り除く際等にオペレータが開閉操作可能な可動ユニットの１例である。
【０４８５】
　又、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本
機が存在し、且つ、この中綴じ製本機が具備するトリマ部のユニットが引き出されている
状態である事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表
示部４０１に図２１Ｂの画面２１１４を表示させる。且つ、該ケースの場合、画面２１１
４のように、このトリマ部のユニットが引き出されていた状態にある旨をステータスライ
ンでオペレータに通知した状態のままで新たなジョブの印刷実行要求をオペレータから受
付可能に、制御部２０５は操作部２０４を制御する。尚、この図２１Ｂの画面２１１４の
ステータスラインのメッセージは該トリマ部のユニットが元の位置に戻された事を条件に
消去するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。この、中綴じ製本機（図１３
の内部構成参照）のトリマ部のユニットも、オペレータの手動操作により引出可能に構成
されており、本形態に開示の可動ユニットの１例である。
【０４８６】
　又、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本
機が存在し、且つ、この中綴じ製本機が具備するトリマ部の上カバーがオープン状態であ
る事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０
１に図２１Ｂの画面２１１５を表示させる。且つ、該ケースの場合、画面２１１５のよう
に、このトリマ部の上カバーがオープン状態にある旨をステータスラインでオペレータに
通知した状態のままで新たなジョブの印刷実行要求をオペレータから受付可能に、制御部
２０５は操作部２０４を制御する。尚、この図２１Ｂの画面２１１５のステータスライン
のメッセージは該トリマ部の上カバーがクローズされた事を条件に消去するように、制御
部２０５が表示部４０１を制御する。
【０４８７】
　又、例えば、システム１０００のインラインフィニッシャとして少なくとも中綴じ製本
機が存在し、且つ、この中綴じ製本機が具備するトリマ部の前カバーがオープン状態であ
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る事を制御部２０５が確認したとする。このケースの場合、制御部２０５は、表示部４０
１に図２１Ｂの画面２１１６を表示させる。且つ、この画面２１１６を介して、制御部２
０５は、このトリマ部の前カバーがオープン状態である事を通知するメッセージをステー
タスラインにて表示させた状態のままで新規ジョブの処理条件や印刷実行要求をオペレー
タから受付可能に操作部２０４を制御する。尚、この画面２１１６のステータスラインに
表示させているメッセージは、このトリマ部の前カバーがクローズされた事を条件に消去
するように、制御部２０５が表示部４０１を制御する。
【０４８８】
　上述のトリマ部のユニットや上カバーや前カバーも、トリマ部の内部の滞留紙を取り除
く際等にオペレータが操作可能な可動ユニットの１例である。
【０４８９】
　ここで、システム１０００の状況として、以上の、図２１Ａの画面２１０８～図２１Ｂ
の画面２１１６の９種類の表示のうちの何れかの表示を操作部２０４に実行させている状
況下にあるとする。即ち、システム１０００にて利用可能なインラインフィニッシャに該
当する中綴じ製本機が具備する可動ユニットがオープン状態であるとする。この状況下に
て、制御部２０５が印刷処理の開始を許可する対象のジョブは、例えば、該中綴じ製本機
によるシート処理が不要なジョブである。
【０４９０】
　例えば、図２１Ａの画面２１０８～図２１Ｂの２１１６の何れかの表示を制御部２０５
が表示部４０１に実行させた場合に、中綴じ製本機によるシート処理が不要なジョブの印
刷実行要求がキー５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４９１】
　このケースの場合、制御部２０５は、この中綴じ製本機の可動ユニットのオープン状態
を示すメッセージ表示はステータスライン上にて表示させたままの状態となるように当該
ステータス情報の表示は維持させる。
【０４９２】
　但し、このケースの場合、この中綴じ製本機の可動ユニットをオペレータにクローズさ
せる為のガイダンス情報の表示は表示部４０１により実行させる事無しに当該ジョブの印
刷処理を印刷装置１００により開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御
する。
【０４９３】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、許可する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４９４】
　一方、画面２１０８～画面２１１６の何れかの表示を実行させている状況下では、特定
条件を満足しない限り、この中綴じ製本機によるシート処理を要するジョブの印刷処理の
実行を禁止（制限）するように、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
【０４９５】
　例えば、画面２１０８～画面２１１６の何れかの表示を制御部２０５が表示部４０１に
実行させた場合に、中綴じ製本機によるシート処理を要するジョブの印刷実行要求がキー
５０３によりオペレータ入力されたとする。
【０４９６】
　このケース場合、該ジョブの印刷実行要求は入力されたものの、制御部２０５は、該ジ
ョブの印刷処理の開始実行を禁止し、且つ、この中綴じ製本機の可動ユニットをオペレー
タにクローズさせる為のガイダンス情報の表示を表示部４０１により実行させる。
【０４９７】
　又、このケースの場合、このガイダンス情報の表示が表示部４０１により実行され、且
つ、この中綴じ製本機の可動ユニットがオペレータによりクローズされた後に、このジョ
ブの印刷処理を開始実行可能に、制御部２０５はシステム１０００を制御する。
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【０４９８】
　この制御は、「インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにクローズさせる
為のガイダンス情報を報知ユニットにより報知させる事無しに処理対象のジョブの印刷処
理を開始実行する事を、禁止する」制御に包含される制御例の１つに該当する。
【０４９９】
　尚、本形態では、この中綴じ製本機の可動ユニットをオペレータにクローズさせる為の
ガイダンス情報の表示として、例えば、後述の図２４の画面２４０３のポップアップ画面
の表示を１例として採用している。　以上、シート処理装置群２００の複数種類の可動ユ
ニットのうちの少なくとも何れかがオープン状態である事を制御部２０５が確認した事を
条件に、制御部２０５が実行する制御について、図２１Ａ～図２１Ｂを用いて例示した。
これらの図２１Ａの画面２１０１～図２１Ｂの画面２１１６の何れかの表示させる際の制
御部２０５が実行する制御は、図２０の画面２０１２や画面２０１３を表示させる際に制
御部２０５が実行する制御とは異なる。
【０５００】
　例えば、図２１Ａと図２１Ｂで例示の制御にて、制御部２０５は、表示画面最下部に位
置するステータスライン上にて、可動ユニットがオープン状態である旨を示すメッセージ
（ステータス情報）を表示させる。但し、制御部２０５は、このステータス情報の表示は
維持したままで、新規ジョブの印刷処理条件の設定や印刷実行要求の入力はオペレータに
より実行可能に、操作部２０４を制御する。
【０５０１】
　即ち、表示領域の全てを覆い尽くすような全画面表示を実行することでオペレータの一
切の操作を受付不可状態とし、これにより新規ジョブの投入を禁止するといった制御を、
この図２１Ａや図２１Ｂに例示の制御を実行する際には、実行しない。これは、新規に投
入されるジョブがどのインラインフィニッシャを使用するかが確定していない段階ではジ
ョブ実行を禁止せず、極力、システム１０００の連続運転を確保し高生産性で複数のジョ
ブを処理可能にする、本形態の効果を図る為の仕組みの１例である。しかも、この構成は
、極力、オペレータに余計な作業を要求する事無しに高操作性を維持した状態で、この効
果を、享受可能となるという、本形態の更なる効果を図る為の仕組みの１例である。
【０５０２】
　尚、図２１Ａと図２１Ｂで例示の計１５個の可動ユニットのうちの複数の可動ユニット
がシステム１０００にてオープン状態であるとする。この場合、図２１Ａ、２１Ｂの各画
面のステータスラインにて表示対象となる計１５種類のメッセージのうちの、オープン状
態に該当する複数の可動ユニットのステータス情報を、１個ずつ、順次、ステータスライ
ン上に表示させるよう制御部２０５が制御する。又、この際、制御部２０５は、例えば、
印刷装置１００に近い位置に存在するインラインフィニッシャの方から優先的に可動ユニ
ットのオープン状態を示すメッセージを表示させる。このように、複数箇所で可動ユニッ
トがオープン状態の場合、予め決められた優先順位に従って、これらの可動ユニットのス
テータス情報を表示させるように構成しても良い。又、このように、複数の可動ユニット
のステータス情報を表示させる場合、これらの情報を、一定間隔毎に自動的に切り替えて
ステータスライン上で表示させる。これにより、オープン状態の可動ユニットの各ステー
タス情報の全てのメッセージを自動表示させる。このような表示制御を制御部２０５によ
り実行しても良い。
【０５０３】
　次に、ジョブが投入された場合の制御について説明する。まず、上述に例示のどの可動
ユニットもシステム１０００にてオープンされていない場合（上記全ての可動ユニットが
クローズ状態期間中）にて、新規にジョブの実行要求を制御部２０５が受付けた際の制御
例を、図２２を用いて説明する。
【０５０４】
　尚、以後の説明にて記載の「カバーオープン無し」とは、上述例が如く、ジャム除去と
いったオペレータの手作業等に際しオペレータが手動操作可能な可動ユニットの全てがシ



(62) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

ステム１０００にてクローズ状態である事を意味する。又、以後の説明にて記載の「スタ
ンバイ状態」とは、印刷装置１００による印刷中断要因等が発生していない状態であり、
印刷装置１００が印刷可能な状態である事を意味する。
【０５０５】
　まず、システム１０００にてスタンバイ状態の場合、その旨をオペレータに通知可能に
すべく、制御部２０５は、図２２の画面２２０１を表示部４０１に表示させる。この画面
２２０１を介して、制御部２０５は、、新規ジョブの投入を待機する。
【０５０６】
　このスタンバイ状態にて、操作部２０４を用いて、オペレータが、処理すべき新たなジ
ョブの印刷処理条件の設定を行い、スタートキー５０３を押下したとする。このキー５０
３の押下により、制御部２０５は、当該ジョブの印刷開始要求がオペレータ入力されたと
判断する。且つ、これを契機に制御部２０５は、このジョブの印刷処理を印刷装置１００
により開始させる。
【０５０７】
　尚、このジョブがコピージョブであるとする。この場合、制御部２０５は、キー５０３
からの印刷開始要求の入力に応じ、まずは、該ジョブの印刷データの原稿読取処理をスキ
ャナ部２０１により実行させる。且つ、この読取処理がなされたジョブの印刷データをＨ
Ｄ２０９により記憶させる。その後、ＨＤ２０９に記憶された該ジョブの印刷データの印
刷をプリンタ部２０３により実行させる。このように印刷処理に先立ち該ジョブの読取処
理と記憶処理を実行する。
【０５０８】
　一方、上記ジョブがボックスジョブならば、操作部２０４からの印刷開始要求の入力に
先立ち事前にＨＤ２０９に該ジョブの印刷データは記憶済みである。故に、該ジョブがボ
ックスジョブならば、操作部２０４からの印刷開始要求の入力後に、該ジョブの読取処理
や記憶処理の実行無しに、ＨＤ２０９から該ジョブの印刷データを読み出してプリンタ部
２０３で印刷させる。
【０５０９】
　このように、本実施形態では、コピージョブやボックスジョブなど種々のジョブを印刷
対象のジョブとして取り扱うが、本形態に開示の制御は、これら種々のジョブに共通して
適用可能な制御である。
【０５１０】
　以上のような方法で、印刷開始要求がなされたジョブの処理を印刷装置１００により実
際に開始させた事に応じて制御部２０５は、そのジョブの進捗状況をオペレータに通知可
能に構成した表示画面を、表示部４０１に表示させる。
【０５１１】
　例えば、該ジョブがシステム１０００にて印刷処理中ならば、その進捗状況を示す表示
として、図２２の画面２２０２の表示を実行させる。本形態では、この画面２２０２の表
示のように、ジョブ実行中であることを示すポップアップ画面の表示を、制御部２０５が
表示部４０１に表示させる。尚、この画面２２０２で例示のポップアップ画面は、処理中
のジョブの進捗状況をリアルタイムにオペレータに通知可能に構成した画面であり、本形
態では、ジョブ処理状況画面と呼ぶ。
【０５１２】
　以上のような一連の処理を経て、このジョブの処理がシステム１０００にて完遂したと
する。この場合、これを契機に制御部２０５は、上記ジョブ処理状況画面を画面上から消
して（閉じて）、表示部４０１の表示内容がスタンバイ状態時の表示内容となるように、
表示部４０１を制御する。例えば、画面２２０２のポップアップ画面にて表示対象のジョ
ブの処理が終了した事に応じて、制御部２０５は、画面２２０１の表示内容と同じ画面２
２０３を表示部４０１に表示させる。
【０５１３】
　以上が、カバーオープン無しの期間中に制御部２０５が実行するジョブ実行制御、及び
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表示部４０１に対する表示制御の１例である。
【０５１４】
　この制御は、オペレータ操作可能な可動ユニットの全てがシステム１０００にてクロー
ズ状態期間中に実行対象となる制御である。即ち、可動ユニットのステータスがクローズ
状態からオープン状態に変化しなかったケースにおける制御例である。これに対し、以下
では、インラインフィニッシャの可動ユニットの何れかの可動ユニットがクローズ状態か
らオープン状態に変化したケースにて実行するガイダンス情報の報知制御や、その際のジ
ョブ制御について例示する。まず、オペレータ操作に伴い、システム１０００の大容量ス
タッカの前カバーのステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化したケースにて制
御部２０５が実行する制御を、図２３を用いて説明する。
【０５１５】
　まず、印刷装置１００がスタンバイ状態でありカバーオープン無し状態であることを確
認した事を契機に、制御部２０５は図２３の画面２３０１を表示部４０１に表示させる。
この状態の場合、制御部２０５は、ジョブ投入を許可する。本形態で述べるジョブ投入と
は、印刷処理を要するジョブの処理を実行させる要求（指示）を入力する事を意味する。
この状態で大容量スタッカの前カバーがオペレータにより開けられると、その旨を示す情
報を内部の信号線を介して大容量スタッカから制御部２０５へ通知する。この情報により
、この前カバーのステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化した事を制御部２０
５が確認する。この確認を契機に制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を、画面２３
０１から画面２３０３の表示へ遷移させる。この画面２３０３の表示では、ステータスラ
イン（画面の下部）に、該スタッカの前カバーが開いていることを示すメッセージを表示
するよう制御する。且つ、このメッセージの表示は維持したまま、この画面２３０３を介
して、制御部２０５は、新規ジョブの印刷処理条件の設定及び印刷実行要求をオペレータ
から受付可能にする。尚、このようにインラインフィニッシャの可動ユニットがオープン
状態の場合は、制御部２０５は、図２０の画面２０１２のような全画面のカバーオープン
表示を操作部２０４により実行させることを禁止する。
【０５１６】
　この、全画面のカバーオープン表示は、オープン状態の可動ユニットの情報を通知する
役目を果たすだけのものではない。この全画面のカバーオープン表示は、印刷処理を要す
るジョブの処理条件の設定や該ジョブの処理を実行させる為の要求をオペレータから受付
ける事を禁止する（無効化する）役目も果たす。例えば、この全画面のカバーオープン表
示は、印刷装置１００の可動ユニットがオープンされた事を条件に制御部２０５が表示部
４０１により表示させる。先の図２０の画面２０１２もこの１例である。以下、図２３の
説明に戻る。　図２３の画面２３０３を表示部４０１に表示した状態で、印刷物の排紙先
として大容量スタッカの排紙先が指定された新規ジョブが操作部２０４を用いてオペレー
タにより投入されたとする。例えば、図７のキー７０９の入力により大容量スタッカが指
定された新規ジョブの印刷実行要求がスタートキー５０３によりオペレータ入力されたケ
ースが、この状況に該当する。
【０５１７】
　この場合、キー５０３の押下により該ジョブの印刷実行要求が入力された状況ではある
ものの、制御部２０５は、このジョブの印刷処理を印刷装置１００により開始実行させる
事を、禁止する。又、このケースの場合、このジョブの印刷処理の実行を禁止するのみな
らず、制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を画面２３０３から画面２３０４へと遷
移させる。
【０５１８】
　この制御は、当該処理対象のジョブが、可動ユニットがオープン状態のインラインフィ
ニッシャによる後処理を要するジョブである事を条件に制御部２０５が実行する制御であ
る。
【０５１９】
　例えば、この処理対象のジョブは大容量スタッカの排紙先を要するジョブである。この
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ジョブの排紙先と、現在カバーオープン状態のインラインフィニッシャの排紙先は一致す
る。故に、制御部２０５は、この判断結果を基いて当該制御を実行する。又、このケース
の場合、制御部２０５は、このジョブの実行中断用の画面として、画面２３０４に示すポ
ップアップ画面を表示部４０１に表示させる。
【０５２０】
　本形態では、オープン状態の可動ユニットを有するインラインフィニッシャによる後処
理を要するジョブの印刷処理要求が入力され場合、制御部２０５は、そのジョブの処理に
関係する該インラインフィニッシャの可動ユニットをオペレータにより閉めるように促す
メッセージを含んだ表示画面を、表示部４０１に表示させる。
【０５２１】
　尚、この画面２３０４のポップアップ画面には、「スタッカの前カバーを閉めて下さい
」なるガイダンス情報と共に、このジョブのジョブ種と識別番号を特定するジョブ情報と
して「コピージョブ、受付番号０００１」が含まれている。。このように、制御部２０５
は、オペレータに、現在オープン状態の可動ユニットを具備するインラインフィニッシャ
による後処理を要するジョブの処理を再開させるために必要なオペレータのとるべき行動
に係るガイダンス情報をＵＩ部により報知させる。
【０５２２】
　尚、本形態では、このように「ジョブ中断」や「ジョブ再開」という表現を用いている
。何故なら、このジョブは、コピージョブであり、印刷処理の開始に先立ち原稿画像デー
タの読取処理やＨＤ２０９への記憶処理を要するジョブである。
【０５２３】
　故に、この例のように、該ジョブの印刷処理の実行自体は禁止するケースでも、制御部
２０５は、印刷処理の開始に先立って実行すべき当該ジョブにて必要な原稿読取動作等は
印刷装置１００にて完了させる。そして、この印刷処理の開始までに必要な処理の全てを
済ませた時点にて該ジョブの処理を停止（中断）するよう印刷装置１００を制御する。
【０５２４】
　本実施形態では、このような制御を制御部２０５が印刷装置１００に対して実行する構
成であるが故に、上記記載の如く「ジョブ中断」や「ジョブ再開」という表現を利用して
いる。以下、図２３の説明に戻る。
【０５２５】
　画面２３０４の表示例のように、本形態では、表示部４０１によりポップアップ表示の
対象となるポップアップ画面には、処理対象のジョブに直接影響のある該ジョブ固有の情
報を通知するよう制御部２０５により制御する。
【０５２６】
　例えば、画面２３０４の表示例のように、このポップアップ画面には、上記印刷処理が
禁止対象のジョブの処理に影響のある可動ユニットをクローズさせる為のガイダンス情報
は表示させる。しかし、当該印刷禁止対象のジョブの処理に影響の無い可動ユニットの情
報は、その可動ユニットがたとえオープン状態であっても、このポップアップ画面には表
示させないように、制御部２０５により表示部４０１を制御する。例えば、そのジョブの
処理に影響を受けない可動ユニットがオープン状態でも、この可動ユニットをクローズさ
せる為のガイダンス情報を、当該ポップアップ画面にて表示させる事を、制御部２０５は
禁止する。
【０５２７】
　尚、このポップアップ画面やステータスライン上に表示対象となる可動ユニットに係る
情報は、操作部２０４にてオペレータが明示的に表示指示を入力する事無しに表示部４０
１に自動的に表示させるように制御する。例えば、本形態では、システム１０００に存在
する可動ユニットのステータス情報やそのステータスの変化に基いて、制御部２０５は、
通知すべき可動ユニットの情報を自動的に表示するよう表示部４０１を制御する。この点
は、本実施形態に開示の構成の全てに共通して該当する事項である。以下、図２３の説明
に戻る。
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【０５２８】
　本形態では、処理対象のジョブに影響のある可動ユニットをクローズさせる為のガイダ
ンス情報を表示させている状態でも、この情報とは区別可能にした情報として、ステータ
スライン上に、オープン状態の可動ユニットのステータス情報を表示可能に制御する。
【０５２９】
　例えば、処理対象のジョブの処理に影響のある可動ユニットがオープン状態である場合
、その処理対象のジョブに影響のある可動ユニットがオープン状態である旨を示すメッセ
ージを、このステータスライン上に、ステータス情報として表示可能に制御する。
【０５３０】
　しかも本形態では、処理対象のジョブに影響のない可動ユニットがオープン状態の場合
でも、この処理対象のジョブに影響のない可動ユニットがオープン状態である旨を示すメ
ッセージを、このステータスライン上に、ステータス情報として表示可能に制御する。
【０５３１】
　例えば画面２３０４の例にて制御部２０５は、スタッカの前カバーをクローズさせるガ
イダンス情報をポップアップ画面で表示状態中でも、このカバーがオープン状態である事
をオペレータに通知するステータス情報を同画面のステータスライン上にて表示させる。
前者のガイダンス情報は、処理すべきジョブに係るジョブ情報としてオペレータにより識
別可能にした情報であり、このステータス情報は、システム１０００のステータス情報と
してオペレータにより識別可能にした情報である。
【０５３２】
　このように、本形態にて制御部２０５は、処理すべきジョブの処理に影響のある可動ユ
ニットでも、影響のない可動ユニットでも、そのステータスがオープン状態ならば、その
ステータス情報をステータスラインにて表示させる。且つ、本形態にて制御部２０５は、
このステータス情報の表示は維持した状態のままで、処理すべきジョブの処理に係る可動
ユニットをクローズさせるガイダンス情報を、同画面上にて、表示可能に、表示部４０１
を制御する。
【０５３３】
　又、処理対象のジョブに影響のあるインラインフィニッシャの可動ユニットをクローズ
させる為のガイダンス情報をオペレータに通知可能に構成した本形態のポップアップ画面
には、特定指示がオペレータ入力可能に構成された表示キーも有するように構成している
。
【０５３４】
　例えば、画面２３０４のポップアップ画面の如く、大容量スタッカの前カバーをクロー
ズさせるガイダンス情報と共に「他のファンクションへ」キーと「中止キー」の表示キー
を具備する画面を制御部２０５が表示部４０１に表示させる。
【０５３５】
　このポップアップ画面が具備する「他のファンクションへ」キーがオペレータ入力され
たとする。この場合、現在印刷開始禁止対象のジョブの処理は待機状態のまま（即ち、こ
のジョブの印刷開始の禁止状態は維持したまま）、このジョブ以外の他ジョブの処理を実
行可能に制御部２０５がシステム１０００を制御する。
【０５３６】
　例えば、このキーの入力を契機に制御部２０５は、この画面２３０４のポップアップ表
示は画面上から消去して、該ジョブ以外の印刷処理を要する他ジョブの為の処理条件の設
定と印刷実行要求をオペレータから受付可能に操作部２０４を制御する。
【０５３７】
　又、このポップアップ画面が具備する「中止」キーがオペレータ入力されたとする。こ
の場合、現在印刷開始禁止対象のジョブの処理は中止（キャンセル）し、且つ、このジョ
ブ以外の他ジョブの処理は実行できるように、制御部２０５はシステム１０００を制御す
る。尚、この際、例えば、印刷禁止状態の該ジョブの印刷データがＨＤ２０９に既に記憶
済ならば、その印刷データはＨＤ２０９から消去するよう制御部２０５は制御する。
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【０５３８】
　尚、このポップアップ画面が具備する「他のファンクションへ」キー及び「中止」キー
のどちらのキーが押下された場合でも、当該状況は、上記可動ユニットがオープン状態期
間中である。故に、制御部２０５は、ステータスラインには当該可動ユニットがオープン
状態である事をオペレータ通知可能にしたステータス情報の表示は維持させる。
【０５３９】
　例えば、画面２３０４にて「他のファンクションへ」キー又は「中止」キーがオペレー
タにより押下された事に応じて、制御部２０５は、このポップアップ画面は閉じ、且つ、
表示部４０１の表示内容が画面２３０７の表示内容となるように制御する。
【０５４０】
　又、画面２３０４の表示状態にて、例えば、上記画面２３０４のポップアップ表示を確
認したオペレータが、上記印刷開始禁止対象のジョブにて要する後処理を実行すべき上記
大容量スタッカが具備する現在オープン状態の前ドアを閉じたとする。即ち、この前ドア
のステータスがオープンの状態からクローズの状態に変化したとする。すると、これを契
機に制御部２０５は、上記印刷禁止対象のジョブの印刷処理をプリンタ部２０３により開
始させる事を許可する。即ち、上記印刷禁止対象のジョブの処理を、この時点をもって、
再開させるよう制御部２０５はシステムを制御する。
【０５４１】
　尚、制御部２０５がこのような可動ユニットのステータスやその変化を確認するにあた
り、関係のあるインラインフィニッシャから内部の信号線を介して、当該確認に必要なセ
ンサ情報を取得し、これをもって、当該確認を行う。本形態では、このような方法で、イ
ンラインフィニッシャの可動ユニットのステータスの変化を制御部２０５により確認可能
に構成している。
【０５４２】
　又、このように、印刷禁止状態のジョブの印刷禁止状態を解除する際、上述のポップア
ップ画面は閉じる。これにより、当該ジョブの処理に影響のある可動ユニットをクローズ
させる上記ガイダンス情報を画面から消去する。且つ、このポップアップ画面にかわって
、この印刷禁止が解除されたジョブの進捗状況をリアルタイムに通知可能に構成されたジ
ョブ処理状況画面を表示部４０１にポップアップ表示させる。このような表示制御を制御
部２０５が表示部４０１に対して実行する。
【０５４３】
　例えば、上記前ドアがクローズされた事を契機に、制御部２０５は、上記ジョブの印刷
処理を印刷装置１００に開始させると同時に、画面２３０４のポップアップ画面は閉じて
画面２３０６のポップアップ画面を自動的に表示可能に表示部４０１を制御する。
【０５４４】
　その後、システム１０００にて実行すべきこのジョブの処理が全て完了した事を受けて
制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を画面２３０６から画面２３０８へ遷移させる
。即ち、画面２３０１の表示状態と同じスタンバイ状態とし、該ジョブ以外の他のジョブ
の処理の実行要求を受付可能にする。
【０５４５】
　以上、画面２３０３→画面２３０４→画面２３０６→画面２３０８の一連の表示制御を
含む本形態では制御部２０５が実行する制御の１例を説明した。
【０５４６】
　この制御は、処理対象のジョブの印刷処理を開始する前に当該ジョブの後処理にて要す
るインラインフィニッシャの可動ユニットがオープン状態である事を制御部２０５が確認
した場合に制御部２０５が実行する制御である。
【０５４７】
　しかし、この制御は、処理対象のジョブの印刷をプリンタ部２０３にて実行中に該ジョ
ブの後処理にて要するインラインフィニッシャの可動ユニットのステータスがクローズ状
態からオープン状態へ変化した場合に制御部２０５が実行する制御例でもある。この点は



(67) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

、後述の図２４や図２５で例示する制御においても共通する事項である。この点に関し、
図２３で例示する。
【０５４８】
　例えば、少なくとも印刷装置１００が具備する可動ユニットと大容量スタッカが具備す
る可動ユニットの、これら２つの可動ユニットのステータスが、共に、クローズ状態であ
るとする。この状況下にて、大容量スタッカによる後処理を要する上記ジョブの印刷実行
要求がキー５０３により入力されたとする。すると、これを契機に、制御部２０５は、該
ジョブの印刷処理をプリンタ部２０３により開始させる。そして、現在、該ジョブの印刷
実行中であるとする。この際、制御部２０５は、該ジョブの印刷処理の進捗状況を示すポ
ップアップ画面（例えば、図２２の画面２２０２のポップアップ画面）を表示部４０１に
表示させる。
【０５４９】
　このジョブの印刷処理をプリンタ部２０３により実行させている最中に、該ジョブの後
処理にて要するインラインフィニッシャに該当する大容量スタッカの可動ユニットがオペ
レータ操作によりオープンされたとする。これは、該ジョブの印刷処理をプリンタ部２０
３により実行中に、印刷装置１００が具備する可動ユニットのステータスはクローズ状態
のままだが該大容量スタッカの可動ユニットのステータスはオープン状態からクローズ状
態に変化した事を意味する。
【０５５０】
　この状況を確認した場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３により印刷実行中の当該
ジョブの印刷処理を直ちに中断するようプリンタ部２０３を制御する。且つ、制御部２０
５は、当該印刷中断をもって該ジョブを印刷待機状態とする。又、表示制御もこれに連動
するよう制御する。例えば、当該状況を確認した場合、該ジョブの印刷処理の進捗情報を
示す画面２２０２のポップアップ画面の表示は直ちに終了するよう表示部４０１を制御部
２０５が制御する。と同時に、該画面にかわって、該ジョブの処理に影響のある上記大容
量スタッカの可動ユニットをクローズさせる為のガイダンス情報を通知可能に構成された
画面２３０４のポップアップ画面を直ちに表示するように制御部２０５は表示部４０１を
制御する。
【０５５１】
　この画面２３０４の表示以降の制御は、以下の点を除き、上述と同様なので詳細は省略
する。
【０５５２】
　例えば、制御部２０５は、この印刷中断対象のジョブの印刷処理を、上記大容量スタッ
カの可動ユニットのステータスがオープン状態からクローズ状態に変化した事を契機に、
プリンタ部２０３により再開させる。但し、このケースでは、当該ジョブの印刷中断直前
まで印刷処理は進んでいる。故に、該ジョブの処理再開時には、該ジョブ中断直前の段階
にて未処理の部分から印刷処理を再開させる。
【０５５３】
　このように、処理対象のジョブの後処理に要するインラインフィニッシャの可動ユニッ
トのステータスがクローズ状態からオープンの状態へ変化した事を契機に制御部２０５が
実行する制御は、該ジョブの印刷開始前でも該ジョブの印刷実行中でも適用される。この
点も、後述の制御例においても共通する事項である。
【０５５４】
　以上の、画面２３０１→画面２３０３→画面２３０４→画面２３０６→画面２３０８の
一連の表示制御を含む上述の制御は、以下に記載の構成要件（Ａ）の制御を本実施形態で
は制御部２０５が実行する構成の１例に包含される制御である。
【０５５５】
　（Ａ）処理すべきジョブが、オープン状態の可動ユニットを有するインラインフィニッ
シャによる後処理を要するジョブである場合に、該可動ユニットをクローズさせるガイダ
ンス情報をＵＩ部に報知させる事無しに該ジョブの印刷処理を実行する事を禁止する。
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【０５５６】
　又、この（Ａ）の制御では、このガイダンス情報の報知がなされ、且つ、この可動ユニ
ットがクローズされた（該可動ユニットのステータスがオープン状態からクローズ状態へ
変化した）事を条件に、このジョブの印刷処理を実行させる。
【０５５７】
　本形態にて制御部２０５は、この（Ａ）の制御を実行するのみならず、以下に記載の構
成要件（Ｂ）の制御も実行する。
【０５５８】
　（Ｂ）処理すべきジョブが、オープン状態の可動ユニットを有するインラインフィニッ
シャによる後処理は不要なジョブである場合に、該可動ユニットをクローズさせるガイダ
ンス情報をＵＩ部に報知させる事無しに該ジョブの印刷処理を実行する事を許可する。
【０５５９】
　しかも、この（Ｂ）の制御では、たとえ、オープン状態中の可動ユニットがシステム１
０００にてオープン状態のままでも、このインラインフィニッシャによる後処理が不要な
当該ジョブの印刷処理をシステム１０００により開始実行する事を許可する。
【０５６０】
　尚、この（Ｂ）と（Ａ）のどちらの制御を実行する場合でも、制御部２０５は、オープ
ン状態の可動ユニットがオープン状態である事を示すステータス情報の報知は、ＵＩ部に
より実行可能にする。
【０５６１】
　又、この（Ｂ）の制御に包含される制御例の１例として、ここでは、制御部２０５が、
画面２３０３から画面２３０４への遷移は禁止し、画面２３０３から画面２３０５へ遷移
させるケースにおける制御例でもって説明する。
【０５６２】
　この画面２３０３を表示させている状態は、大容量スタッカの可動ユニットがオープン
状態ではあるが、制御部２０５は、新規ジョブの受付けを許可している状況である。但し
、制御部２０５が、この画面２３０３を介してオペレータ入力される印刷実行要求を契機
に印刷処理の実行を許可するジョブの種類は、大容量スタッカにより後処理が不要なジョ
ブである。　例えば、表示部４０１に画面２３０３を表示させている状態から、印刷物の
排紙先として中綴じ製本機の排紙先を要するジョブの印刷実行要求が操作部２０４を用い
てオペレータに入力されたとする。例えば図７の画面７００を介して処理対象のジョブの
為に中綴じ製本機による後処理を設定し、キー５０３を押下したケースがこれに該当する
。このように、大容量スタッカの可動ユニットがオープン状態期間中に、印刷物の排紙先
として中綴じ製本機（図２３ではフィニッシャと記している）がオペレータ設定により指
定された新規ジョブが投入されたとする。
【０５６３】
　このケースの場合、制御部２０５は、上記大容量スタッカの可動ユニットがオープン状
態であっても、この中綴じ製本機の排紙先を要するジョブの印刷処理を印刷装置１００に
より実行する事を許可する。故に、このジョブの印刷実行要求が画面２３０３の表示を介
して入力された事を契機に制御部２０５は、該ジョブの印刷処理をプリンタ部２０３によ
り開始させる。且つ、これに連動して、制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を画面
２３０３から画面２３０５の表示内容へ遷移させる。
【０５６４】
　この画面２３０５の表示にて、制御部２０５は、この印刷実行を許可したジョブの処理
状況をリアルタイムに通知可能に構成されたジョブ処理状況画面をポップアップ表示する
よう表示部部を制御する。しかも、このジョブの処理状況を該ポップアップ画面でリアル
タイムに通知する状態は維持したまま、同画面２３０５のステータスライン上に、大容量
スタッカの可動ユニットがオープン状態である旨を示すステータス情報を表示させる。
【０５６５】
　この画面２３０５の表示例では、該ジョブの処理状況をポップアップ画面にて表示した
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状態のままで、大容量スタッカの前カバーがオープン状態であるメッセージをステータス
ラインにて表示するように、制御部２０５は表示部４０１を制御している。
【０５６６】
　このジョブの処理がシステム１０００にて全て終了すると、これを受け制御部２０５は
、このジョブ処理状況画面のポップアップ表示は終了させ、表示部４０１の表示内容をス
タンバイ状態時の表示に復帰するよう表示部４０１を制御する。但し、この例では、大容
量スタッカの可動ユニットがオープン状態のままである。故に、制御部２０５は、表示部
４０１の表示内容は、画面２３０３と同じ状態に該当する画面２３０７の表示内容となる
ように制御する。且つ、この画面２３０７を介して、制御部２０５は、再度新たなジョブ
の印刷処理条件の設定や印刷実行要求の入力をオペレータから受付可能に操作部２０４を
制御する。
【０５６７】
　尚、画面２３０７のステータスラインにて表示対象の情報は、システム１０００にて大
容量スタッカの当該可動ユニットがオペレータによりクローズされた事を条件に画面上か
ら消去するよう制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０５６８】
　又、画面２３０３→画面２３０５→画面２３０７の一連の制御にて制御部２０５は、上
記大容量スタッカの前カバーをオペレータにクローズさせるガイダンス情報の表示を表示
部４０１に実行する事無しに上記ジョブの印刷処理を実行可能にシステム１０００を制御
する。
【０５６９】
　例えば、このケースにおいては、大容量スタッカの排紙先を要すジョブの制御では表示
対象の画面２３０４のポップアップ画面を表示することは禁止するように、制御部２０５
は表示部４０１を制御する。
【０５７０】
　このように、オペレータ自身は望んでいないも拘らず、スタッカのカバーを閉じる操作
を促すガイダンス情報が不必要に報知されるといったトラブルも抑えた環境で、可能な限
りシステム１０００の動作を停止させずに連続運転可能にする。
【０５７１】
　しかも、このように、可動ユニットがオープン状態期間中でも、可能な限り、システム
１０００の連続運転を可能にするのみならず、ステータスラインにて当該可動ユニットの
オープン状態を示すステータス情報の表示は維持可能に構成する。
【０５７２】
　これにより、高生産性で複数のジョブを処理可能にする点を優先したが為に操作性に影
響を及ぼすといった新たなトラブルも発生する事無しに、システム１０００にて高生産性
と高操作性の両立が実現可能となる。
【０５７３】
　以上の、構成要件（Ｂ）の制御例に包含される制御例の応用例を、図２４を用いて以下
に説明する。
【０５７４】
　この図２４では、システム１０００に存在する複数のインラインフィニッシャの複数の
可動ユニットがオープン状態であるケースにて制御部２０５が実行する制御例の１例であ
る。
【０５７５】
　まず、システム１０００にてドアオープン無し状態で且つスタンバイ状態の場合、これ
を条件に制御部２０５は、画面２４０１の表示を表示部４０１に実行させる。この画面２
４０１を介して、制御部２０５は、スタンバイ状態を示す情報をオペレータに通知した状
態で、新規ジョブの投入を許可する。
【０５７６】
　この画面２４０１を表示させている状態でシステム１０００の大容量スタッカの前カバ
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ー、および中綴じ製本機の前カバーをオペレータにより開けられたとする。即ち、これら
二つの可動ユニットのステータスが、両方とも、クローズ状態からオープン状態へ変化し
たとする。すると、これを契機に制御部２０５は、これらの可動ユニットがオープン状態
である事をオペレータに通知可能にするステータス情報をステータスライン上にて表示す
るよう表示部４０１を制御する。但し、この例では、ステータスラインにて一度にこれら
の情報は表示させない。ここでは、まず、画面２４０２の表示となるように制御部２０５
により制御する。制御部２０５は、この画面２４０２のステータスラインには、大容量ス
タッカの前カバーが開いてることを示すメッセージを表示させている。これは、ＨＤ２０
９に登録済のシステム１０００のシステム構成情報に基いて決定される優先順位に基き、
制御部２０５が、これらの可動ユニットのオープン状態を示す複数のステータス情報を表
示部４０１に表示させる構成の１例である。
【０５７７】
　例えば、システム１０００が図８Ａのシステム構成であるとする。この構成は、中綴じ
製本機（フィニッシャ）よりも大容量スタッカの方が印刷装置１００に近い位置に存在す
るシステム構成である。、このシステム構成情報に基き制御部２０５は、中綴じ製本機の
可動ユニットのステータス情報よりも、大容量スタッカのステータス情報を優先的に表示
部４０１に表示させる。故に、画面２４０２を表示させる段階では、上記２つの可動ユニ
ットが共にオープン状態であるが、制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を画面２４
０２の表示内容とする。即ち、ステータスライン上にて当該スタッカの前カバーのオープ
ン状態を示すメッセージを表示させる。なお、これらオープン状態の２つの可動ユニット
のオープン状態を示す２つのステータス情報のメッセージをトグル表示で、一定時間毎に
切り替えて表示するよう制御部２０５により制御する構成にしても良い。
【０５７８】
　このように、システム１０００にて大容量スタッカの可動ユニットと中綴じ製本機の可
動ユニットの２つがオープン状態期間中であり、且つ、表示部４０１に画面２４０２を表
示させている状況とする。この状況にて、制御部２０５は、この画面２４０２を介して、
印刷処理すべき新規ジョブの投入（印刷実行要求の入力）を待機する。
【０５７９】
　ここで、この画面２４０２を介して印刷処理条件の設定がオペレータにより行われ且つ
スタートキー５０３の押下により印刷実行要求が入力されたジョブが、大容量スタッカの
排紙先へ印刷物を排出する必要があるジョブであるとする。以下、このジョブをジョブ２
４Ａと呼ぶ。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、このジョブ２４
Ａの実行をシステム１０００にて中断状態にし、該ジョブ２４Ａの印刷処理をプリンタ部
２０３により実行する事も禁止する。と、同時に、該ケースの場合、制御部２０５は、該
ジョブ２４Ａにて要するインラインフィニッシャの可動ユニットをクローズさせる為のガ
イダンス情報を表示部４０１に表示させる。この例では、表示部４０１の表示内容が画面
２４０２から画面２４０４の表示内容へ遷移するように制御部２０５が表示部４０１を制
御する。同画面２４０４には、ジョブ２４Ａの排紙先と、カバーオープン状態であるカバ
ー位置が一致するため、ジョブ実行中断のポップアップ画面（「スタッカの前カバーを閉
めて下さい」）が表示されている。
【０５８０】
　この画面２４０４を表示部４０１に表示させている状態で、システム１０００にてオペ
レータにより上記中断状態（印刷禁止状態）のジョブ２４Ａにて要する当該大容量スタッ
カの前カバーを閉じる操作が行われた事を制御部２０５が確認したとする。但し、上記中
綴じ製本機の可動ユニットはクローズされずにオープン状態のままであるとする。
【０５８１】
　この場合でも、上記ジョブ２４Ａにて要する大容量スタッカの可動ユニットのステータ
スはオープン状態からクローズ状態へ変化したケースに該当する。
【０５８２】
　故に、たとえ中綴じ製本機の可動ユニットはオープン状態のままであっても、これによ
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らずに、制御部２０５は、このスタッカの可動ユニットのステータスの変化を確認した事
を契機に、ジョブ２４Ａの印刷処理を印刷装置１００により開始実行する事を許可する。
そして、この時点から、制御部２０５は、このジョブ２４Ａをシステム１０００により再
開させ、且つ、このジョブ２４Ａの印刷処理をプリンタ部２０３により実行可能にする。
且つ、これと同時に、制御部２０５は、上記大容量スタッカの可動ユニットをクローズさ
せるガイダンス情報の表示は終了させ、かわりに、該ジョブ２４Ａの進捗状況を示した表
示を表示部４０１により実行させる。この例では、表示部４０１の表示内容が画面２４０
４から画面２４０６の表示内容へ遷移するように制御部２０５が制御する。
【０５８３】
　この画面２４０６の表示では、上記大容量スタッカの可動ユニットをオペレータにクロ
ーズさせる為のガイダンス情報が含まれたポップアップ画面（画面２４０４にて表示対象
のポップアップ画面）は、閉じられている。そのかわりに、印刷禁止状態が制御部２０５
により解除された上記ジョブ２４Ａのシステム１０００における進捗状況をリアルタイム
にオペレータに通知可能に構成されたジョブ処理状況画面を、ポップアップ表示させてい
る。
【０５８４】
　尚且つ、現段階では大容量スタッカの可動ユニットがクローズ済みである事を制御部２
０５は確認済である。故に、この画面２４０６の表示では、この可動ユニットのステータ
ス情報はステータスライン上から消去させている。
【０５８５】
　但し、現段階でも、上記ジョブ２４Ａの処理にて要さない中綴じ製本機の可動ユニット
のステータスの変化は未確認である。即ち、中綴じ製本機の可動ユニットは現段階でもオ
ープン状態である。
【０５８６】
　故に、この画面２４０６の表示では、ジョブ２４Ａの進捗状況をリアルタイムに通知す
る状態は維持したまま（ジョブ処理状況画面は有効表示状態のまま）、該ジョブにて要さ
ない中綴じ製本機の可動ユニットのステータス情報をステータスラインに表示させる。こ
の画面２４０６のステータスラインでは、中綴じ製本機（図中ではフィニッシャと記載）
の前カバーが開いていることを示すメッセージを表示させている。
【０５８７】
　この画面２４０６を表示させた状態にて、上記ジョブ２４Ａの為に実行すべき処理がシ
ステム１０００にて全て終了すると、これを契機に制御部２０５は、スタンバイ状態に戻
るようシステム１０００を制御する。又、このジョブ２４Ａの終了を契機に制御部２０５
は、表示部４０１の表示内容も画面２４０６から画面２４０８へ遷移させる。
【０５８８】
　尚、ジョブ２４Ａの処理が終了した時点のシステム１０００の状況は、スタンバイ状態
ではあるが、中綴じ製本機の可動ユニットはオープン状態のままである。故に、制御部２
０５は、該画面２４０８の表示にて、ジョブ２４Ａ以外の新規ジョブの印刷処理条件の設
定と印刷実行要求を受付可能にすると共に、中綴じ製本機の可動ユニットがオープン状態
である事を示すステータス情報をステータスラインにて表示させる。画面２４０８のステ
ータスラインの「フィニッシャの前カバーが開いています」というメッセージは、当該中
綴じ製本機の可動ユニットがオープン状態である事を意味する。この画面２４０８のステ
ータスライン上に表示している情報は、該中綴じ製本機の可動ユニットがクローズされた
事を条件に、画面上から消去するよう制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０５８９】
　次に、画面２４０２が表示されている状態から、排紙先を中綴じ製本機（フィニッシャ
）に指定してジョブ投入したケースにて制御部２０５が実行する制御例について説明する
。
【０５９０】
　例えば、上記２つの可動ユニットが両方ともオープン状態の期間中に、画面２４０２を
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介してオペレータ操作により新規投入されたジョブが、上記ジョブ２４Ａとは異なるイン
ラインフィニッシャを要するジョブであるとする。例えば、このジョブは、中綴じ製本機
の排紙先へ印刷物の排出を要するジョブであるとする。以下、このジョブをジョブ２４Ｂ
と呼ぶ。
【０５９１】
　このケースに該当する判断を下した場合も、制御部２０５は、このジョブ２４Ｂの実行
をシステム１０００にて中断状態にし、該ジョブ２４Ｂの印刷処理をプリンタ部２０３に
より実行する事も禁止する。と、同時に、該ケースの場合、制御部２０５は、該ジョブ２
４Ｂにて要するインラインフィニッシャの可動ユニットをクローズさせる為のガイダンス
情報を表示部４０１に表示させる。
【０５９２】
　尚、このケースの場合でも、大容量スタッカの可動ユニットと中綴じ製本機の可動ユニ
ットの両方が共にオープン状態である。即ち、このジョブ２４Ｂの印刷実行要求を受付け
た時点の状況と、先のジョブ２４Ａの印刷実行要求を受付けた時点の状況は同じである。
しかし、このケースにて処理対象のジョブ２４Ｂは、大容量スタッカの排紙先を利用しな
いジョブであり、中綴じ製本機の排紙先を利用するジョブである。
【０５９３】
　そこで、このケースに該当する判断を下した場合には、制御部２０５は、表示部４０１
の表示内容を画面２４０２から画面２４０４へ遷移させる事を禁止し、画面２４０２から
画面２４０３へ遷移させる。この画面２４０３の表示では、ジョブ２４Ｂの後処理にて要
する中綴じ製本機の可動ユニットをオペレータにクローズさせる為のガイダンス情報を、
該ジョブ２４Ｂのジョブ情報として、ポップアップ表示させる。
【０５９４】
　但し、同画面２４０３の表示におけるステータスライン上には、該ジョブ２４Ｂの後処
理にて利用しない大容量スタッカの可動ユニットがオープン状態である事をオペレータ通
知する為のステータス情報を、システム１０００のステータス状況として、表示させる。
即ち、中綴じ製本機の可動ユニットのオープン状態を示すステータス情報よりも、大容量
スタッカの可動ユニットのオープン状態を示すステータス情報を優先して、ステータスラ
インにて表示させる。
【０５９５】
　これは、システム１０００は図８Ａに示すシステム構成であり、且つ、上記２台のイン
ラインフィニッシャのうち印刷装置１００により近い装置は中綴じ製本機ではなく大容量
スタッカである事に基いて制御部２０５が実行する表示制御である。
【０５９６】
　このように、上記２つの可動ユニットがオープン状態期間中に受付けた処理対象のジョ
ブがジョブ２４Ａではなくジョブ２４Ｂに該当するケースの場合、以上のような表示制御
でもって、制御部２０５は、上記画面２４０３の表示を表示部４０１に実行させる。
【０５９７】
　尚、画面２４０３の表示例にて、ステータスライン上では上記スタッカの前カバーオー
プンをメッセージ表示している。一方、同画面２４０３のジョブ２４Ｂの中断を示すポッ
プアップ画面上では該ジョブ２４Ｂの排紙先である中綴じ製本機の前カバーを閉めるよう
に促すメッセージ（図中では「フィニッシャの前カバーを閉めて下さい」）を表示してい
る。このように、本形態にて制御部２０５は、システム１０００のステータス情報として
の可動ユニットの情報表示と、ジョブに関係するガイダンス情報としての可動ユニットの
情報表示を独立に制御している。ジョブ２４Ｂの制御例の説明に戻る。
【０５９８】
　画面２４０３の表示を表示部４０１に表示させている状態で、システム１０００にてオ
ペレータにより上記中断状態（印刷禁止状態）のジョブ２４Ｂにて要する当該中綴じ製本
機の前カバーを閉じる操作が行われた事を制御部２０５が確認したとする。但し、上記大
容量スタッカの可動ユニットはクローズされずにオープン状態のままであるとする。
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【０５９９】
　この場合でも、上記ジョブ２４Ｂにて要する中綴じ製本機の可動ユニットのステータス
はオープン状態からクローズ状態へ変化したケースに該当する。
【０６００】
　故に、たとえ大容量スタッカの可動ユニットはオープン状態のままであっても、これに
よらずに、制御部２０５は、この中綴じ製本機の可動ユニットのステータスの変化を確認
した事を契機に、ジョブ２４Ｂの印刷処理を印刷装置１００により開始実行する事を許可
する。そして、この時点から、制御部２０５は、このジョブ２４Ｂをシステム１０００に
より再開させ、且つ、このジョブ２４Ｂの印刷処理をプリンタ部２０３により実行可能に
する。且つ、これと同時に、制御部２０５は、上記中綴じ製本機の可動ユニットをクロー
ズさせるガイダンス情報の表示は終了させ、かわりに、該ジョブ２４Ｂの進捗状況を示し
た表示を表示部４０１により実行させる。この例では、表示部４０１の表示内容が画面２
４０３から画面２４０５の表示内容へ遷移するように制御部２０５が制御する。
【０６０１】
　この画面２４０５の表示では、上記中綴じ製本機の可動ユニットをオペレータにクロー
ズさせる為のガイダンス情報が含まれたポップアップ画面（画面２４０３にて表示対象の
ポップアップ画面）は、閉じられている。そのかわりに、印刷禁止状態が制御部２０５に
より解除された上記ジョブ２４Ｂのシステム１０００における進捗状況をリアルタイムに
オペレータに通知可能に構成されたジョブ処理状況画面を、ポップアップ表示させている
。
【０６０２】
　但し、現段階でも、上記ジョブ２４Ｂの処理にて要さない大容量スタッカの可動ユニッ
トのステータスの変化は未確認である。即ち、大容量スタッカの可動ユニットは現段階で
もオープン状態である。
【０６０３】
　故に、この画面２４０５の表示では、ジョブ２４Ｂの進捗状況をリアルタイムに通知す
る状態は維持したまま（ジョブ処理状況画面は有効表示状態のまま）、該ジョブにて要さ
ない大容量スタッカの可動ユニットのステータス情報をステータスラインに表示させる。
この画面２４０５のステータスラインでは、大容量スタッカの前カバーが開いていること
を示すメッセージを表示させている。
【０６０４】
　この画面２４０５を表示させた状態にて、上記ジョブ２４Ｂの為に実行すべき処理がシ
ステム１０００にて全て終了すると、これを契機に制御部２０５は、スタンバイ状態に戻
るようシステム１０００を制御する。又、このジョブ２４Ｂの終了を契機に制御部２０５
は、表示部４０１の表示内容も画面２４０５から画面２４０７へ遷移させる。　尚、ジョ
ブ２４Ｂの処理が終了した時点のシステム１０００の状況は、スタンバイ状態ではあるが
、大容量スタッカの可動ユニットはオープン状態のままである。故に、制御部２０５は、
該画面２４０７の表示にて、ジョブ２４Ｂ以外の新規ジョブの印刷処理条件の設定と印刷
実行要求を受付可能にすると共に、大容量スタッカの可動ユニットがオープン状態である
事を示すステータス情報をステータスラインにて表示させる。この画面２４０７のステー
タスライン上に表示している情報は、該大容量スタッカの可動ユニットがクローズされた
事を条件に、画面上から消去するよう制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０６０５】
　以上、システム１０００にて２つのシート処理装置でカバーオープンが発生している状
態でのジョブ投入がされた場合の、制御部２０５が実行する、カバーオープン表示の制御
と、ジョブ中断およびジョブ再開の制御について説明した。
【０６０６】
　次に、図２５を用いて、大容量スタッカと糊付け製本機と中綴じ製本機（フィニッシャ
）の３つのシート処理装置でそれぞれカバーが開いている場合に制御部２０５が実行する
表示制御とジョブ制御の１例について説明する。尚、図２５に記す「くるみ製本機」とは
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図８Ａの糊付け製本機に相当する。又、図２４に例示の制御例も、図２５に例示の制御も
、システム１０００のシステム構成が図８Ａ、図８Ｂに示すシステム構成である事を制御
部２０５により確認した事を前提に実行される制御例である。図２５の説明に戻る。
【０６０７】
　まず、システム１０００がスタンバイ状態で且つカバーオープン無し状態である事を制
御部２０５が確認した場合、制御部２０５は、表示部４０１に画面２５０１の表示を実行
させる。この画面２５０１の表示にて、制御部２０５は、スタンバイ状態である旨を通知
する情報として「コピーできます」なるメッセージを表示させ、且つ、新規ジョブの投入
を待機する。
【０６０８】
　この画面２５０１の表示を実行させている状態で、システム１０００の大容量スタッカ
の前カバー、中綴じ製本機（フィニッシャ）の前カバー、糊付け製本機の前カバーの合計
３つの可動ユニットがオペレータ操作により開けられたとする。即ち、処理すべきジョブ
が存在しない状況下にて、これら３つの可動ユニットの全てのステータスがクローズ状態
からオープン状態へ変化したとする。すると、これら可動ユニットのステータスの状態変
化の発生を確認した事を契機に制御部２０５は、表示部４０１の表示内容を画面２５０１
から画面２５０２へ遷移させる。
【０６０９】
　この画面２５０２の表示にて、制御部２０５は、ステータスライン上に大容量スタッカ
のカバーが開いてることを示すメッセージを、他の上記２つの可動ユニットのオープン状
態を示すステータス情報に優先して、表示させる。これは、オープン状態の各可動ユニッ
トの夫々の位置と印刷装置１００の位置との配置関係に基いて決定される優先順位に基い
た、上述の、可動ユニットのステータス情報の表示制御によるものである。故に、ここで
は割愛する。
【０６１０】
　この画面２５０２の表示を表示部４０１にて実行させている状態にて操作部２０４を介
してオペレータ操作により新規投入されたジョブが、糊付け製本機の排紙先を要するジョ
ブであるとする。以下、このジョブをジョブ２５Ａと呼ぶ。この状況は、上記３つの可動
ユニットが全てオープン状態である期間中に制御部２０５が印刷実行要求を受付けた当該
ジョブ２５Ａが、図８Ａの糊付け製本機による後処理を要するジョブである事を意味する
。
【０６１１】
　このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、このジョブ２５Ａの実行を
システム１０００にて中断状態にし、該ジョブ２５Ａの印刷処理をプリンタ部２０３によ
り実行する事も禁止する。と、同時に、該ケースの場合、制御部２０５は、該ジョブ２５
Ａにて要するインラインフィニッシャの可動ユニットをクローズさせる為のガイダンス情
報を表示部４０１に表示させる。例えば、ここで、制御部２０５は、表示部４０１の表示
内容を、画面２５０２から画面２５０３へと遷移させる。
【０６１２】
　尚、このケースの場合、システム１０００にて、大容量スタッカの可動ユニットと糊付
け製本機の可動ユニットと中綴じ製本機の可動ユニットの３つの可動ユニットが全てオー
プン状態である。且つ、大容量スタッカの可動ユニットのオープン状態である事を示すス
テータス情報を優先して表示させるケースに該当する。
【０６１３】
　故に、画面２５０３の表示にて、制御部２０５は、ジョブ２５Ａの排紙先に要する糊付
け製本機の可動ユニットをクローズさせる為のガイダンス情報を含んだポップアップ画面
を表示させた状態で、ステータスライン上にて大容量スタッカのステータス情報を表示さ
せる。
【０６１４】
　尚、この画面２５０３を表示させている状態で、オペレータが該ジョブ２５Ａに関係の
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無い可動ユニットをクローズしたとする。例えば、画面２５０３の表示期間中に、該ジョ
ブ２５Ａの後処理にて要さない上記大容量スタッカの前カバーがオペレータによりクロー
ズされたケースが、これに該当する。
【０６１５】
　この場合、この大容量スタッカの可動ユニットのステータスはオープン状態からクロー
ズ状態へ変化したが、該ジョブ２５Ａに関係のある上記糊付け製本機の可動ユニットのス
テータスは変化しておらずオープン状態のままである。
【０６１６】
　故に、この大容量スタッカのステータスが変化した場合でも、制御部２０５は、上記中
断状態（印刷禁止状態）のジョブ２５Ａの当該中断状態はシステム１０００にて維持させ
る。即ち、オープン状態の大容量スタッカの可動ユニットがクローズされても、当該ジョ
ブ２５Ａの印刷処理を実行する事は禁止する。且つ、該ジョブ２５Ａにて要する糊付け製
本機の可動ユニットをクローズさせるガイダンス情報の表示も、そのまま維持するように
、制御部２０５は表示部４０１を制御する。
【０６１７】
　但し、この大容量スタッカのステータスの変化を契機に、制御部２０５は、ステータス
ラインにて表示させるステータス情報は切り換るように表示部４０１を制御する。この例
では、表示部４０１の表示内容を画面２５０３から画面２５０４へ遷移させる。
【０６１８】
　この制御は、画面２５０３の表示におけるステータスライン上にて表示対象のステータ
ス情報は大容量スタッカのステータス情報であり、この大容量スタッカの可動ユニットは
クローズされた事を制御部２０５が確認した事に基いて実行する制御である。
【０６１９】
　故に、この画面２５０４の表示にて、制御部２０５は、上記ジョブ２５Ａのポップアッ
プ表示は維持した状態である一方で、同画面２５０４のステータスライン上では、糊付け
製本機の可動ユニットがオープン状態である通知するステータス情報を表示させる。
【０６２０】
　尚、このステータス情報として現時点にて表示対象となる候補は、糊付け製本機の可動
ユニットがオープン状態である事を通知するステータス情報と、中綴じ製本機の可動ユニ
ットがオープン状態である事を通知するステータス情報である。しかし、大容量スタッカ
の可動ユニットのステータス情報の次に優先順位が高いステータス情報は、中綴じ製本機
の可動ユニットのステータス情報では無く、糊付け製本機の可動ユニットのステータス情
報である。これも上述の優先順位に基いた表示制御の説明のとおりである。
【０６２１】
　故に、制御部２０５は、画面２５０４の表示にて、この上から２番目の優先順位の糊付
け製本機の可動ユニットのステータス情報をステータスラインにて表示させる。
【０６２２】
　このように、ジョブ２５Ａを再開する為のガイダンス情報の表示は維持させたままでも
、ステータスラインにて表示対象のメッセージは、２番目に優先度の高い糊付け製本機（
図中ではくるみ製本ユニットと表記）の前カバーの情報へ切り替わるように制御する。ジ
ョブ２５Ａの説明に戻る。
【０６２３】
　画面２５０４を表示部４０１に表示させている状態にて、同画面２５０４のポップアッ
プ画面のガイダンス情報に従い、オペレータにより糊付け製本機の可動ユニット（図中で
はくるみ製本ユニットの前カバーと表記）が閉じられたとする。但し、上記中綴じ製本機
の可動ユニットはクローズされずにオープン状態のままであるとする。
【０６２４】
　この場合でも、上記ジョブ２５Ａにて要する糊付け製本機の可動ユニットのステータス
はオープン状態からクローズ状態へ変化したケースに該当する。
【０６２５】



(76) JP 4994884 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

　故に、たとえ中綴じ製本機の可動ユニットはオープン状態のままであっても、これによ
らずに、制御部２０５は、この糊付け製本機の可動ユニットのステータスの変化を確認し
た事を契機に、ジョブ２５Ａの印刷処理を印刷装置１００により開始実行する事を許可す
る。そして、この時点から、制御部２０５は、このジョブ２５Ａをシステム１０００によ
り再開させ、且つ、このジョブ２５Ａの印刷処理をプリンタ部２０３により実行可能にす
る。且つ、これと同時に、制御部２０５は、上記糊付け製本機の可動ユニットをクローズ
させるガイダンス情報の表示は終了させ、かわりに、該ジョブ２５Ａの進捗状況を示した
表示を表示部４０１により実行させる。この例では、表示部４０１の表示内容が画面２５
０４から画面２５０５の表示内容へ遷移するように制御部２０５が制御する。
【０６２６】
　この画面２５０５の表示では、上記糊付け製本機の可動ユニットをオペレータにクロー
ズさせる為のガイダンス情報が含まれたポップアップ画面（画面２５０３や２５０４にて
表示対象のポップアップ画面）は、閉じられている。そのかわりに、印刷禁止状態が制御
部２０５により解除された上記ジョブ２５Ａのシステム１０００における進捗状況をリア
ルタイムにオペレータに通知可能に構成されたジョブ処理状況画面を、ポップアップ表示
させている。
【０６２７】
　尚且つ、現段階では糊付け製本機の可動ユニットがクローズ済みである事を制御部２０
５は確認済である。故に、この画面２５０５の表示では、この可動ユニットのステータス
情報はステータスライン上から消去させている。
【０６２８】
　但し、現段階でも、上記ジョブ２５Ａの処理にて要さない中綴じ製本機の可動ユニット
のステータスの変化は未確認である。即ち、中綴じ製本機の可動ユニットは現段階でもオ
ープン状態である。
【０６２９】
　故に、この画面２５０５の表示では、ジョブ２５Ａの進捗状況をリアルタイムに通知す
る状態は維持したまま（ジョブ処理状況画面は有効表示状態のまま）、該ジョブにて要さ
ない中綴じ製本機の可動ユニットのステータス情報をステータスラインに表示させる。こ
の画面２５０５のステータスラインでは、中綴じ製本機（図中ではフィニッシャと記載）
の前カバーが開いていることを示すメッセージを表示させている。
【０６３０】
　この画面２５０５を表示させた状態にて、上記ジョブ２５Ａの為に実行すべき処理がシ
ステム１０００にて全て終了すると、これを契機に制御部２０５は、スタンバイ状態に戻
るようシステム１０００を制御する。又、このジョブ２５Ａの終了を契機に制御部２０５
は、表示部４０１の表示内容も画面２５０５から画面２５０６へ遷移させる。
【０６３１】
　尚、ジョブ２５Ａの処理が終了した時点のシステム１０００の状況は、スタンバイ状態
ではあるが、中綴じ製本機の可動ユニットはオープン状態のままである。故に、制御部２
０５は、該画面２５０６の表示にて、ジョブ２５Ａ以外の新規ジョブの印刷処理条件の設
定と印刷実行要求を受付可能にすると共に、中綴じ製本機の可動ユニットがオープン状態
である事を示すステータス情報をステータスラインにて表示させる。画面２５０６のステ
ータスラインの「フィニッシャの前カバーが開いています」というメッセージは、当該中
綴じ製本機の可動ユニットがオープン状態である事を意味する。この画面２５０６のステ
ータスライン上に表示している情報は、該中綴じ製本機の可動ユニットがクローズされた
事を条件に、画面上から消去するよう制御部２０５は表示部４０１を制御する。

　以上、３種類の可動ユニットの全てオープン状態になった場合にて制御部２０５が実行
するシステム１０００におけるジョブ制御と当該ジョブ制御に連動する操作部２０４に対
する表示制御の１例を説明した。
【０６３２】
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　最後に、図２６のフローチャートを用いて制御の流れを説明する。図２６の左側はジョ
ブの状態表示、及び中断／再開を判断する処理のフローチャートであり、右側は印刷シス
テム全体のデバイスの状態表示を制御する処理のフローチャートである。左側のフローチ
ャートは、主にジョブの中断時や実行中の表示状態に係るものであり、右側のフローチャ
ートは、主にステータスラインに表示するカバーオープン状態の制御に関するものである
。
【０６３３】
　先ず、ジョブ状態表示制御処理はステップＳ２６０１からスタートし、ステップＳ２６
０２では、ジョブ投入がなされたか否かをチェックする。これは換言すると例えばＳ２６
０２にて制御部２０５は、印刷処理を要するジョブの実行要求が本形態のＵＩ部を介して
オペレータ入力されたか否かを判断する事を意味する。このチェックの結果、ジョブ投入
がなされていない場合には処理をステップＳ２６０２に戻すのであるが、ジョブ投入がな
された場合には、処理をステップＳ２６０３に進める。
【０６３４】
　ステップＳ２６０３では、投入されたジョブの排紙先を指定する情報を解析する。そし
てステップＳ２６０４では、この解析により特定された排紙先に関係するカバーがオープ
ン状態であるか否かをチェックする。このチェックの結果、関係するカバーが開いていな
い場合には、処理をステップＳ２６０５に進め、ジョブを実行する。そして処理をステッ
プＳ２６０７に進め、システム１０００に存在するインラインフィニッシャのカバーの開
閉状態が１つでも変化したかをチェックする。このＳ２６０７にて肯定判定を下した場合
には処理をＳ２６０７からステップＳ２６０４に戻す。一方、このＳ２６０７にて否定判
定を下した場合には処理をＳ２６０７からステップＳ２６０９に進める。ステップＳ２６
０９では、ジョブが終了したか否かをチェックする。このチェックの結果、終了ではない
場合には処理をステップＳ２６０５に戻し、終了である場合には、本フローチャートに従
った処理を終了する。
【０６３５】
　一方、関係するカバーが開いている場合には、処理をステップＳ２６０６に進め、ジョ
ブを中断し、ドア情報（上記例にてガイダンス情報に相当）の表示を表示部４０１に実行
させる。この表示については上述の通りである。そしてステップＳ２６０８では、カバー
の開閉状態が変化したかをチェックする。このチェックの結果、変化した場合には処理を
ステップＳ２６０４に戻す。一方、変化していない場合には処理をステップＳ２６０８に
戻す。即ち、カバー状態に変化があるまで待つ。　以上がジョブ状態表示制御の説明であ
る。
【０６３６】
　尚、上記図２６のステップＳ２６０３～Ｓ２６１０の処理は換言すると、例えば、制御
部２０５が、以下の処理を行う構成を本実施形態にて開示している事を意味する。
【０６３７】
　まず、Ｓ２６０２にて新規ジョブの受付けを確認した事を受け、制御部２０５は以下の
（確認１）を行う。
【０６３８】
　（確認１）Ｓ２６０２にてその存在を確認した、印刷実行要求がなされた処理対象のジ
ョブが、システム１０００にてオープン状態の可動ユニットのインラインフィニッシャに
よる後処理を要するジョブであるか否かを確認する。
【０６３９】
　この（確認１）にて肯定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０４からＳ２６０
６へ処理を進める。
【０６４０】
　このＳ２６０６にて制御部２０５は、上記（確認１）にて判断対象のジョブをシステム
１０００にて中断状態にし、少なくとも、該ジョブの印刷処理を実行する事は禁止する。
と同時に、当該ジョブの処理にて要するインラインフィニッシャの可動ユニットをオペレ
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ータにクローズさせる為のガイダンス情報を本形態のＵＩ部により報知させる。尚、この
Ｓ２６０６の制御は、「オープン状態の可動ユニットをオペレータにクローズさせる為の
ガイダンス情報が本形態のＵＩ部に報知される事無しに、該ジョブの印刷処理を印刷装置
１００により実行することは、禁止する」制御に包含される制御である。このＳ２６０６
の処理が済んだら、Ｓ２６０８へ処理を進める。
【０６４１】
　一方、上記（確認１）にて否定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０４からＳ
２６０５へ処理を進める。
【０６４２】
　このＳ２６０５にて制御部２０５は、たとえ上記（確認１）にて判断対象のジョブの処
理に影響のない可動ユニットがシステム１０００にてオープン状態であっても、当該ジョ
ブの印刷処理を実行する事を許可する。しかも、このＳ２６０５にて制御部２０５は、該
ジョブの処理に影響のない可動ユニットをクローズさせるガイダンス情報を本形態のＵＩ
部により報知させる事無しに該ジョブの印刷処理を印刷装置１００により実行可能にする
。尚、このＳ２６０５の制御は「オープン状態の可動ユニットをオペレータにクローズさ
せる為のガイダンス情報が本形態のＵＩ部に報知される事無しに該ジョブの印刷処理を印
刷装置１００により実行することを、許可する」制御に包含される制御である。このＳ２
６０５の処理が済んだら、Ｓ２６０７へ処理を進める。
【０６４３】
　又、Ｓ２６０７の処理は換言すると、制御部２０５が以下の確認（２）を行う事を意味
する。
【０６４４】
　（確認２）システム１０００に存在する複数の可動ユニットのうちの、どれか１つでも
、そのステータスがクローズ状態からオープン状態へ変化したか否かを確認する。
【０６４５】
　この（確認２）にて肯定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０７からＳ２６０
４へ処理を戻す。この（確認２）にて否定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０
７からＳ２６０９へ処理を進める。
【０６４６】
　このＳ２６０９の処理は換言すると、制御部２０５が以下の確認（３）を行う事を意味
する。
【０６４７】
　（確認３）Ｓ２６０５にて印刷実行を許可したジョブの処理がシステム１０００にて全
て終了したか否かの確認。
【０６４８】
　この（確認３）にて肯定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０９からＳ２６１
０へ処理を進めて、このジョブの処理は終了する。但し、実際には、Ｓ２６０２の処理へ
戻り、新規ジョブの存在確認から再度処理を行う。この（確認３）にて否定判定を下した
場合、制御部２０５は、Ｓ２６０９からＳ２６０５へ処理を戻す。即ち、Ｓ２６０５にて
印刷を許可したジョブの処理の完遂目指して、引き続き、当該ジョブの処理をシステム１
０００にて続行させ続ける。
【０６４９】
　又、Ｓ２６０８の処理は換言すると、制御部２０５が以下の（確認４）を行う事を意味
する。
【０６５０】
　（確認４）システム１０００に存在する複数の可動ユニットのうちの、どれか１つでも
、そのステータスがオープン状態からクローズ状態へ変化したか否かを確認する。
【０６５１】
　この（確認４）にて肯定判定を下した場合、制御部２０５は、Ｓ２６０８からＳ２６０
４へ処理を戻す。
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【０６５２】
　この（確認４）にて否定判定を下した場合、Ｓ２６０８からＳ２６０４への移行は禁止
する。即ち、Ｓ２６０６の処理により中断状態（印刷禁止状態）にせしめた上記ジョブの
中断状態（印刷禁止状態）をシステム１０００にて維持させ、且つ、本形態のＵＩ部によ
る上記ガイダンス情報の報知も維持させる。
【０６５３】
　尚、図２６の記載を換言して説明した上述の記載からも明らかなように、図２６の記載
及びその記載の説明は、本実施形態にて制御部２０５が実行する制御を、より具体的に下
位概念化した制御例である。即ち、例えば、この図２６のフローチャートの左側のフロー
チャート及び右側のフローチャートの両方とも、制御部２０５が実行する制御に包含され
る下位概念的な制御例である。この点は、例えば、これらに関しては、図２６の説明に先
立って説明した図２０～図２５を用いて詳細且つ具体的に説明した本実施形態にて制御部
２０５が実行する各種制御例の記載と比較しても明らかな事項である。以下、図２６の説
明に戻る。
【０６５４】
　次に、デバイス状態表示制御について、図２６の右側に示したフローチャートを用いて
説明する。ここでの説明は一例として、印刷システム全体のデバイス状態のステータスラ
インへの表示で、本体側に近いシート処理装置を優先的にメッセージ表示する実施例とし
てのフローチャートとして説明する。
【０６５５】
　先ず、本処理はステップＳ２６２０からスタートし、ステップＳ２６２１では、カバー
状態が変化したか否かをチェックする。このチェックの結果、変化していない場合には処
理をステップＳ２６２０に戻すのであるが、変化した場合には処理をステップＳ２６２２
に進める。ステップＳ２６２２で先ず、大容量スタッカのカバー状態が変化したか否かを
チェックする。このチェックの結果、変化していない場合には処理をステップＳ２６２６
に進めるのであるが、変化した場合には処理をステップＳ２６２３に進める。
【０６５６】
　ステップＳ２６２３では、この変化が、大容量スタッカのカバーがオープンしたことに
よるものであるのかをチェックする。このチェックの結果、オープンしたことによる変化
である場合には処理をステップＳ２６２４に進め、”スタッカのカバーが開いています”
等のメッセージの表示を表示部４０１に実行させる。そして処理をステップＳ２６２１に
戻す。
【０６５７】
　一方、ステップＳ２６２３におけるチェックの結果、クローズしたことによる変化であ
る場合には処理をステップＳ２６２５に進め、”スタッカのカバーが開いています”等の
表示を画面上から消去させ、処理をステップＳ２６２６に進める。
【０６５８】
　ステップＳ２６２６では、次のシート処理装置である、くるみ製本機のカバー状態に変
化があったか否かをチェックする。このチェックの結果、くるみ製本機のカバーの状態に
変化があった場合には処理をステップＳ２６２７に進め、この変化がカバーがオープンし
たことによるものであるのか、クローズしたことによるものであるのかをチェックする。
【０６５９】
　このチェックの結果、オープンしたことによるものである場合には処理をステップＳ２
６２８に進め、”くるみ製本ユニットのカバーが開いています”等の表示を表示部４０１
に実行させる。そして処理をステップＳ２６２１に戻す。
【０６６０】
　一方、ステップＳ２６２７におけるチェックの結果、クローズしたことによるものであ
る場合には処理をステップＳ２６２９に進め、”くるみ製本ユニットのカバーが開いてい
ます”等の表示を画面上から消去させ、処理をステップＳ２６３０に進める。
【０６６１】
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　ステップＳ２６３０では、次のシート処理装置である、中綴じ製本機（フィニッシャ）
のカバー状態に変化があったか否かをチェックする。このチェックの結果、フィニッシャ
のカバー状態に変化がある場合には、処理をステップＳ２６３１に進め、カバーがオープ
ン状態に変化したのか、クローズ状態に変化したのかを判断する。このチェックの結果、
オープン状態に変化したのであれば処理をステップＳ２６３２に進め、”フィニッシャの
カバーが開いています”等の表示を表示部４０１に実行させる。一方、ステップＳ２６３
１におけるチェックの結果、クローズ状態に変化したのであれば処理をステップＳ２６３
３に進め、”フィニッシャのカバーが開いています”等の表示を画面上から消去させ、処
理をステップＳ２６２１に戻す。
【０６６２】
　以上、本形態における具体的な説明によれば、複数のジョブのデータを記憶可能な記憶
手段のデータの印刷処理を実行可能な印刷手段を具備する印刷装置の前記印刷手段から、
前記印刷手段で印刷がなされたジョブのシートに対するシート処理を実行可能な複数のシ
ート処理装置に対して、前記印刷手段による印刷処理がなされたジョブのシートを、選択
的に、供給可能にした、印刷システムにおいて、印刷装置および複数のシート処理装置の
カバー状態を検知するカバー状態検知手段と、カバー状態を表示する表示手段を有し、前
記検知手段によりカバーオープン状態を検知した場合に、前記印刷装置および複数のシー
ト処理装置を含む印刷システム全体の状態としてカバーオープン状態を前記表示手段に表
示するように制御する第１のカバーオープン表示制御手段と、複数のシート処理装置のう
ち、前記ジョブが使用するシート処理装置のカバーオープン状態のみを前記表示手段に表
示するように制御する第２のカバーオープン表示制御手段を有し、システム全体のカバー
オープン状態と、ジョブ毎のカバーオープン状態を独立に表示するとともに、ジョブの実
行は、第２のカバーオープン表示制御手段の判断のみで、実行可能かどうかを判断するよ
うに制御することにより、カバーオープン状態となった場合にオペレータに対して最適な
メッセージ表示を行うことにより、オペレータに余計な作業をさせることなく、複数のジ
ョブを効率良く実行することができるような仕組みが提供可能となる。
【０６６３】
　［その他のしくみ］
　本実施形態における図に示す機能が外部からインストールされるプログラムによって、
ホストコンピュータ（例えば、ＰＣ１０３やＰＣ１０４）により遂行されていてもよい。
例えば、本実施形態にて開示の図２０～図２６を用いて説明した制御部２０５が実行する
制御に相当する制御をコンピュータに実行させる為のコンピュータ読取可能なコンピュー
タプログラムを該ホストコンピュータにＷＥＢ等を介して外部からダウンロードする。こ
のプログラムに基いて、本実施形態にて開示の図２０～図２６を用いて説明した制御部２
０５が実行する制御と同等のことをシステム１０００を用いて実現可能にする。このよう
な構成でも良い。但し、図２０～図２５に記載の少なくとも本実施形態にて操作部２０４
の表示部４０１により表示対象となる表示画面は、この構成の場合、全て、当該ホストコ
ンピュータの表示部にて表示可能に構成する事が望ましい。これにより、本形態に開示す
る効果が更に向上可能となるといった効果が図れる。尚、この場合に、各操作画面を含む
本形態で述べた操作画面と同様の操作画面を表示させる為のデータを外部からインストー
ルし、該ホストコンピュータの表示部に上記各種のユーザインターフェース画面を提供可
能に構成する。この一例として、本例では、図１７Ａ、１７ＢのＵＩ画面による構成でも
って、これを説明している。このような構成の場合、ＣＤ－ＲＯＭやフラッシュメモリや
ＦＤ等の記憶媒体により、あるいはネットワークを介して外部の記憶媒体から、プログラ
ムを含む情報群を出力装置に供給される場合でも本発明は適用されるものである。
【０６６４】
　以上のように、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを
記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコン
ピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実
行することによっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
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【０６６５】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。
【０６６６】
　従って、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより
実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わな
い。
【０６６７】
　プログラムを供給するための記憶媒体としては、例えばフレキシブルディスク、ハード
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤなどを用いることができる。
【０６６８】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。
【０６６９】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続し、該ホームページから本発明のコンピュータプ
ログラムそのもの、もしくは、圧縮され自動インストール機能を含むファイルをハードデ
ィスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる。また、本発明のプロ
グラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを異
なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能である。つまり、本発明
の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを複数のユーザに対して
ダウンロードさせるＷＷＷサーバやｆｔｐサーバ等も本発明の請求項に含まれるものであ
る。
【０６７０】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせ、その鍵情報を使用することにより暗号化され
たプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現することも可能である。
【０６７１】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全
部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは
言うまでもない。
【０６７２】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０６７３】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給す
ることによって達成される場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明
を達成するためのソフトウェアによって表されるプログラムを格納した記憶媒体を該シス
テムあるいは装置に読み出すことによって、そのシステムあるいは装置が、本発明の効果
を享受することが可能となる。
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【０６７４】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（
各実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から排除する
ものではない。例えば、本形態では、印刷装置１００内部の制御部２０５が上記各種制御
の主体となっていたが、印刷装置１００と別筐体の外付けコントローラ等によって、上記
各種制御の１部又は全部を実行可能に構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【０６７５】
【図１】本形態で制御対象となる印刷システム１０００を含む印刷環境１００００の全体
構成例を説明する為の図である。
【図２】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成例を説明する為の図である
。
【図３】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の構成例を説明する為の図である
。
【図４】本形態で制御対象となるＵＩ部の１例を説明する為の図である。
【図５】本形態で制御対象となるＵＩ部の１例を説明する為の図である。
【図６】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図７】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図８Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図８Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図９Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図９Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図であ
る。
【図１０Ａ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図で
ある。
【図１０Ｂ】本形態で制御対象となる印刷システム１０００の制御例を説明する為の図で
ある。
【図１１】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
【図１２】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
【図１３】本形態で制御対象となるインラインフィニッシャの内部構成例を説明する為の
図である。
【図１４】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である。
【図１５】本形態で制御対象となる印刷システム１０００により印刷物を作成させる場合
の制御例を説明する為の図である。
【図１６】本形態で制御対象となる印刷システム１０００により印刷物を作成させる場合
の制御例を説明する為の図である。
【図１７Ａ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１７Ｂ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ａ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ｂ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１８Ｃ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
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【図１８Ｄ】本形態で制御対象となるＵＩ部に対する表示制御例を説明する為の図である
。
【図１９】図８Ａ～図１０Ｂや図１３で説明した、「大容量スタッカ」の概観の１例を示
す図である。
【図２０】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
【図２１Ａ】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する
為の図である。
【図２１Ｂ】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する
為の図である。
【図２２】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
【図２３】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
【図２４】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
【図２５】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
【図２６】本形態で制御対象となるコンティニアスラン動作に関する制御例を説明する為
の図である。
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